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古賀西小学校屋上防水等改修工事設計

A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 ―

―

表紙・図面目録

機 械 設 備

図 面 名 称 図面番号 図 面 名 称 図面番号 図 面 名 称図 面 番 号

特記仕様書（1）

特記仕様書（2）

施工区分表

M-01

M-02

M-03

M-04

2024年 12月

A-01

A-02

A-03

A-04

A-05

A-06

A-07

A-08

A-09

A-10

A-11

A-12

A-13

A-14

A-15

A-16

A-17

A-18

A-19

A-20

A-21

A-22

 

表紙・図面目録

特記仕様書(1)

特記仕様書(2)

特記仕様書(3)

特記仕様書(4)

特記仕様書(5)

管理棟　理科室(2)　展開図（改修後）

仮設計画図

外構図

Ａ-０１

フェンス参考図（教室棟）

A-23

A-24

A-25

A-26

A-27

フェンス参考図（管理棟）

手すり参考図

家具等詳細図

教室棟　１階平面図（改修前・改修後）

教室棟　２階平面図（改修前・改修後）

教室棟　３階平面図（改修前・改修後）

教室棟　Ｒ階平面図（改修前・改修後）

教室棟　断面詳細図（改修前・改修後）

管理棟　１階平面図（改修前・改修後）

管理棟　２階平面図（改修前・改修後）

管理棟　Ｒ階平面図（改修前・改修後）

管理棟　断面詳細図（改修前・改修後）

E-01

E-02

E-03

E-04

特記仕様書

配置図・付近見取図

弱電設備（改修前・改修後）

電灯コンセント設備（改修前・改修後）

管理棟　平面詳細図　機械表　凡例（改修前・改修後）

配置図・付近見取図・仕上表

管理棟　理科室(2)　平面詳細図・天井伏図（改修前・改修後）

管理棟　理科室(2)　展開図（改修前）・撤去家具類リスト

教室棟　立面図（外壁改修）

管理棟　立面図（外壁改修）

古賀西小学校屋上防水等改修工事



延べ床面積　教室棟：3,887㎡、管理棟：1,805㎡

構造規模 RC　教室棟(S47年築)３階建、管理棟(S50築)2階建

工作図
※CADデータ（JWW)
※二つ折り白焼き（適宜A1またはA3） ※　１部

・ (2)部※家具図
・(　　　　）

ある製品等でも同等品以上であれば使用できる。（ﾒｰｶｰ仕様の図面）

参考図の製品等の使用にあたっては、参考図以外の形状等に多少の相違が16.参考図の取扱

ドライン（平成１８年６月12日事務次官通知）」に従い、

　　　材等の運搬

断熱材（断熱工法の場合）

　厚さ　・(　　　　㎜)　　・図面図示による

・C－1　　・C－2　 ・C－3
・C－4

・D－1　　・D－2 　・D－3
・D－4

・DI-1　　・DI-2

（保護層は図示による）
・E－1　　・E－2

・M3DI　 ・M4DI
・P0DI

・M3D　　・P0D

・M4C・
露
出
防
水

・屋内
・P1E　　・P2E

　防水

仕上げ塗料の種類･使用量　　※材料製造所の仕様による

脱気装置の種類･設置数量　　※材料製造所の指定とする。

改修用ドレン（P0D，P0DI工法の場合）　・設ける　　　・設けない

アスファルトルーフィング
　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ
　　　種類･厚さ　※表3.3.3から表3.3.9による　　・(　　　　　　　　)

　・部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ
　　　種類･厚さ　※表3.3.3から表3.3.9による　　・(　　　　　　　　)

押え金物の材質･形状･寸法　※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm
　　　　　　　　　　　　　・図面図示による

絶縁用シート

　・保護防水工法　　　※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ　厚さ0.15mm以上

平場の保護コンクリート
　厚さ　　・80mm以上(こて仕上)　　・60mm以上(床ﾀｲﾙ等仕上げあり)
　種類　　※普通コンクリート　Fc-18N/mm2　SL15cm又は18cm

立上り部の保護
　・れんがの種類　　　※JIS R1250のれんが

　・乾式保護材の材料　※材料製造所の仕様　　・図面図示による
　・保護コンクリート　工法(　　　　　　　　　　　　　　　　)

既存露出防水層表面の仕上げ塗装　 ・除去する　・除去しない

　・ルーフドレン回りの張りじまい位置　　・(　　　　　　　　　　)

屋上排水溝の適用　　※図面図示による　　・(　　　　　　　　)

　・立上り部周辺の張りじまい位置　　　　・(　　　　　　　　　　)

保証期間（　　　　）年間

保証期間（　　　　）年間

　 ・除去する　・除去しない
既存露出防水層表面の仕上げ塗装

　　　　　　　　　　　　　　・図面図示による

押え金物の材質･形状･寸法　　※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm

 　厚さ　・(　　　　㎜)　　・図面図示による

 　　　　・A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板2種(・1号 ・2号)(透湿係数を除く)

　 材質　・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種(・1号 ・2号)(透湿係数を除く)

　 　 種類･厚さ　※表3.4.1から表3.4.3　　  ・(　　　　　　　　)

断熱材（ASI-T1，ASI-J1工法の場合）

　・部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ

　 　 種類･厚さ　※表3.4.1から表3.4.3　　  ・(　　　　　　　　)

　 　 種類･厚さ　※表3.4.1から表3.4.3　　  ・(　　　　　　　　)

　・粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ

　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ（JIS A6013）

改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ

改修用ドレン（P0AS，P0ASI工法の場合）　・設ける　　　・設けない

仕上げ塗料の種類･使用量　　※材料製造所の仕様による
脱気装置の種類･設置数量　　※材料製造所の指定による

　　　　　・設置する　　　・設置しない
防湿用シートの設置（ASI-T1，ASI-J1工法の場合）

新規防水層の種別

・AS－T1　　・AS－T2　　・AS－J2

・AS－T3　　・AS－T4　　・AS－J1
・AS－J3

・ASI－T1　・ASI－J1
・P0ASI工法
・M4ASI工法
・M3ASI工法

・P0AS工法

・M3AS工法

・M4AS工法

施工箇所種類

（４節　改質アスファルトシート防水）

（５節　合成高分子系ルーフィングシート防水）

種 類

・S3S工法

・S3SI工法

・M4S工法

・M4SI工法

・SI-F1・SI-F2
・S-F1 ・S-F2

接 着 工 法

新規防水層の種別
仕上塗料

機械的固定工法 保護密着
使用分類

・軽歩行

※非歩行・カラー

・シルバー

・S-C1

・S-M3 ・SI-M1 
・S-M1 ・S-M2

・SI-M2

・S-M1 ・S-M2

・S-M3 ・SI-M1 

・SI-M2

・S-F1 ・S-F2

・SI-F1・SI-F2

・POS工法
・P0SI工法
・S4S工法
・S4SI工法

・P1S工法

脱気装置の種類･設置数量　　※材料製造所の指定による

仕上げ塗料の種類･使用量　　※材料製造所の仕様による

改修用ドレン（P0S，P0SI工法の場合）　・設ける　　　・設けない

立上り面のシート厚さ（S-M2，SI-M2工法の場合）　※1.5mm　　・(　　㎜)

防湿用フィルムの設置（SI-M1，SI-M2工法の場合）

　　　　　・設置する　　　・設置しない

［表2.2.1］

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二

特記仕様書（1）
―

―

１．工事名称

２．工事場所

［3.5.3］
［表3.5.1～3］
［表3.1.1］

5.種別及び工程

［表3.1.1］
［表3.4.1～3］
［3.4.3］

4.種別及び工程

　１）材料
［3.4.2］

　３）保証期間

［3.4.4］
　２）施工

　３）保証期間

［3.3.4］
　２）施工

　１）材料
［3.3.2］

［表3.1.1］
［表3.3.3～10］

［3.3.3］
3.種別及び工程

［3.2.6］

2.既存下地の処理

　
３
　
防
水
改
修
工
事［

３
章］

1-2.保守管理ﾌﾟﾚｰﾄ

1.施工一般

［3.1.3］

　取り合い

［2.4.1］
　備品等

［2.4.1］

［表2.3.1］
［2.3.2］

［2.3.1］

　１）仮囲い

　２）足場

古賀西小学校 屋上防水等改修工事　特記仕様書

　　・図面図示による　　※監督員と協議

（２節　既存防水層の処理）

・P2AI

・P2A

・
保
護
防
水

・P1BI

・P1B

・A－1　　・A－2　 ・A－3

・AI－1 　・AI－2　・AI－3

・BI－1　 ・BI－2　・BI－3

・B－1　　・B－2　 ・B－3

新規防水層の種別施工箇所防水改修工法の種類

（３節　アスファルト防水）

　　・設ける（　　　　箇所　）

　　・設けない

（１節　共通事項）

復旧すること。

（４節　仮設物）

※片面フラッシュ程度　・　
※合板張り程度　・　※木製扉

・仮設扉

・C種

※B種

・A種

種　別 下　地

※軽量鉄骨
・木下地

単管下地 ・防炎シート　　・（　　　　）

※せっこうボード(※9.5 ・　 ）

仕上材（厚さ　mm）

・合板（※9.0　・　　　　） ・(　　　　　)

厚さ(　 　mm)

充てん材 塗　装

※無し

・片面

※無し
・有り

仮設間仕切り等の種別

（３節　養生）

専用足場方式により行うこと。

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

　工事中，接合部その他本工事範囲外の部分に汚損を生じた場合は原形に

・備品等の数量（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・備品等の種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・設備の種類　※監督員と協議　　・(　　　　　　　　　)

設置箇所　　・図面図示による　　　・(　　　　　　　　)

降雨等に対する養生方法　※3.1.3(5)による　・(　　　　　　　　　　　)

保守管理用プレート　壁プレート（300×250程度）

補修箇所の形状，長さ，数量等　※図面図示による　・(　　　　　　　　)

設備機器架台,配管受台,パラペット,貫通パイプ回り,手すり・丸環の取付け部,

搭屋出入口部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処置

仮囲い　　・設ける（種類　　　　　　　　　　）　　・設けない

外部足場　種別　・枠組足場　・くさび緊結式足場　・単管本足場　・(　　)
　　　　　範囲　・図面図示による　　・(　　　　　)

　　　　　防護シートによる養生　　※行う　・行わない

※　足場を設ける場合は、｢｢手すり先行工法に関するガイドライン」について｣

（厚生労働省　平成21年4月24日）の「手すり先行工法等に関するガイドライン

」により、足場の組立、解体、変更の作業時及び使用時は常時、全ての作業床

について手すり、中さん及び幅木の機能を有するものとし、「手すり行工法に

よる足場の組立て等に関する基準｣の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種　　・Ｅ種

既存部分の養生　　※ビニルシート、合板等　・（　　　　　　　　　　　）　

既存家具等の養生　※ビニルシート等　　　　・（　　　　　　　　　　　）　

備品等の移動　　　・行わない　　　　※行う（図示）

　　　　　　　　　　　　・A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板2種(・1号 ・2号)(透湿係数を除く)

　　　　・露出断熱工法　・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種(・1号 ・2号)(透湿係数を除く)

　材質　・保護断熱工法　・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA(ｽｷﾝ層付き)

屋根露出防水絶縁断熱工法の断熱材の施工

Ⅰ 工事概要

　・保護防水断熱工法　※ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ,ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ等を平織りしたﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ(70g/m2)

［1.4.1］

　国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）

（４節　材料）

は「環境等物品の調達に関する基本方針（環境省）」によること。

により、環境負荷を低減できる材料を選定すること。指定品目、判断基準

・（　10　m2）程度

・設置する   　　　・設置しない

※ 監督員の指示による

工事用車両の出入口では、一般通行人及び一般車両の安全確保に努めること

交通誘導員　　・配置する（ 2 ）名　　・配置しない

汚泥

（コンクリート塊）

（アスファルト塊）

建設発生土

木くず

がれき類

指定副産物（原則として再資源施設へ持ち込むもの）

その他の廃棄物

特別産業廃棄物

廃プラスチック　ガラス・陶器くず　廃石膏ボード　金属くず　繊維くず

　
２
　
仮
設
工
事［

２
章］

（２節　足場等）

17.竣工後の調査
竣工後（※2・1）年以内に該当範囲に関する経年劣化の状況を調査し、
報告すること

提出図書

［1.9.1～3］

15.完成時の
（９節　完成図等）

・提出する ・提出しない

種類及び提出方法は下記による

完成図 ※二つ折り白焼き製本（A1）
※CADデータ（JWWまたはDXF)
※ PDFデータ（施工図電子データ作成要領による）

※　１部
・ (2)部

提出形式 部数種類

※設計図書一式

古賀西小学校屋上防水等改修工事

　古賀市天神7丁目4番1号

労働安全衛生法第３０条第２項に基づく特定元方事業者とし当
（１）　設備関連工事等が別途工事となる場合の建築工事受注者は、

現場の関連事業者を含めて、労働災害を防止するための、必要
な措置を講じること。

（３）　本工事において、アスベスト(石綿)を含有した建材等の除去

（２）　本工事施工中は、別途工事施工業者と連絡を密にし当該工事
関係者と協力し、工事全体の円滑な推進を図るように建築主体
業者が責任を持って指導すること。

（４）　警備契約書及び警備計画書等で取り決めた警備業務の範囲に

　

及び改修工事を行う場合は、「建築物等の解体等に係る石綿ばく

基づき、交通誘導員の労働災害防止対策の徹底を図ること。

露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」(環境省)
によること。

　
１
　
各
章
共
通
事
項［

１
章］

・別紙「建築改修工事監督基準」による　　・標準仕様書による。

章 項　　目 特　　記　　事　　項

1.適用基準等 （１節　一般事項）
図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房

官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）」（令和４年

版）による。
　なお、新築・増築工事を含む場合は「公共建築工事標準仕様書（建築工事
編）」（令和４年版）により、解体工事を含む場合は「建築物解体工事共通

仕様書」（令和４年版）による。

１．共通仕様

（１）　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営

　　　繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）」（令和４年版）による。

　なお、新築・増築工事を含む場合は「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」

（令和４年版）により、解体工事を含む場合は「建築物解体工事共通仕様書」

（令和４年版）による。

（６）標準仕様書の監督職員は監督員と読み替える。

　貸与するＣＡＤデータを当該工事における施工図及び完成図書を作成するため以外
３．ＣＡＤデータ　　　　　　・有　　　　　　･無

市に帰属する。また貸与したＣＡＤデータは工事完成検査までに返却すること。
に使用してはならない。これに基づく完成図書、施工図のＣＡＤデータの著作権は本

当該項目、当該図又は当該表を示す。

（４）各項目に記載の（ 　 ）内表示番号は、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）の

（５）形状寸法の単位は、特記なき限りミリメートルとする。

当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

　　　・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（１）項目は、番号に   印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

２．特記仕様の適用

Ⅱ．建築改修工事仕様

（３）各項目に記載の［ 　 ］内表示番号は、公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）の

2.工事実績情報ｻｰﾋﾞｽ

　の登録（コリンズ）

［1.1.4］

に関するデ－タを(一財)日本建設情報総合センター(JACIC)に登録し、下

記の区分で10日（土日祝日を除く）以内に登録し、「登録内容確認書」
を監督員に提出すること。

※請負金額500万円以上の工事は、監督員の確認を受けた後に、当該工事

受注時、途中変更時、訂正時、竣工時

３.監督基準

※参考受け入れ場所は現場説明書による

建築副産物の発生抑制、再利用、適正処理を推進する。

［1.2.4］

撮影者は建築完成写真の撮影経験がある者で、監督員
注記

完成時

施工中

着工前

区　分

が承諾する撮影者とする

工事日報は、工事記録を兼ねることができる。
写真は下記要領で撮影し、原版は撮影者が保管する。
撮影方法・提出方法は下記による他、監督職員との協議による。

（２節　工事関係図書）
※提出する

［1.3.12］

［1.3.5］

［1.3.3］
・適用する(工事用電力設備の保安責任者が兼ねる）　・適用しない

（３節　工事現場管理）

各工程ごとに作業時の状況が分かるように黒板、スケール等をあて撮影する

部　数

※１部
・（　　）

※１部
・（　　）

・（　　）
※２部

原版の大きさ
※ 700万画素以上

・(　)万画素以上

※ 700万画素以上
・(　)万画素以上
※ 700万画素以上
・(　)万画素以上

撮影機材はデジタルカメラとする。

撮影箇所は監督員との協議による

４.工事の記録

５.電気保安技術者

６.施工条件

７.発生材の処理等
資源の有効活用、環境負荷の低減等を図り「循環型社会」を構築するため、

８.環境への配慮

及び性能を有すると共に、次の1)から4)を満たすものとする

本工事の建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質

1)合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤ
Ｆ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着
剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及び
スチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定す
る「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する

2)接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少

ない材料を使用する

3)接着剤は可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキ
シル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を

使用する

ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散
が極めて少ない材料を使用したものとする

4)１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、

［1.4.2］

　本工事に使用する材料は、設計図書に定めるもの又はこれらと同等のも

能評価事業建築材料等評価名簿」により省略することができる。
　なお、国土交通大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性

のとする。ただし、同等のものとする場合は監督員の承諾を受ける。

９.材料

1.足場その他[2.2.1]

　３）材料，撤去

内部足場　種別　※脚立，足場板等

2.養生

3.仮設間仕切

4.監督員事務所

5.監督員事務所の

6.既存建物との

7.工事用水

8.工事用電力

9.工事表示板等

10.工事車両の出入口

の抑制・適正処理を行い、再生資材及び再生資材製品の活用を

図ること。

（２）本工事の施工においては｢建設リサイクル法｣に基づき廃棄物

び公衆が見やすい場所に掲げるとともに、監督員に提出する施

をしないこと。

受注者は、工事を施工するために下請契約を締結した場合は、

その金額にかかわらず施工体制台帳を作成し、工事現場に備え

るとともに、その写しを監督員に提出すること。

　また、国土交通省令に従って、各下請負人の施工の分担関係
を表示した施工体系図を作成し、工事関係者が見やすい場所及

（３）施工体制台帳等の提出

（１）　本工事の施工に伴う工事用資材等の輸送においては、過積載

工体制台帳に添付すること。

分類・規格
RGB（フルカラー）

JPG形式

JPG形式
RGB（フルカラー）

JPG形式
RGB（フルカラー）

電子データはCD-Rで提出する

※ 現場説明書による

廃ＰＣＢ

廃石綿等

指定副産物の工事現場からの搬出、再生資材等の利用等

については、「リサイクル原則化ルール（平成１８年６

により実施する。

汚泥の再生利用を推進する。

建築汚泥については、「建築汚泥の再利用に関するガイ

「電気事業法」及び「ポリ塩化ビフェニル廃棄の適正な処理の推
進に関する特別措置法」に従い、報告書の作成、届け出を行うと
共に、適正に保管できるようにして施設管理社に引き渡す

年７月１日施工）」従い収集、運搬、処理を行う

水・大気環境局大気環境課）」及び「石綿障害予防規制（平成17
「建築物の解体等に関わる石綿飛散防止対策マニュアル（環境省

・週休２日促進工事 ・快適トイレ設置工事

・入札時清算数量書活用法式対象工事 ・余裕工期設定工事

施工図
※CADデータ（JWW)
※二つ折り白焼き（適宜A1またはA3） ※　１部

・ (2)部・（　　　　）

Ａ-０２

2024年 12月

４．その他

５．安全管理

６．その他

 ３．工事概要

監督員の承認を受け、材料製造所の指定する工法によることができる。

・提出する ・提出しない

工事完了後は監督員の指示する施工図を提出する。
施工図等の著作権に係わる、当該建築物に限る使用権は発注者に移譲する
ものとする。

測定方法等は「揮発性有機化合物の室内測定要領」参照

※学校施設については、文部科学省「学校環境衛生基準」
（H21年４月１日告示第６０号）に基づきVOC等の測定を行う

測定時期、測定位置、方法については、測定前に監督員に相談する

及び揮発性有機化合物

の測定

室内空気中化学物質の濃度測定　　　・行う　　・行わない

ホルムアルデヒド測定の検体数　　　・（　　　）箇所

測定対象室　　　※現場説明書による［1.6.9］

・建具製作

・サッシ施工

・ガラス施工

・建具工事

適用工事

技能検定職種工事種別

・防水工事

・家具製作

・内装工事

備　　考

・塗装工事

・左官工事

・木工事

・金属工事

・建築大工

・左官

・塗装

・左官

・樹脂接着剤注入施工

・防水施工

・外壁工事

・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）

・内装仕上げ施工

（木質系床仕上げ工事作業、ボード仕上げ工事作業）

（ウレタンゴム系塗膜防水工事作業、

シーリング防水工事作業）

10.特別な材料の工法 　改修標仕及び、標仕に記載されていない特別な材料の工法については、

［1.6.2］
12.技能士

13.ホルムアルデヒド

14.施工図

事前調査結果の概要を公衆が見えやすい場所に掲示すること。

石綿含有仕上塗材）の有無を確認し、監督員に報告し、指示を受ける。

工事に先立ち石綿含有建材等（石綿含有吹付け材、石綿含有保温材等、

（７節　施工）

（５節　石綿含有建材の調査）11. 石綿等
［1.5.1］

古賀西小学校屋上防水等改修工事

（〇印のついたものを適用する）

VOC測定の検体数　　　・（　３　）箇所



工事名称 図面名称 A3 縮尺 No
　　　　　　神崎信二

一級建築士　第323073号
A1 縮尺 日付

福岡県知事登録第1ｰ30027号株式会社　海　渡　設　計
特記仕様書（2）

―

―

 改修工程

　
３
　
防
水
改
修
工
事［

３
章］

（

続
　
き）

固定金具の材質･形状･寸法　・図面図示による　　・3.5.2(3)(ｲ)による

断熱材（断熱工法の場合）

 　　　　　　　　　　・ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材(密度及び熱伝導率の規格適合品)

 　　　　　　　　　　・A種ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材(密度及び熱伝導率の規格適合品)

　厚さ　・(　　　　㎜)　・図面図示による

立上り部防水層撤去（P0S,P0SＩ工法の場合）

　・撤去する　(補修･処置　※3.2.6(4)(ｳ)(f)による)

　・撤去しない(補修･処置　※3.2.6(4)(ｳ)(g)による)

接着工法の目地処理（ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ下地の場合）　　　　　 　・図面図示による

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ下地入隅部の増し張り（S-F1，SI-F1工法の場合）・図面図示による

モルタル塗厚（S-C1工法の場合）　　　・(　　　　mm)

立上り部の保護モルタル塗厚（S-C1工法の場合）　　※7mm　　・(　　　㎜)

保証期間（　　　　）年間

絶縁用シート　※発泡ポリエチレンシート

　種類･厚さ　 ※表3.5.1から表3.5.3による　　・(　　　　　　　　　　　)［3.6.2］
　１）材料

［3.6.4］
　２）施工

　３）保証期間

１）保証期間

種　類

・X－2

・X－1

施工箇所 新規防水層の種別

・Y－2

・カラー

・シルバー

6.種別及び工程

（６節　塗膜防水）

仕上塗料
［3.6.3･4］
［表3.6.1･2］
［表3.1.1］

 　　　　　　　　　　・A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板2種(・1号 ・2号)(透湿係数を除く)

 　　　　　　　　　　・A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板2種(・1号 ・2号)(透湿係数を除く)

　材質 ・機械的固定　・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種(・1号 ・2号)(透湿係数を除く)

　　　 ・接着工法　　・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種(・1号 ・2号)(透湿係数を除く)

　
４
　
外
壁
改
修
工
事［

４
章］

ルーフィングシート（JIS A6008）
 記号

 記号

 内容

①鉄筋はつり出し  露出鉄筋部を中心に，ﾊﾝﾏｰ，ﾀｶﾞﾈ等で健全部が露出す
 るまではつり出す。

⑤埋戻し

④防錆剤塗布

③ｱﾙｶﾘ性付与材塗布

②錆落し，清掃

 鉄筋に防錆剤を塗布する。

 断面修復用ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙを用い，欠損，はつり部分を埋戻す。

 ｺﾝｸﾘｰﾄ表面の脆弱層にｱﾙｶﾘ性付与材を塗布する 。

 露出鉄筋の錆を、ﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｼ、ｻﾝﾀﾞｰ等でｹﾚﾝし、ﾌﾞﾗｼと高圧
 ｴｱｰ等で清掃する。

 Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法
 （ｼｰﾘﾝｸﾞ材）  D-1工法

 内容 改修工程

①Uｶｯﾄ処理

②清掃

③ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布

④ｼｰﾘﾝｸﾞ材充填

⑤埋戻し  ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙをｺﾝｸﾘｰﾄ，ﾓﾙﾀﾙ表面に合わせて平滑に塗り込む。

 3～5mm程度低めに充填し，ヘラで押さえる。
 ｼｰﾘﾝｸﾞ材を空隙，打残しがないように，ｺﾝｸﾘｰﾄ，ﾓﾙﾀﾙ表面から

 ﾌﾟﾗｲﾏｰを溝内部に塗残しのないよう，刷毛で均一に塗布する。

 溝内部に付着している切片，粉じん等をﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｼ，刷毛等で
 除去する。

 ひび割れ部に沿って電動ｶｯﾀｰ等を用いて幅10mm程度，
 深さ10～15mm程度にＵ字型の溝を設ける。

 記号

 内容 改修工程

 ｼｰﾙ工法
（可ﾄｳ性ｴﾎﾟｷｼ樹脂） D-2工法

①清掃

②ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布

③ｼｰﾙ材塗布

 汚れを除去し清掃する。
 ひび割れ部に沿ってワイヤーブラシ等を用いて，幅50mm程度

 刷毛を用いてﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布する。

 可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂をﾊﾟﾃへら等で幅10mm，厚さ2mm程度に
 塗布し，その表面を平滑に仕上げる。

 記号

 内容 改修工程

 汚れを除去し清掃する。

 自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ
 樹脂注入工法  E-1工法

①清掃

②注入器具取付

③仮止めｼｰﾙ処理

④ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入

⑤注入後処理

 ひび割れ部に沿ってワイヤーブラシ等を用いて，幅50mm程度

 注入器具又は台座をひび割れの中心にくるようにして，
 仮止めｼｰﾙ材等で取り付ける。注入間隔は200mm～300mmとする。

 ひび割れ部に沿って仮止めｼ-ﾙ材をﾊﾟﾃへら等で幅30mm，
 厚さ2mm程度にｼｰﾙする。

 ｴﾎﾟｷｼ樹脂を注入器具に入れ，ｺﾞﾑ，ﾊﾞﾈ，空気圧等により，
 注入圧0.4N/m㎡以下として注入する。

 注入完了後は注入器具を取り付けたまま硬化養生を行う。
 エポキシ樹脂注入材の硬化を見計らい仮止めシール材，
 注入器具を適切な方法で撤去し清掃を行う。

 記号

 内容 改修工程

 充てん工法
 （ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）  F-1，F-2工法

①はつり出し

②ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布

③埋戻し

 浮き部を中心にﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰ等で健全部分と縁を切り，
 劣化部分をはつり取る。

 刷毛を用いてﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布する。

 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙを1回当たりの塗り厚は7mm程度とし表面を
 金ごてで加圧しながら平滑に仕上げる。 

 記号

 内容 改修工程

 充てん工法

①はつり出し

②ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布

③埋戻し

 浮き部を中心にﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰ等で健全部分と縁を切り，
 劣化部分をはつり取る。

 刷毛を用いてﾌﾟﾗｲﾏｰを塗布する。

 （ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ）  F-3工法

 ﾌﾟﾗｲﾏｰの粘着性があるうちに，ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙを充填し
 表面を金ごてで加圧しながら平滑に仕上げる。

 工法名

 工法名

 工法名

 工法名

 工法名

 工法名

 記号

 内容 改修工程

 充てん工法

①はつり出し  浮き部を中心にﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰ等で健全部分と縁を切り，
 劣化部分をはつり取る。

 （ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ）

 工法名

 F-4工法

②はく落防止  ｽﾃﾝﾚｽ製ｱﾝｶｰﾋﾟﾝを構造体ｺﾝｸﾘｰﾄに打込み、ｽﾃﾝﾚｽ製ﾗｽまたは、
 溶接金網、ﾈｯﾄ等を取り付ける。
 ｽﾃﾝﾚｽ製ｱﾝｶｰﾋﾟﾝは構造体ｺﾝｸﾘｰﾄに30㎜以上打込み、
 ﾋﾟｯﾁはﾀﾃ、ﾖｺとも＠200㎜程度とする。

 ﾌﾟﾗｲﾏｰの粘着性があるうちに，ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙを充填し
 表面を金ごてで加圧しながら平滑に仕上げる。

 ﾌﾟﾗｲﾏｰの粘着性があるうちに，ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙを充填し
 表面を金ごてで加圧しながら平滑に仕上げる。

④埋戻し

③ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布

 記号

 内容 改修工程

 工法名

 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分
 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法  G-1，G-3工法

①ﾏｰｷﾝｸﾞ  穿孔位置をﾏｰｷﾝｸﾞする。
 なお，ひび割れが生じている場合は、ひび割れから5cm以上

（G-1工法）

（G-3工法）

 穿孔位置は16本／㎡とし、浮き面積が1㎡以下の場合は標準

 穿孔位置は5本／ｍとする。

②注入孔の穿孔

④ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入

③清掃

 構造体ｺﾝｸﾘｰﾄ中に30mm程度の深さまで穿孔する。
 ｺﾝｸﾘｰﾄ用ﾄﾞﾘﾙを用いて、ｱﾝｶｰﾋﾟﾝより1～2mm大きい直径で、

 除去する。
 孔内をﾌﾞﾗｼ等で清掃後、圧搾空気または吸引機等で切粉等を

 孔内の乾燥後、ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定用ｴﾎﾟｷｼ樹脂を手動式注入器に

 （充填量は注入孔１ヶ所穴当たり25mlとする。）
 よりｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定部の最深部から徐々に充填する。

⑤ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ挿入

⑥孔埋め

 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝのﾈｼﾞ切り部分にｴﾎﾟｷｼ樹脂を塗布し、気泡の巻き
 込みに注意しながら最深部まで挿入する。

 仕上げに応じて目立たない色のﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂等で仕上げる。

 記号

 内容 改修工程

 工法名

 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

①ﾏｰｷﾝｸﾞ  穿孔位置をﾏｰｷﾝｸﾞする。
 なお，ひび割れが生じている場合は、ひび割れから5cm以上

 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面  G-2工法

 穿孔位置は13本／㎡とし、浮き面積が1㎡以下の場合は標準

②注入孔の穿孔

④ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入

③清掃

 構造体ｺﾝｸﾘｰﾄ中に30mm程度の深さまで穿孔する。
 ｺﾝｸﾘｰﾄ用ﾄﾞﾘﾙを用いて、ｱﾝｶｰﾋﾟﾝより1～2mm大きい直径で、

 除去する。
 孔内をﾌﾞﾗｼ等で清掃後、圧搾空気または吸引機等で切粉等を

 孔内の乾燥後、ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定用ｴﾎﾟｷｼ樹脂を手動式注入器に

 （充填量は注入孔１ヶ所穴当たり25mlとする。）
 よりｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定部の最深部から徐々に充填する。

⑤ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ挿入  ｱﾝｶｰﾋﾟﾝのﾈｼﾞ切り部分にｴﾎﾟｷｼ樹脂を塗布し、気泡の巻き
 込みに注意しながら最深部まで挿入する。

⑥残存浮き確認，ﾏｰｷﾝｸﾞ

 離れたところにﾏｰｷﾝｸﾞする。

 配置ｸﾞﾘｯﾄﾞを当てはめた最大本数程度とする。

 配置ｸﾞﾘｯﾄﾞを当てはめた最大本数程度とする。

 離れたところにﾏｰｷﾝｸﾞする。

 標準配置ｸﾞﾘｯﾄﾞを当てはめた最大本数程度とする。
 する。穿孔位置は12本／㎡とし、浮き面積が1㎡以下の場合は
 ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ等により残存浮き範囲を再確認し、穿孔位置をﾏｰｷﾝｸﾞ

⑦注入孔の穿孔

⑧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入

⑨孔埋め

 程度の深さまで穿孔を行い，③に準じ孔内の清掃を行う。
 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定部の効果を待ってから、構造体ｺﾝｸﾘｰﾄ中に5mm

 注入用ｴﾎﾟｷｼ樹脂を手動式注入器により打診しながら全面に
 充填する。（充填量は注入孔１ヶ所穴当たり25mlとする。）

 仕上げに応じて目立たない色のﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂等で仕上げる。

 記号

 内容 改修工程

 工法名

 H-1工法 ﾀｲﾙ部分張替え工法

①はつり出し処理  浮き部を中心にﾓﾙﾀﾙをﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰ等で健全部と縁を切って，
 損傷が拡大しないようにﾀｲﾙ目地に沿って切り込み，ﾀｲﾙ片を
 のみ，たがね等 ではつり取る。

（埋戻し前処理）

②ﾀｲﾙ張付け

 場合は、適切な工法により処理する。）
（ﾀｲﾙを撤去した後、露出鉄筋、ひび割れ等が確認できた

（タイル面と貼付けモルタル間の浮きの場合）
 よく乾燥させた張替え下地面に、接着剤を塗布し、ﾀｲﾙを
 張り付ける。

（貼付けモルタルと下地モルタル間の浮きの場合）
 水湿しまたは吸水調整剤の塗布を行った張替え下地面とﾀｲﾙ
 裏面の両面にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙを塗り付け、ﾀｲﾙを張り付ける。

③目地詰め  ｺﾞﾑごて等を用いて、ﾀｲﾙ厚の1/2以下まで目地ﾓﾙﾀﾙを塗り込む。

 記号

 内容 改修工程

 工法名

 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分
 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

①ﾏｰｷﾝｸﾞ  穿孔位置をﾏｰｷﾝｸﾞする。

 H-2工法

 穿孔位置は16本／㎡とし、浮き面積が1㎡以下の場合は標準
 配置ｸﾞﾘｯﾄﾞを当てはめた最大本数程度とする。
 なお，穿孔位置がﾀｲﾙ陶片にかかる場合は，近傍のﾀｲﾙ目地
 部分に釣り合いを保ちながら移動する。

②注入孔の穿孔

④ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入

③清掃

 構造体ｺﾝｸﾘｰﾄ中に30mm程度の深さまで穿孔する。
 ｺﾝｸﾘｰﾄ用ﾄﾞﾘﾙを用いて、ｱﾝｶｰﾋﾟﾝより1～2mm大きい直径で、

 除去する。
 孔内をﾌﾞﾗｼ等で清掃後、圧搾空気または吸引機等で切粉等を

 孔内の乾燥後、ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定用ｴﾎﾟｷｼ樹脂を手動式注入器に

 （充填量は注入孔１ヶ所穴当たり25mlとする。）
 よりｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定部の最深部から徐々に充填する。

⑤ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ挿入

⑥孔埋め

 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝのﾈｼﾞ切り部分にｴﾎﾟｷｼ樹脂を塗布し、気泡の巻き
 込みに注意しながら最深部まで挿入する。

 仕上げに応じて目立たない色のﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂等で仕上げる。

・ 複層仕上塗材

・ 厚付け仕上塗材

・ 薄付け仕上塗材 ・外装薄塗材Ｅ
・可とう形外装薄塗材E

耐候性

・有

・無

・1種

・2種

※3種

・吹付け
・ﾛｰﾗｰ
・ｺﾃ塗り

・吹付け
・ﾛｰﾗｰ・複層塗材ＣＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・可とう形改修塗材Ｅ
・可とう形改修塗材ＲＥ
・可とう形改修塗材ＣＥ

　 仕上塗材
・ 可とう形改修用

・吹付け
・ﾛｰﾗｰ

・外装厚塗材Ｃ
・ｺﾃ塗り
・吹付け

・外装厚塗材Ｓｉ
・外装厚塗材Ｅ

・ﾛｰﾗｰ
・ｺﾃ塗り

・吹付け

・外装薄塗材Ｓ ・吹付け

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ・ﾛｰﾗｰ
・吹付け・外装薄塗材Ｓｉ

呼　び　名種  類 工  法 備　考

種類及び工法

※ 水系

・ 溶剤系

・ 弱溶剤系

・ 水系 ・ つや無

※ つや有　　・ つや無

・ つや有　　・ つや無

・ つや有　　・ つや無　　・ ﾒﾀﾘｯｸ

　・ ふっ素系

　・ ｼﾘｶ系

　・ ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ系
　・ ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系
　※ ｱｸﾘﾙ系

樹脂　　　　　　溶媒　　　　　外観

[4.2.2]
[表4.2.4･5]

　２）塗り仕上げ

 改修工程  内容

 脆弱した塗膜の表面及びふくれ等をｽｸﾚｰﾊﾟｰ等で除去する。

（下地処理）
 適切な工法により処理を行う。
 脆弱部を除去後，下地のひび割れ，浮き等がある場合は，

 また，③下地調整に影響が出るほど不陸が生じている
　（3mm以上等）場合はCM-2等を用いて平滑に処理する。

 不陸が1mm程度以下の場合，下地調整塗材（C-1）を全面に

 粉化物，付着物等を高圧洗浄機にて除去し清掃を行う。
 水圧は100kg/cm２（9.8MPa）を標準とする。

（A-2工法）

（A-1工法）
 合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝｼｰﾗｰを塗布する。

 塗付けて平滑にする。

 塗付けて平滑にする。

（A-3工法）
 不陸が1～3mm程度の場合，下地調整塗材（C-2）を全面に

　１）既存塗膜の除去
　　　及び下地調整

 鉄筋腐食補修工法  B-1，B-2，B-3，B-4，B-5，B-6，C工法

5.仕上げ塗材改修

6.保証期間

1.露出鉄筋処理

2.ｸﾗｯｸ処理

3.ﾓﾙﾀﾙ浮き処理

4.ﾀｲﾙ面処理

［3.8.2･3］
［表3.8.4］
 (13.5.3)(4)

材種　　・配管用鋼管

　　　　※硬質ポリ塩化ビニル管　（※カラー　　・素地）

　　　　・硬質塩化ビニル雨どい　　・（　　　　　　　）

防露材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量は，F☆☆☆☆とする

（８節　とい）

掃除口　　  　　　・設ける　　・設けない

ルーフドレンの取付け  　 ・図示　※3.8.3(8)による

たてどい受金物の取付工法  　・図示　※標仕13.5.3(4)による

既存のといその他の撤去･降雨等に対する養生方法　　・(　　　　　　)

鋼管製といの防露巻工法　　　・有り（表3.8.4による）　・無し

受金物　材種　　　　※ステンレス　 　・溶融亜鉛めっき鋼板製

　　　　取付間隔　　※表3.8.2による　・(　　　　　　　)

※シーリング充填工法　　　　　・シーリング再充填工法　　　　

8.材料

（７節　シーリング）

種類　　　　※表3.7.1による　　　　・図面図示による

施工箇所　　※図面図示による

9.目地寸法
［3.7.3］

接着性試験

　 ※簡易接着性試験　・引張接着性試験(JIS A1439)

・拡幅シーリング再充填工法　　・ブリッジ工法

7.ｼｰﾘﾝｸﾞ改修工法の
　種類

10.ｼｰﾘﾝｸﾞ材の試験

［3.7.8］

［3.7.2］
［表3.7.1］

［3.1.4］
［表3.1.2］

・図面図示による　　　・3.7.3(1)による　　　・(　　　　mm)

表面処理種　類 固定間隔

・250形

・300形

・350形

・100形

隅角部及び突当たり部

等の役物は本体製造所

の仕様による。

備　　考

固定方法及び

間隔は品質計

画で定める

呼称肉厚(mm)

1.6以上

1.8以上

2.0以上
・

（９節　アルミニウム製笠木）

・AB－1種
［3.9.2･3］
［表3.9.1］

12.材料･工法

11.材料･工法

・複層塗材Ｅ
・複層塗材Ｓｉ

・防水形外装薄塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・防水形複層塗材Ｅ
・防水形複層塗材ＲＥ
・防水形複層塗材ＣＥ

・受渡し完了の日から（　　　）年間

保証期間（　　　　）年間10

　・図面図示による　　・(　　　　　　　　　　　)

風圧力･積雪荷重に対応した工法

板材折曲げ形の取付工法　　　 ・図面図示　　・(　　　　　　　　　)

　・固定方式等　　　　・(　　　　　)　　　・図面図示による

　・固定金具の間隔　　・(　　　　　)　　　・図面図示による

既存笠木の撤去，新規アルミニウム製笠木の下地補修工法

　

仕上げの形状　　※図面図示による

防火材料の指定　　※図面図示による

上塗材の種類（ ・ 複層仕上塗材　　・ 可とう形改修塗材 ）

・P0X工法

・L4X工法

・P1Y工法

・S3X工法 教室棟・管理棟 屋根

　　　　　　　　　　　　　　　(注)X-1の立ち上がり部は全てX-2工法とする。

3．下地調整

2．水洗い・清掃

1.既存塗膜除去

脱気装置の種類･設置数量（X-1工法の場合）　　　　※材料製造所の指定による

仕上げ塗料の種類･使用量（X-1，X-2工法の場合）　 ※材料製造所の仕様による

塗材は特定化学物質無配合1成分形ウレタン塗膜防水材とする

（エバーコートZSR-300工法　同等品以上）

Ａ-０３

2024年 12月

古賀西小学校屋上防水等改修工事

板材折曲げ形　笠木本体幅　　 ・図面図示　　・(現場採寸による)

・BB－1種

・BA－1種

　　　　　　　板厚　　　　　 ・図面図示　　※2.0mm　　・(1.9mm)
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章］

（１節　共通事項）

新規建具を設ける壁の開口方法、周囲の補修方法･範囲　※図面図示による

防火戸の指定、｢防犯建物部品｣の適用　※図面図示による

建具見本の製作　　・行う　　　※行わない

特殊建具の仮組　　・行う　　　・行わない

建具の種類

・アルミニウム製建具

・鋼製建具
・内部

・ステンレス製建具

・鋼製軽量建具

・外部

工　　　法

・かぶせ工法　・撤去工法

・かぶせ工法　・撤去工法

・かぶせ工法　・撤去工法

・かぶせ工法　・撤去工法

・かぶせ工法　・撤去工法

1.改修工法の適用

［5.1.3～5･7］

2.性能及び構造 外部に面する建具

防音ドアセット，防音サッシ　　・適用する(等級　　　)　　・適用しない

・Ａ種 　Ｓ－４
　Ａ－３ 　Ｗ－４

種別 耐風圧性 気密性 水密性

※70　 ・100
・Ｂ種 　Ｓ－５

・Ｃ種 　Ａ－４ 　Ｗ－５ ※100　・（　　）

枠の見込み寸法（mm）

　Ｓ－６

耐震ドアセット　・適用する(面内変形追随性等級　　　)　　・適用しない

断熱ドアセット，断熱サッシ　　・適用する(等級　　　)　　・適用しない

網戸　　※合成樹脂製（線径0.25mm以上，網目16～18ﾒｯｼｭ）

　　　　・ガラス繊維入り合成樹脂製（線径･網目　　　　　　）
　　　　・ステンレス製(SUS316)（線径･網目　　　　　　）

3.材料

4.形状及び仕上げ 表面処理　　外部　・BB-1種　・(       )
　　　　  　内部　・AC-1種　・(       )

結露水処理　※図面図示による

水切り板，ぜん板等　　※図面図示による

※内はずし　　　・外はずし　　　・図示

学校施設については、内はずしを標準とする。

（２節　アルミニウム製建具）

6.障子取り外し方式

鋼板類の厚さ　※表5.5.1による　　・図面図示による

（注）　片開き、親子開き及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が950mm
　　　又は有効高さが2,400mmを越える場合は表16.5.1は適用しない。

・召合せ､縦小口包み板等の材質
　　　※鋼板　　・ステンレス鋼板　　・アルミニウム合金の押出形材

鋼板 めっき付着量

・溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G3302)

・電気亜鉛めっき鋼板(JIS G3313)

・ビニル被覆鋼板(JIS K6744) ・SG ・SE

※Z06又はF06　　・(　　　　)

※E24　　・（　　　　）

・カラー鋼板　・塗装溶融亜鉛めっき鋼板

・Z06又はF06　・E24

※Z06又はF06　　・(　　　　)

・電気亜鉛めっき鋼板 ※E24　　・（　　　　）

（５節　鋼製軽量建具）

簡易気密型ドアセット　※適用する(等級：Ａ－３)　・適用しない

防音ドアセット，防音サッシ　　・適用する(等級　　)　　　・適用しない

断熱ドアセット，断熱サッシ　　・適用する(等級　　)　　　・適用しない

耐震ドアセット　　・適用する(面内変形追随性等級　　)　　・適用しない

［5.5.2］

［5.5.3］

［5.5.4］

外部に面する鋼製建具の耐風圧性　　・Ｓ-４　　・Ｓ-５　　・Ｓ-６

簡易気密型ドアセット　　　※適用する(Ａ-３，Ｗ-１)　　　・適用しない

防音ドアセット，防音サッシ　　・適用する(等級　　)　　　・適用しない

断熱ドアセット，断熱サッシ　　・適用する(等級　　)　　　・適用しない

耐震ドアセット　　・適用する(面内変形追随性等級　　)　　・適用しない

（注）　片開き、親子開き及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が950mm
　　　又は有効高さが2,400mmを越える場合は表16.4.2は適用しない。

鋼板類の厚さ　　※表5.4.2による　　・図面図示による
［5.4.4］
［表5.4.2］

［5.4.2］

（４節　鋼製建具）

（６節　ステンレス製建具）

外部に面する鋼製建具の耐風圧性　　・Ｓ-４　　・Ｓ-５　　・Ｓ-６

簡易気密型ドアセット　　　※適用する(Ａ-３，Ｗ-１)　　　・適用しない

防音ドアセット，防音サッシ　　・適用する(等級　　)　　　・適用しない
断熱ドアセット，断熱サッシ　　・適用する(等級　　)　　　・適用しない
耐震ドアセット　　・適用する(面内変形追随性等級　　)　　・適用しない

材質　屋外　※SUS304　・SUS430JIL　・SUS443J1　・(　　　　）
　　　屋内　※SUS304　・SUS430JIL　・SUS443J1　・(　　　　）

表面仕上げ　　※ＨＬ　　・(　　　　　　　）

曲げ加工　　　※普通曲げ　　・角出し曲げ

［5.6.2］

［5.6.3］

［5.6.4］

［5.6.5］

7.性能及び構造

8.形状及び仕上げ

9.性能及び構造

10.材料

11.形状及び仕上げ

12.性能及び構造

13.材料

14.形状及び仕上げ

15.工法

備　　　考

ガラスブロックの表面形状，呼び寸法及び厚さ，壁用金属枠及び補強材，

ガラス留め材　・シーリング

　　　　　　　・グレイジングガスケット（グレイジングビート形）
　　　　　　　・グレイジングガスケット（グレイジングチャンネル形）

溝の大きさ　　※建具製造所の仕様　　・(　　　　　)

板ガラス　　　材料はＪＩＳ規格品とし、厚さ・種類等は図面図示による。

   寸法 ，形状等

   積み

目地部の横力骨の納まり　　※製造所の仕様による　　　・図面図示による

化粧目地モルタル色　　　　・（　　　　　　　）

金属製化粧カバーの材質，寸法，形状　　　　　　　※図面図示による

品質JIS A 5759による

飛散防止率　D1

名　　称 種　類 張り面 性能値

※内張り ・外張り第2種※ガラス飛散防止フィルム

　
６
　
内
装
改
修
工
事［

６
章］

19.材料

20.ガラス溝の

21.ガラスブロック

22.ガラス用フィルム

（１節　共通事項）

1.改修範囲
［6.1.3］

既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井、壁、床の改修範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

［5.2.2］

［5.2.3］

［5.2.4］

5.工法［5.2.5］

　 寸法

握り玉，レバーハンドル，押板類，クレセント等の取付け位置
　　※図面図示による

・マスターキー　　※製作する　　・製作しない　　・既存に合わせる
・鍵の本数　　　　※３本１組　　・（　　　　　　）

・鍵箱（既製品）　・用意する　　・用意しない

16.材質，形状及び

17.取付け施工

18.鍵

14.形状及び仕上げ

15.工法

（７節　木製建具）

［5.7.2］
16.材料

含水率　　※Ａ種　　・Ｂ種

［5.7.3］

［5.7.4］
ふすま　縁仕上げ　・図面図示による

・図面図示による。

（８節　建具用金物）

金物の種類及び見え掛り部の材質　　※図面図示する　　・表5.8.1
樹脂製建具金物に使用する丁番　　　※表5.8.3による

［5.8.2］

［5.8.3］

［5.8.4］

（１４節　ガラス）

［5.14.2］

［5.14.3］

［5.14.5］

目地幅の寸法　　　　　　　※5.14.5(2)(ｳ)(a)による　　・(　　　　　　)

伸縮調整目地の位置　　　　※5.14.5(2)(ｳ)(b)による　　・(　　　　　　)

2.既存床の撤去及び
　下地補修

［6.2.2］

ビニル床シート等の撤去

　・　下地モルタルとも（ ・ 図示による　　・ 撤去範囲全て）　

　※　仕上材のみ（接着剤とも）

合成樹脂塗床材の除去工法

 ・ 機械的除去工法　・ 目荒し工法
既存のコンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル
及びエポキシ樹脂モルタルは、4章外壁改修工事による。

改修後の床の清掃範囲

　・　壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う
　※　図示の範囲

　・　壁面より両側600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う
　※　図示の範囲

　・　既存のまま
　※　図示の範囲

　下地補修
3.既存壁の撤去及び

［6.3.2］

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

 ※　図示による

 ※　改修標準仕様書4.4.9によるモルタル塗り

 （塗り厚25mmを超える場合の処理　※　図示による）

4.施工一般

［6.5.2］

材料のホルムアルデヒド放散量

 ※　F☆☆☆☆又は改修標準仕様書6.5.2(1)(ウ)(b)による

・製材 ・JAS 1083-5 製材-第5部に基づく下地用製材

施工箇所 寸法（mm)

※2級

・

※2級

・

・JAS 1083-2 製材-第2部に基づく造作製材

施工箇所 寸法（mm)

・

・

※上小節

※小節以上

※A種　・B種

含水率

※A種　・B種

保存処理等級

※A種　・B種

※A種　・B種

含水率 保存処理

見え掛り面

見え掛り面

以外

・JAS 1083-6 製材-第6部に基づく広葉樹製材

施工箇所 寸法（mm)

・

・

含水率 保存処理等級

※1級

※1級

※1級

・

※10%以下

・A種　・B種

※10%以下

・A種　・B種

※10%以下

・A種　・B種

・JAS 1083（製材）以外の製材

施工箇所 寸法（mm)

・適用する

・適用しない

防虫処理

※A種

・B種

・

含水率材面の品質

造作材の場合

（　　　　）

（※A種 ・B種）

・適用する

・適用しない

※A種

・B種

・

造作材の場合

（　　　　）

（※A種 ・B種）

・適用する

・適用しない

※A種

・B種

・

造作材の場合

（　　　　）

（※A種 ・B種）

・造作用集成材 ・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

施工箇所 品名 樹種名 寸法（mm)
材面
見付け 見付け材面の品質

※1等 ・2等

※1等 ・2等

※1等 ・2等

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

施工箇所 品名

化粧薄板：

化粧薄
板の厚

寸法
（mm） 材面

見付け
見付け材面の品質

さ(mm)

※1等 ・2等

※1等 ・2等

※1等 ・2等

樹種名

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

施工箇所 含水率樹種名 寸法（mm) 見付け材面の品質

※15%以下

・

※15%以下

・

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

施工箇所

化粧薄板：

樹種名

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

寸法

（mm）

化粧薄板の

厚さ(mm)

見付け材面

の品質
含水率

※15%以下

・

※15%以下

・

※15%以下

・

　単板積層材

・造作用

施工箇所 品名 表面の品質
寸法

（mm）
防虫処理

・適用する

・適用しない

施工箇所 防虫処理

・適用する

・適用しない

寸法

（mm）
表面の品質 含水率

・

※14%以下

・JAS 0701以外の造作用単板積層材

・JAS 0701に基づく造作用単板積層材

・JAS 3079に基づく直交集成板

施工箇所 強度等級
接着性能
(使用環境)

種別品名 樹種名 寸法
（mm）

・合板等 ・「合板の日本農林規格」による普通合板

施工箇所
（mm）
厚さ 単板の

樹種名
接着の
程度

防虫処理

※5.5

板面の品質

広葉樹

※2等以上

※1類 ・適用する・1等

・ ・2類 ・適用しない針葉樹

※C-D以上

・

施工箇所

・「合板の日本農林規格」による構造用合板

※2級以上

・1級

等級
単板の
樹種名

※1類

・特類

接着の
程度

板面の
品質

※C-D以上

・

厚さ
(mm)

※12

・

・適用

する

・適用

しない

強度
等級

・適用する

(　　)

・適用しない

防虫
処理

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

施工箇所
厚さ
(mm)

単板の樹種名 接着の性能 防虫処理

・適用する

・適用しない

・特類

・1類

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

施工箇所 化粧板に使用する単板の樹種名
厚さ
(mm)

接着の性能

・1類

・2類

防虫処理の適用

・適用する

・適用しない

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

施工箇所 厚さ
(mm)

接着の性能

・1類

・2類

単板の樹種名 化粧加工の方法 防虫処理の適用

・適用する

・適用しない

・パーティクルボード

施工箇所
厚さ
(mm)

表裏面の状態に
よる区分

曲げ強さに
よる区分

耐水性に
よる区分

難熱性に
よる区分

・15

・

※13タイプ

・

※P又はM

・

・構造用パネル

施工箇所 品名
(mm)

・MDF

施工箇所

寸法

厚さ
(mm)

表裏面の状態
による区分

曲げ強さに
よる区分

接着剤に
よる区分

難燃性に
よる区分

造作材の化粧面の釘打ち5.接合具等
［6.5.3］ 　※　隠し釘打ち

　・　釘頭埋め木

　・　つぶし頭釘打ち

　・　釘頭現し

諸金物

　※　かすがい、座金、箱金物、短冊金物

　　　（改修標準仕様書表6.5.3～5に示す程度の市販品　表8.20.1のF種程度)

　・　　　　　　　（形状：　　　　　　寸法：　　　　　　　　　・　　　　　　　（形状：　　　　　　寸法：　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材質：　　　　　　　）

6.接着剤
［6.5.3、4］

接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※　F☆☆☆☆

　・

・戸車交換

Ａ-０４

2024年 12月

色調　　　　※シルバー色

古賀西小学校屋上防水等改修工事



芯材：フラッシュ戸

　

24.カーテンボックス

形状 溝幅90×深さ150

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No
　　　　　　神崎信二

一級建築士　第323073号
A1 縮尺 日付

福岡県知事登録第1ｰ30027号株式会社　海　渡　設　計

・行わない

・行う

厚さ ※図示による ・(  mm)

表面性能(         )
 ・塗装

 ・オーバーレイ ・プリント

化粧加工の方法

種類 規格 防虫処理

・行わない

・行う

厚さ  ※図示による  ・(  mm)

化粧板の樹種名

・行わない

・行う

板面の品質

表板の樹種名

厚さ  ※図示による  ・(  mm)

・特殊加工化粧合板

・天然木化粧合板

・普通合板

合板［6.13.2］

 ※図示による
［表6.13.1］ 表面への化粧張り等の加工

 ※F☆☆☆☆
MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量［6.13.2］

・9.5(準不燃)

　（トラバーチン）

・化粧せっこうボード

・12.5(不燃)幅440mm程度

専用下地材有り

模様 (・柾目  ・板目)・化粧せっこうボード(木目)

・9.5・せっこうラスボード

・強化せっこうボード

・12.5(不燃)・シージングせっこうボード

・9.5(不燃)

・化粧有(トラバーチン模様)

・化粧無(下地張り用)・不燃積層せっこうボード

・12.5(不燃)  ・15(不燃)

・12.5(不燃)  ・15(不燃)・せっこうボードせっこうボード製品

・25(ガラスクロス包)・グラスウール吸音ボード32K

・25・ロックウール吸音ボード1号

(・9(不燃) ・12(不燃)・  )

・凹凸タイプ

(・9(不燃) ・12(不燃)・  )

・フラットタイプ・ロックウール化粧吸音板吸音材料

・10 ・12

・塗装

規格名称

木質系セメント板

繊維強化セメント板

繊維板

(VSボード)

火山性ガラス質複層板

パーティクルボード

・プラスチックオーバーレイ

・単板オーバーレイ・化粧パーティクルボード

・10 ・12 ・15 ・18

・無研磨板 ・研磨板

（・天井仕上げ ・内装仕上げ

　（・無研磨板 ・研磨板）

　（・無研磨板 ・研磨板）

　（・無研磨板 ・研磨板）

　（・無研磨板 ・研磨板）

・9　・12　・15　・18

 ・　　　　）

A級

厚さ(mm)等

・2.5　・3.5　・5　・7

・内装用化粧ハードボード

・素地ハードボード

・2.5　・3.5　・5　・7

・内装用化粧ハードボード

・素地ハードボード

・3　・7　・9　・12

・15　・20　・25

・15　・20　・25

・15　・20　・25

・12　・15　・18　・21

タイプ2（無石綿）・6　・8

・

・30

・単板張りパーティクルボード

種類

・インシュレーションボード

　（テンパードボード）

・ハードボード

　（スタンダードボード）

・ハードボード

　ファイバーボード(MDF)

・ミディアムデンシティ

・火山性ガラス質複層板

・けい酸カルシウム板

・普通木片セメント板

・硬質木片セメント板

・普通木毛セメント板

・中質木毛セメント板

・硬質木毛セメント板

せっこうボード、その他ボード

［6.13.2］
   及び合板張り
   その他のボード
20.せっこうボード、

 ・ウレタン樹脂ワニス塗り

現場塗装仕上げ［6.11.6］

 ※合成樹脂発泡シート

接着工法の場合の不陸緩和材

※改修標準仕様書6.11.6による

※改修標準仕様書6.11.4による

※改修標準仕様書6.11.2による

種類

・複合フローリング

　ボード1等

・

・

・

厚さ、幅、長さ

・

・

・

樹種

・接着工法

・釘留め工法(直張り)

工法

・釘留め工法(根太張り)

複合フローリング

・

・

・

厚さ、幅、長さ

・

・

・

・

樹種

・接着工法

・接着工法

・釘留め工法(直張り)

工法種類

・釘留め工法(根太張り)

　ブロック1等

・フローリング

　ボード1等

・フローリング

単層フローリング
 ・
 ※改修標準仕様書6.11.2(2)による
フローリングのホルムアルデヒド放散量等

［6.11.2～5］

18.フローリング張り

 ※F☆☆☆☆

塗床材のホルムアルデヒド放散量［6.10.4］

［6.8.4］

※平滑仕上げ

・樹脂モルタル工法
・厚膜流しのべ工法
・薄膜流しのべ工法

・防滑仕上げ

・平滑仕上げ

・つや消し仕上げ
・防滑仕上げ
※平滑仕上げ

仕上げの種類工法施工箇所

・薄膜型塗床材

　エポキシ樹脂系塗床材

・厚膜型薄塗材

種別

　弾性ウレタン樹脂系塗床材

・厚膜型薄塗材

［6.10.3］
17.合成樹脂塗床

 形状等　※図示による

 種類（　　　　）

 材質（　　　　）

見切り、押え金物

 階段部分　※模様流し　・市松敷き　・（　　　　）

 平場　※市松敷き　・模様流し　・（　　　　）

タイルカーペットの敷き方

 ※F☆☆☆☆

タイルカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量

・

※6.5

・

※500×500

・

※6.5

・

※500×500

・

※6.5

備考総厚さ(mm)

・

寸法(mm)

※500×500

・カット・ループ併用
・第一種

・第二種

・第一種
・カットパイル

・第二種

施工箇所

・第二種

種類

※第一種
※ループパイル

パイルの形状

・タイルカーペット
 ※F☆☆☆☆
タフテッドカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量
 ・

 ※反毛フェルト（JIS L 3204）の第212号　呼び厚さ　8mm

備考

・適用しない

・適用する

帯電性工法

・グリッパー工法

・全面接着工法

パイルの長さ(mm)

・

・4～6　・　

・5～7　・　

パイルの形状

・カット、ループ併用

・ループパイル

・カットパイル

・タフテッドカーペット［6.9.3］［6.9.2］

 ※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種1号　呼び厚さ　8mm

下敷き材

 ※ヒートボンド工法　・つづり縫い
織じゅうたんの接合方法［6.9.3］
 ・

 ※無地の織りじゅうたんの種別（・A種　　・B種　　・C種)
パイル糸の繊維種等

色柄（※模様のない無地　　・　　　　　　）

・適用しない

・適用する

パイル形状

・カットパイル

・ループパイル

・カット/ループパイル・アキスミンスターカーペット

織り方

・ダブルフェースカーペット

帯電性

・ウィルトンカーペット

・織じゅうたん
［表6.9.1］［6.9.2］

16.カーペット敷き

15.ビニル床タイル

14.ビニル床シート

寸法(mm)　（　　　　）×（　　　　）

厚さ(mm)　・3.0　・4.5　・6.0　・9.0

色柄　（　　　　）

種類　・単層品　・積層品・ゴム床タイル

 ※1.5以上

厚さ(mm)

 ※60　　・75　　・100

高さ(mm)

 ・軟質　　・硬質

材質の種類・ビニル幅木

寸法：　　厚さ：

厚さ：

厚さ：

形状：

寸法：　　厚さ：

厚さ：

ー

・防滑性床タイル

・防滑性床シート

・耐動荷重性床シート

厚さ、寸法、形状(mm)性能種類

・視覚障害者用の床タイル

・帯電防止床タイル

・帯電防止床シート

シート・タイルの種別
・特殊機能床材

・FOB

・FOA ・

・3.0・500×500

・柄物

※KT

・FT ・2.5・450×450

・2.0・300×300

寸法（mm） 備考厚さ（mm）

・TT

色柄

・無地

種類の記号

　※熱溶接工法

目地処理する場合の工法

備考

※2.0

・

厚さ（mm）色柄

・柄物

・マーブル柄
・

※FS
・無地

種類の記号
［6.8.2、3］

　※改修標準仕様書6.7.4(5)による

出入口及びこれに準ずる開口部の補強［6.7.4］

　※図示による

スタッドの高さが5.0mを超える場合［表6.7.1］
　・

　・図示による

スタッドの高さによる区分に応じた種類
　※改修標準仕様書表6.7.1による

スタッド、ランナの種類

［6.7.3］
13.軽量鉄骨壁下地

（補強方法　※図示による）

（補強箇所　※図示による）

・天井の下地材における耐震性を考慮した補強

（補強方法　※図示による）

（補強方法　※図示による）

・天井のふところが3.0mを超える場合

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合

　・行わない

　　　　　　　　　400N程度)

　　　　　　　　　部材等の単位面積あたりの質量が20kg/㎡以内の天井の場合は
　（確認強度　　※吊りボルト受け等の間隔が900mm程度以下かつ天井面積構成
　（試験箇所数　※屋内の場合、当該階において3箇所)
　・行う

施工アンカーの確認試験

　・使用する　　・使用しない

既存の埋込みインサート［6.6.4］

［6.6.3］

　・図示による

　野縁の間隔

　・図示による

　周辺部の端からの間隔

　・図示による

　野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔

屋外の形状及び寸法

　※19形　　・25形

　屋内

　※25形　　・19形

　屋外

野縁等の種類

［6.6.2］
天井下地

12.軽量鉄骨
　・

　※杉又は松

・壁及び天井下地に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)
［6.5.9］

11.壁及び天井下地
　・

　※ひのき

・緑甲板及び上がりがまちに用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)
［6.5.8］

10.床板張り
　・

　※吊元枠、水掛りの下枠及び敷居はひのき、その他は松又は杉
・窓、出入口その他に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)

［6.5.7］
　出入口その他
9.窓、

　・

　※杉又は松

・床組に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)
　・
　※杉又は松

・間仕切軸組に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)

［6.5.6］
　及び床組み
8.内部間仕切軸組

　 適用部位（　　　　　　　　　　　　）

・合板等の加圧注入処理等の適用

　 適用部位（　　　　　　　　　　　　）

・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

・

薬剤の種類

※JIS K 1571に適合又は同等品

適用部材

・

・

処理の方法

※改修標準仕様書6.5.5(1)(b)②による

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

・K2　・K3　・K4

・K2　・K3　・K4

・K2　・K3　・K4

保存処理性能区分適用部材

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

［6.5.5］
7.防腐・防蟻処理

下敷き材(グリッパー工法の場合)

―

―

特記仕様書（4）

　
６
　
内
装
改
修
工
事［

６
章］

(

続
き
　
１）

二重床仕様：（・乾式二重床　　・湿式二重床）

耐火構造とする

19.OAフロア

90.耐火間仕切り

遮音性能を考慮し、壁内にグラスウール(24kg/m3 50mm厚)を充填する

　

※ アルミニウム 　・（　　　　）

施工箇所

天井

・ アルミニウム

材種

・450×450 ・600×600

・450×450 ・600×600床 　・ステンレス

ホワイトボード
※福岡県黒板工事特記仕様書の項目を適用する ・図示による

（廻り縁）

材種　※アルミニウム押出型材　・塩化ビニル製

22.点検口

21.天井見切縁

23.黒板及び

寸法

　

　合板類 ホルムアルデヒド放出量　※　F☆☆☆☆

MDF、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ　ホルムアルデヒド放出量　※　F☆☆☆☆
24.造作家具類

下地：軽量鉄骨壁下地（スタッド65型 ランナー75型）

（遮音性能　TLD-50程度とする）
上貼面材：強化石膏ボード12.5mm等の二重張り

床仕上げ高さ＝既設FL＋80mm

床の遮音性能：軽量衝撃音LL-40、重量衝撃音 LH-50 程度

(ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ12mm、合板下貼12mmを貼った場合のフローリング上端までの高さ）

　

　24.カーテンレール 材質 ※ステンレス製　　　・アルミニウム製　　・鋼製

形状 ※C型またはD型　　　・角型

　

24.木製建具

Ａ-０５

2024年 12月

面材：オレフィン系シート貼り　

引き戸は下部にレールを用いることとする

材種　　・アルミ製　　・木製（EP－G塗装）

　

　24.流し ※シンク（ステンレス製）　

古賀西小学校屋上防水等改修工事



飛散防止措置　※湿潤化　　・固形化

　　　　　　　　基準法に基づく指定又は認定のあるものとする。

・モルタル面及びせっこうプラスター面　　　・Ａ種　　・Ｂ種

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No
　　　　　　神崎信二

一級建築士　第323073号
A1 縮尺 日付

福岡県知事登録第1ｰ30027号株式会社　海　渡　設　計

―

―

［6.13.2］ 合板のホルムアルデヒド放散量

　※改修標準仕様書6.13.2(3)(イ)の(a)～(d)のいずれか

　・
接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※F☆☆☆☆

天井ボード類(ロックウール吸音板を除く)の重ね張りを行う場合［6.13.3］

合板類の張付け　・A種　・B種

せっこうボードの目地工法等

　目地工法の種類　　※仕上表による

突付け工法及び目透し工法のエッジの種類

　・ベベルエッジ　　・スクェアエッジ

21.壁紙張り
［6.14.2］

ホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆

施工箇所

・

・

・

・

紙

・

・

・

・

ﾋﾞﾆﾙ

塩化
繊維

・

・

・

・

その他

・

・

・

・・

・

・

・

無機質

・不燃 ・準不燃 ・難燃

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

・

・

・

・

壁紙の種類

防火性能 備考

［6.14.3］ モルタル及びプラスター面の素地ごしらえの種別

　※B種　　・A種

コンクリート面の素地ごしらえの種別

　※B種　　・A種

せっこうボード面及びその他のボード面の素地ごしらえの種別

　※B種　　・A種

モルタル22.モルタル塗り

［6.15.3、5、6］
既製目地材

　・現場調合材料　　・既調合材料

　・設ける 施工箇所 (        ) 形状 (※図示による)

　・設けない

［6.15.5］ 壁面の仕上げ厚又は全塗り厚が25mmを超える場合の下地処理

　・
床の目地［6.15.6］

　・設ける

　　目地割り

　　　※2㎡程度（最大目地間隔 ※3m程度）

　　目地の種類

　　　※押し目地

　・設けない

［6.16.2］
23.タイル張り 伸縮目地の位置

　床タイル（※ 縦、横とも4m以内ごと　・図示による　)
　床タイル以外（・図示による　　)

見本焼き　・行う（施工箇所：　　　　）　・行わない

試験張り　・行う（範囲、仕様等は図示による）　・行わない

［6.16.3］ ・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り
　 タイルの形状、寸法等

施工箇所
形状/寸法

(mm)

再生材料の

適用 Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

吸水率による区分

施ゆう

うわぐすり

無ゆう有 無

役物

標準 特注

色 耐凍害性

有 無

耐滑

り性
備考

・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

既調合モルタル（品質・性能、試験方法は別表による）

　モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用

　モルタルとして、セメント、細骨材、混和剤等を予め

　工場において所定の割合に配合した材料とする。

既調合目地材（品質・性能、試験方法は別表による）

壁タイル張りの工法［6.16.4］
　内装タイル　・密着張り　・改良圧着張

内装タイル以外のユニットタイル

　・マスク張り　・モザイクタイル張り

　・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り

　 タイルの形状、寸法等

施工箇所
形状/寸法

(mm)

再生材料の

適用 Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

吸水率による区分

施ゆう

うわぐすり

無ゆう有 無

役物

標準 特注

色 耐凍害性

有 無

耐滑

り性
備考

・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

1.材料

・せっこうボード及びその他ボード面

（２節　下地調整）

　　　　　・継目処理工法(新規)　　　　※ＲＡ種　　・ＲＢ種　　・ＲＣ種

・コンクリ－ト面、押出成形セメント板　・ＲＡ種　　・ＲＢ種　　・ＲＣ種

・コンクリート面、ＡＬＣパネル面　　　・ＲＡ種　　※ＲＢ種　　・ＲＣ種

・モルタル面、プラスター面　　　　　　・ＲＡ種　　※ＲＢ種　　・ＲＣ種

・亜鉛めっき鋼面　　　　　　　　　　　・ＲＡ種　　※ＲＢ種　　・ＲＣ種

・鉄鋼面　　　　　　　　　　　　　　　・ＲＡ種　　※ＲＢ種　　・ＲＣ種

・木部　　　　　　　　　　　　　　　　・ＲＡ種　　※ＲＢ種　　・ＲＣ種

　　　　　・上記以外　　　　　　　　　・ＲＡ種　　※ＲＢ種　　・ＲＣ種

塗料のホルムアルデヒド放散量

　※F☆☆☆☆（ 屋内 ）　　・（　　　　　　　）

防火材料の指定

　・指定する　※　屋内の壁及び天井の塗料仕上げ材は防火材料とし、建築

2.下地調整の工程
　種別

［7.1.3］

［7.2.2～7］
［表7.2.1～7］

（１節　共通事項）

　・指定しない　

5.錆止め塗料塗り

（３節　素地ごしらえ）

［7.3.2～7］
［表7.3.1～7］

・コンクリート面、ＡＬＣパネル面
　　　　　　　及び　押出成形セメント板面　・Ａ種　　・Ｂ種　

・せっこうボード面及びその他ボード面　　　・Ａ種　　・Ｂ種

・鉄鋼面　　　　　　　　　　　　　　　　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・木部　　　　　　　　　　　　　　　　　　・Ａ種　　・Ｂ種

・亜鉛めっき鋼面　　　　　　　　　　　　　・Ａ種　　・Ｂ種

3.素地ごしらえ種別

［7.4.2］

4.塗 料 種 別

・つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（EP-G） 　・Ａ種　　※Ｂ種

・鉄鋼面　※種別は表7.4.1による

・亜鉛めっき鋼面　※種別は表7.4.2による

・合成樹脂調合ペイント塗り（SOP）　　　　※Ａ種　　・Ｂ種

・新規塗装面　見え掛り部分　　※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・塗替え　　　　　　　　　　　※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

及びつや有合成樹脂エマルションペイント塗り（EP-G）
・合成樹脂調合ペイント塗り（SOP）
【 鉄鋼面 】

・耐候性塗料塗り（DP）

・新規塗装面　　　　　　　　　※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・塗替え　　　　　　　　　　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

【 亜鉛めっき鋼面 】
・合成樹脂調合ペイント塗り（SOP）

及びつや有合成樹脂エマルションペイント塗り（EP-G）

［表7.4.5］

・　　〃　　　見え隠れ部分　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

・新規塗装　鋼製建具等　　　※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種（共通）

・　 〃 　　　上記以外　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種（SOP塗の場合）

・　 〃 　　　上記以外　　　・Ａ種　　・Ｂ種　　※Ｃ種（EP-G塗の場合）

・塗替え　              　　・Ａ種　　・Ｂ種　　※Ｃ種（共通）

［表7.4.4］

［7.4.3］

（４節　錆止め塗料塗り）

（５節　合成樹脂調合ペイント塗り（SOP））

［表7.4.3］

［7.5.2］

［表7.5.1］

6.木  部

7.鉄鋼面
［7.5.3］

［表7.5.2］

・新規　　　　　　　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

［7.5.4］
［表7.5.3］

・新規　　　　　　　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

・塗替え　屋内　　　　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

・塗替え　屋外　　　　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

・新規　　多孔質広葉樹　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・塗替え　　　　　　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

・塗替え　その他　　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種
・塗替え　鋼製建具　　　※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

8.亜鉛めっき鋼面

・新規　　屋外　　　　　　※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種（多孔質広葉樹除く）

・新規　　屋内　　　　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種（多孔質広葉樹除く）

（７節　アクリル樹脂系非水分散形塗料（ＮＡＤ））

（６節　クリヤラッカー塗り（ＣＬ））

表7.6.1　　・Ａ種　　※Ｂ種

表7.7.1　　・Ａ種　　※Ｂ種

（８節　耐候性塗料塗り（ＤＰ））

適用箇所 上塗り塗料等級

・亜鉛めっき鋼面

・鉄鋼面

・ｺﾝｸﾘｰﾄ面

下地調整 種別

・押出成形ｾﾒﾝﾄ板

・表7.2.2　ＲＡ種

・表7.2.2　ＲＢ種

・表7.2.2　ＲＣ種

・表7.2.3　ＲＡ種

・表7.2.3　ＲＢ種

・表7.2.3　ＲＣ種

・表7.2.6　ＲＢ種

・表7.2.6　ＲＣ種

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ａ－１種
・Ｂ－１種
・Ｃ－１種
・Ａ－２種
・Ｂ－２種
・Ｃ－２種

・１級(ふっ素樹脂)

・２級(ｼﾘｺﾝ樹脂)

・３級(ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂)

・１級(ふっ素樹脂)

・２級(ｼﾘｺﾝ樹脂)

・３級(ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂)

・１級(ふっ素樹脂)

・２級(ｼﾘｺﾝ樹脂)

・３級(ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ樹脂)

（９節　つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ－Ｇ））

・ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、石こうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面等

・鉄鋼面(屋内)  　　　　表7.9.3 　 ・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

・木部(屋内)　　表7.9.2　 新規　   ※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種
　　　　　　　　　　　　　塗替え　 ・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

　　　　　　　　表7.9.1　　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種
　　　　　　　　　 　　　　　  ※塗替えの場合のしみ止め（※7.9.2(2)による）

・亜鉛めっき鋼面(屋内)　表7.9.4　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

［7.10.2］
表7.10.1　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

（１０節　合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ））

　　　　　　※塗替えの場合のしみ止め（※7.9.2(2)による）

［7.6.2］

［7.7.2］

［7.8.2～4］

［7.8.2］

［7.9.2～5］
［表7.9.1～4］

［表7.8.1～3］

9.工程種別

10.工程種別

11.工程種別

12.耐候性塗料塗り

13.工程種別

14.工程種別

　
７
　
塗
装
改
修
工
事［

７
章］

表7.12.1　　・Ａ種　　※Ｂ種
［7.11.2］

［7.12.2］

15.工程種別

15.工程種別

（１１節　ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ））

（１２節　ステイン塗り（ＳＴ））

・ピグメントステイン塗は、表7.12.1による

［7.13.2］
16.工程種別

（１３節　木材保護塗料塗り（ＷＰ））

表7.13.1　　・Ａ種　　※Ｂ種

・オイルステイン塗は、製造所の仕様による

　
８
　
環
境
配
慮
改
修
工
事［

９
章］

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

　内装タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量
　　 ※F☆☆☆☆

塗厚（mm）24.セルフレベ
リング材塗り

［6.17.2、3］

 ・（　　　　）

11.断熱材打込み工法
［9.3.2］

（３節　断熱・防露改修工事）

フェノールフォーム断熱材又は保温材、接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※F☆☆☆☆　　・（　　　　　　　）

開口部等補修のための張付け用の接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※F☆☆☆☆　　・（　　　　　　　）

　　断熱材 JIS A 9521に基づく発砲プラスチック断熱材

　　厚さ(mm)　　　　・（　　　　　）

　　施工場所　　　　・（　　　　　）

　　種類　　　　　　・（　　　　　）

12.断熱材現場発砲
   工法

［9.3.3］

　　断熱材の種類　・A種1　・A種1H

　　吹付け厚さ（mm）　・25　・30

　　施工箇所　　　・図示による

［9.3.3］

13.断熱材後張り工法 　　断熱材 JIS A 9521に基づく発砲プラスチック断熱材

　　種類　　　　　　・（　　　　　）

　　厚さ(mm)　　　　・（　　　　　）

　・断熱材にせっこうボード等を張り付けたパネル

　　材質　　　　　　・（　　　　　）

　　厚さ(mm)　　　　・（　　　　　）

　・張り付け工法

　　断熱材の張り付け工法　　　・（　　　　　　　）

　　断熱材へのボードの張付け工法　　　・（　　　　　　　）

（４節　屋上緑化改修工事）

14.材料

［9.4.2］

植栽基盤及び材料
　・屋上緑化軽量システム

　　芝及び地被類の種類等
　　　※図示による
　　見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等
　　　※図示による

　　　 （品質・性能、試験方法は別表による）

15.工法

［9.4.3］

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　・図示による
かん水装置

　・設置する（種類　　　　）

既存保護層の撤去

　・行う　・行わない

16.新植芝及び地被類
   の枯補償

新植した芝及び地被類の枯補償の期間

　※引渡しの日から1年
［9.4.4］

　
６
　
内
装
改
修
工
事［

６
章］

（

続
き
 ２）

特記仕様書（5）

   ジョイントカバー

1.フェンス

2.外部手すり

・ネットフェンス ・メッスフェンス

材質 (・アルミニウム　・ステンレス(SUS 304))

(・アルミニウム　・ステンレス(SUS 304))

施工箇所

材質

耐火帯（・なし　　・あり（　　　　　　））

・あと施工アンカー(※金属製　本体打込式）
(SUS-グリップアンカー M8X20を参考とする）

材質 (・アルミニウム　・ステンレス(SUS 304))

施工箇所

(教室棟　屋上)

(管理棟　屋上)

金網は亜鉛・アルミ・マグネシウム合金メッキハガネ鉄線とする

鋼材類は溶融亜鉛メッキ仕上げとする

3.エキスパンション

4.笠木

　
９
　
そ
の
他
工
事

施工箇所 (管理棟　周辺)

鋼材のものとし、床面積は9㎡程度（10㎡未満）、高さは2330mm程度とする

5.物置

Ａ-０６

2024年 12月

　　処分にあたり、あらかじめ次の事項について調査等を行うこと。

　　　　 採取箇所数　※部材が異なる毎に1箇所　　・図示　　・(　　　　)

（2）施工調査等　　　調査範囲　  ※図示　　・(　　　　)

　　　　 採取箇所　　※外壁目地　　・図示　　・(　　　　)

　　　・現場においてサンプルを採集

　　ること。

　　分析によりPCBの含有が確認された場合は施工調査等を行い、適切に処理す

　　シーリング材のサンプルについて、専門分析機関で分析を行うこと。　グ材処分
7.PCB含有シーリン

（２節　外断熱改修工事）

［9.2.2］

8.材料

厚さ（mm）材料名 種類

・・・

・ 防火性能

9.既存外壁の処置

［9.2.3］

10.工法

［9.2.4］

　　　ａ シーリング使用部位の確認　b シーリングの長さの確認

6.石綿含有外壁仕上
　塗材の除去

埋立処分

石綿含有産業廃棄物として埋立処分

　・成形板等(せっこうﾎﾞｰﾄﾞ除く)　※安定型もしくは管理型最終処分場で

　・せっこうボード　　　　　　　 ※管理型最終処分場で埋立処分

処分方法［9.1.5］
　の除去
5.石綿含有成形板等

　　　　　　　※ 手ばらし

　　　　　　　　　　　　　　　　 ・中間処理（溶融処理又は無害化処理）

［9.1.4］

　の除去
4.石綿含有保温材等

　　　　　　　・9.1.3による（手ばらし以外の場合，石綿含有吹付材に準ずる）

［9.1.2］

2.除去工事共通事項

［9.1.3］
　去工事
3.石綿含有吹付材除

　　　　　　　※ 9.1.3(2)(ｱ)による

　　　　　　　・中間処理（溶融処理又は無害化処理）

　　　　　　　　　　　 ・行わない

古賀西小学校屋上防水等改修工事

石綿粉じん濃度測定 　　※行う（測定箇所数（　　　　　箇所））

　　　ｃ 施工範囲と工事管理区分の確認　ｄ 廃棄物等の搬出方法　ｅ 仮設計画

1.一般事項

［9.1.1］

（１節　石綿含有建材の除去工事）

適用基準

ア　建築物等の解体に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏洩防止対策徹底マニュアル

イ　石綿含有廃棄物等処理マニュアル（第3版）　（環境省）（厚生労働省・環境省）

　　　　　　　　　

防法」という。)、廃棄物処理法、労働安全衛生法及び石綿障害予防規則(平成17年

とともに、下記マニュアル等に従い諸法令を遵守する施工に当たること。

「石綿則2月24日厚生労働省令第21号)（以下」という。）その他石綿処理に関する

大気汚染防止法及び労働安全衛生法に基づく石綿を含有する、石綿含有吹付け材

（石綿含有仕上塗材を除く。）、石綿含有保温材等（石綿を含有する保温材、耐火

石綿等の取扱については，大気汚染防止法(昭和43年6月10日法律第97号)(以下「大

有建材」という。）の除去工事に適用する。

被覆材及び断熱材）及び石綿含有成形板等及び石綿含有仕上塗材（以下「石綿含

既存外壁仕上材の撤去　・あり　・なし

下地面の清掃　　　　　・行う　・行わない

欠損部の改修工法　　　・（　　　　）

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

・図示による

不陸等の下地調整　　・（　　　　）

断熱材の施工

・断熱材製造所の仕様による

・（　　　　　）

外装材の施工

・外装材製造所の仕様による

・（　　　　　）

通気層の有無

・あり（　　　mm）　・なし

外装材の外壁への取付け

・図示による　・（　　　　）

笠木の施工

・改修特許仕様書第3章　アルミニウム製笠木による

・（　　　　　）

断熱材の種類

外装材の種類

（1）事前調査等

石綿作業主任者、特別管理産業廃棄物管理責任者を選定した際は、資格証明書の
写しを監督員に提出する。

除去工法　　　※適用基準参照

処分方法　　　※管理型最終処分場で特別管理型産業廃棄物として埋立処分

除去工法　　　※適用基準参照
　　　　　　　※ 原形のまま手ばらし

処分方法　　　※管理型最終処分場で特別管理型産業廃棄物として埋立処分

　　　　　　　・中間処理（溶融処理又は無害化処理）

飛散防止措置　※湿潤化　　・固形化

除去工法　　　※適用基準参照

除去工法　　　※適用基準参照

処分方法　　　・安定型もしくは管理型最終処分場で石綿含有産業廃棄物として

（イナバ物置 中型物置FORTA(フォルタ）FS-4422H 参考）
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工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二

1/600
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□　内部仕上表

付近見取図

巾木

外壁

笠木

屋根

軒裏

ベランダ床

ポーチ床

巾木

外壁

笠木

屋根

軒裏

ポーチ床

タイル吹付

ＲＣ下地　Ｍ刷毛引き仕上げ

ＲＣ下地　Ｍ刷毛引き仕上げ

既設のまま

既設のまま

既設のまま

　

改修後 改修後

既設のまま

既設のまま

既設のまま
ＲＣの上Ｍ下地

磁器質タイル　100角張り

その他

□　外部仕上表

区分
部位 部位

区分

配置図・付近見取図・仕上表

床
室　名階数棟名

幅　木

　

防災倉庫

道路境界線

道
路

境
界

線

倉庫

6000

道路境界線

グラウンド

道路境界線

裏門

ゲートボール場

棟名 棟名

管
理
棟

教
室
棟

改修後

既設

既設

改修後

塩ビシートｔ＝2.0貼り

仕　上

ＲＣ
６０ 一部：ＲＣの上Ｗ

ＲＣ

シナベニヤ t=6張　目透かし貼り

シナベニヤ t=6張　目透かし貼り

天井高

ー

塩ビ

ー ー

仕　上

化粧石膏ボード　t=9.5mm

仕　上下　地高さ

壁

下　地 下　地仕　上

天　井
天井廻縁

材 名

管
理
棟

管
理
棟

２

２

一部：ＲＣの上Ｗ

小プール

大プール プール棟

倉庫

改修前 改修前

ＲＣ下地　Ｍ刷毛引き仕上

樹脂Ｍ塗り

タイル吹付

ＲＣ下地　Ｍ刷毛引き仕上

ＲＣ下地　Ｍ刷毛引き仕上

0.2ｍｍ未満ひびわれ：シール工法（加とうエポキシ樹脂）

既設のまま

樋：既設のまま

その他

樋・ドレン 縦型ルーフドレンカバー（塩ビ製）
竪樋：既設のまま

竪樋：硬質塩化ビニル管100φ　掴み金物SUS304　＠1200
横型ルーフドレンカバー（塩ビ製）

樋・ドレン

有孔ケイカル板 t=6（一部無孔）

新設 軽量鉄骨

木製または軽量鉄骨下地

既設撤去
塩ビ新設

室名札

○

カーテン カーテン
ブラインド

○ ○

ボックス

既設撤去
Ｗ新設 ー

ーー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー ー ー

ー

ー

ﾍﾞｰｽﾌﾛｱｰ　t=16.5

Ｗ床組

下　地

１００

６０

Ｍ金コテ仕上ＥＰ－Ｇ塗装

Ｍ金コテ仕上ＥＰ－Ｇ塗装
壁間グラスウール充填

軽量鉄骨下地

ー ー

ーー ー

備　考

3,115mm

3,035mm

Ａ -０７

2024年 12月

　竪樋：カラーＶＰ100φ　掴み金物SUS304　＠1200

ＲＣ下地　Ｍ刷毛引き仕上げ

　Ｗ 木製

Ｍ モルタル

ＲＣ コンクリ－ト ＥＰ-Ｇ つや有り合成樹脂エマルションペイント塗

ＥＰ 合成樹脂エマルションペイント塗

ＯＰ 耐候性塗料塗

既設

改修後

ー
ー ー管

理
棟

２
ーー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー ー ー

ー

ー

ーー ー有孔ケイカル板　t＝6ｍｍ（推定）

雨漏り部のみ既設仕上げ撤去の上、新規有孔ケイカル板に交換

凡例

理科室(2)

図工室

理科室(1)

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

流し(人造石研出仕上)

流し(人造石研出仕上)

解体撤去

ＲＣの上Ｍ下地磁器質タイル 100角張り(昇降口：一部RCの上M下地磁器質タイル 100角張り)

手すり

ドレン：竪型ルーフドレン（塩ビ製）

：スチール製手すり　OP塗

：スチールフェンス　OP塗ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

塗膜防水保護Ｍ金コテ仕上

（上層）塩ビ系シート防水t=2.0絶縁工法（撤去）

（下層）シンダーＲＣ下地  合成ゴム系塗膜防水　保護Ｍ40mm（残置）

上層の防水層を撤去後、既設保護Ｍ(下層)の上より

ウレタン塗膜防水　絶縁工法（X1工法）を新設ウレタン塗膜防水層　絶縁工法（X1工法）を新設

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

手すり ：既設撤去の上、アルミ製手すり新設

鋼製束によるOAフロア設置

既設床残しの上、 複合フローリング貼り（ｔ12）
（新規FL＝既設FL+80mm)

ソフト巾木

木製巾木：ＶＰ塗装

ソフト巾木新設

既設巾木撤去

※建築基準法114条2項の防火上主要な間仕切壁とする
強化石膏ボード t=12.5mm 二重張り 不燃クロス仕上げ

手すり ：スチール製手すり　OP塗

ドレン:型ルーフドレン（塩ビ製）

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ ：スチールフェンス　OP塗

爆裂・露筋部 ： 防錆処理 + ポリマーセメントＭ充填工法 ＋ 防水型複層塗材Ｅ
爆裂・露筋部 ： 防錆処理 + ポリマーセメントＭ充填工法 ＋ 防水型複層塗材Ｅ

塗装脆弱・剥落部 ： 防水型複層塗材Ｅ

アルミ笠木（一時撤去） 既設再設置 アルミ笠木（一時撤去） 既設再設置（一部 新規アルミ笠木）

リシン吹付 リシン吹付

爆裂・露筋部 ： 防錆処理 + ポリマーセメントＭ充填工法 ＋ 外装用薄塗材Ｅ
：塗装脆弱・剥落部：脆弱部を除去の上、外装用薄塗材Ｅ

（最下層）シンダーＲＣ下地 合成ゴム系塗膜防水 保護Ｍ40mm金鏝仕上（残置）

最上層・中間層の防水層撤去後、既設保護Ｍ(最下層)の上より（最上層）塩ビ系シート防水t=2.0絶縁工法（撤去） （中間層）ウレタン塗膜防水(推定)(撤去）

手すり

：既設撤去の上、スチールフェンス（溶融亜鉛メッキ仕上げ）新設

：既設撤去の上、アルミ製手すり新設

（耐火構造）新設　耐火間仕切壁

撤去の上、ステン

レス製流しの設置

ＶＰ 塩化ビニル樹脂塗料

（配管接続共）

古賀西小学校

古賀西小学校屋上防水等改修工事

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ

ドレンカバー：既設ドレンカバー撤去の上、改修用ドレンカバー新設

ドレンカバー：既設ドレンカバー撤去の上、改修用ドレンカバー新設



アルミ製手摺　新設
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工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二

UP

UPUP

1/400

1/200

2 7’

ポンプ室

1階平面図 S=1:200

B

16'

A

A A A A A A A

倉庫

改修前・改修後

教室棟 １階平面図（改修前・改修後）

Ｎ

1,
0
00

1
,
00

0

昇降口

ポーチ

改修後

凡
　
　
例

改修前

スチール製手摺　撤去

改修後

A

（手すりφ43、支柱φ36＠930 笠木天端H＝185）

（手すり 60×45かまぼこ型、支柱50×50＠1200以内、笠木天端 H＝185）

改修後

改修後

C

C

B

改修前

B

ベランダ上　庇（木製）復旧

ベランダ上　庇（取り外し可能）（一時撤去）

2024年 12月

Ａ-０８

（W3537×H1800　２段２連引き違い窓）

930

930

930

930

930

930

6,135

側面

廊下　アルミ製引き違い窓（雨漏りあり）

廊下　アルミ製引き違い窓B

古賀西小学校屋上防水等改修工事

※実測の上決定すること

（手すり参考図参照）・コ型ブラケット固定

A A

モルタルで埋める

・スチールパイプ切断面を錆止めの上、パイプ内を

モルタル

・手すりは極力笠木上に残さないようカットする

・笠木天端にスチールパイプの切断面が露出しない

ようモルタルで均す

・補修後、笠木天端は防水形複層塗材Eで塗装する

手摺部分手すり撤去部分　補修イメージ（2F,3Fとも共通）

・極力笠木上に残らないようカットする

・撤去した手すりの切断面は、錆止め塗装の上、樹脂モルタル等でカバーする。

・撤去部分補修後、手すり新設前に笠木を防水形複層塗材Eにて塗装する。

廊下　アルミ製引き違い窓　カバー工法にて改修

・窓ガラスは強化ガラスとする
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工事名称 図面名称 A3 縮尺 No
　　　　　　神崎信二 1/400

一級建築士　第323073号
A1 縮尺 日付

福岡県知事登録第1ｰ30027号株式会社　海　渡　設　計 1/200

DS
UP

2 7’

2階平面図 S=1:200

B

A

16'

A A A A A A A

A

1F庇

配膳室

UP

3,600

ＥＸＰ．Ｊ

洗場

Ｅ
Ｘ
Ｐ
．

Ｊ

管理棟渡り廊下

A

凡
　
　
例

教室棟 ２階平面図（改修前・改修後）

改修前・改修後

Ｎ

A

Ａ-０９

2024年 12月

古賀西小学校屋上防水等改修工事

スチール製手摺　撤去

（手すりφ43、支柱φ36＠930 笠木天端H＝185）

・極力笠木上に残らないようカットする

・コ型ブラケット固定アルミ製手摺　新設 （手すり参考図参照）

（手すり 60×45かまぼこ型、支柱50×50＠1200以内、笠木天端 H＝185）

・撤去した手すりの切断面は、錆止め塗装の上、樹脂モルタル等でカバーする。

・撤去部分補修後、手すり新設前に笠木を防水形複層塗材Eにて塗装する。

改修前

改修後



3階平面図 S=1:200

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No
　　　　　　神崎信二 1/400

一級建築士　第323073号
A1 縮尺 日付

福岡県知事登録第1ｰ30027号株式会社　海　渡　設　計 1/200
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アルミ製　２段４連　引違い窓　1/40

戸車交換箇所　詳細図

教室棟 ３階平面図（改修前・改修後）

改修前

改修後

戸車　撤去改修前

戸車　交換B

A

改修後

凡
　
　
例

Ｎ

スチール製手摺　撤去

（手すりφ43、支柱φ36＠930 笠木天端H＝185）

（手すり 60×45かまぼこ型、支柱50×50＠1200以内、笠木天端 H＝185）

アルミ製手摺笠木　新設

戸車交換箇所　４箇所×４連×ベランダ２ヶ所＝３２箇所

Ａ-１０

（詳細図参照）

（詳細図参照）

（32箇所）

（32箇所）

改修前・改修後

2024年 12月

古賀西小学校屋上防水等改修工事

・極力笠木上に残らないようにカットする

・撤去した手すりの切断面は、錆止め塗装の上、樹脂モルタル等でカバーする。

・撤去部分補修後、手すり新設前に笠木を防水形複層塗材Eにて塗装する
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工事名称 図面名称 A3 縮尺 No
　　　　　　神崎信二 1/400

一級建築士　第323073号
A1 縮尺 日付

福岡県知事登録第1ｰ30027号株式会社　海　渡　設　計 1/200
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腰壁　H＝RFL+1500 （ RFL-1800）

改修後

教室棟 R階平面図（改修前・改修後）
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D

F

H

E

A
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C

タラップ取付

消火用補給水槽

消火用水槽基礎×2
400×1300（H=500）

腰壁

消火用補給水槽

消火用水槽基礎×2
400×1300（H=500）

EXP.J

Ｎ

Ｎ

C

A

（最上層）塩ビ系シート防水 t=2.0　絶縁工法

（中間層）ウレタン塗膜防水（推定）

（最下層）
凡
例（

改
修
前）

凡
例（

改
修
後）

R階平面図（改修前） S=1:200

R階平面図（改修後） S=1:200

置基礎 110×220 H1110×102個

下方受水槽

下方受水槽

（23箇所）

B

庇

4,000

4,000

庇

（撤去）

（撤去）

置基礎・設備等　一時持ち上げ

旧フェンス基礎

H

A

A
A

階段

A

笠木上：給水用保温ラッキング固定あり

置基礎 φ170 H200 ×66個

置基礎 φ120 H200 ×29個

笠木上：給水用保温ラッキング固定あり

笠木上等に設置のプルボックス・ラッキング等は、設備・電気立合いの元持上げ

ドレン位置を示す。（計23カ所）

合成ゴム系塗膜防水

E

E

E

ドレン位置を示す。（計23カ所）

エキスパンションジョイント(撤去)

アルミ製笠木（一時撤去）

階段室　屋根

EV塔屋

EV塔屋 屋根 S=1:200

1400×1000 H500程度
プルボックス（笠木上）

CC

C C

C

アルミ製笠木　既設再設置

D

保護モルタル t40（残置）

中央階段塔屋 屋根 S=1:200

EV塔屋 屋根 S=1:200

階段室塔屋 屋根 S=1:200

EV

EV

階段室塔屋 屋根 S=1:200

EV塔屋

階段室塔屋

中央階段塔屋 屋根 S=1:200

A

置基礎 110×220 H1110程度×8個

旧フェンス基礎

D

既設改修用二重ドレン(撤去)（23箇所）E

E

E

EE
E

EE

E E E E

E

E

E

E E E

E

E

E

E

・既設基礎をコア抜きして使用 ・支柱は先行設置し防水施工

400×400 H300程度プルボックス（笠木上）

スチール製フェンス(H＝1200)・フェンス扉(2個所）(撤去)

E

C

C

C

E

C

A

・ケレン・清掃、必要箇所の下地補修・水勾配調整を行う

（立ち上がり部、溝、基礎部分等：密着工法(X2)工法)

ウレタン塗膜防水層　絶縁工法（X１工法）新設 フェンス用扉　新設（２個所）

（フェンス参考図参照）

庇　ウレタン塗膜防水（X2工法）

スチール製フェンス（H＝1200）新設（フェンス参考図参照）

J

J

J

H

H

樋清掃（3箇所）

K 笠木上：給水用保温ラッキング固定あり

・保温ラッキングを取り外して防水施工可）

・防水施工後ラッキング再設置

K

K

K
1400×1000 H500程度

プルボックス（笠木上）

置基礎 110×220 H1110×102個

K K プルボックス（笠木上）
400×400 H300程度

110×220 H1110程度×8個

置基礎K

K
笠木上：給水用保温ラッキング固定あり

保温ラッキングを取り外して防水施工可）
（防水施工後ラッキング再設置）

H

A

C

C

CC

300×500（H=250）
フェンス基礎×23ケ

D
置基礎 φ170 H200 ×66個

置基礎 φ120 H200 ×29個

・既設最下層の保護モルタルの上より施工

改修用二重ドレン　新設

Ａ-１１

2024年 12月

フェンス基礎なし
（壁付け）

フェンス扉

フェンス扉

（基礎なし）

B

B

E

B

B

B

エキスパンションジョイント（W600）新規取換

古賀西小学校屋上防水等改修工事



・安全性に問題のある箇所の改修とする

・主に高所作業車による改修とする

・施工の数量等は、現地調査の上、監督官と協議し決定する

・改修部の塗装は、小さな箇所はタッチアップ程度とするが

大きな補修箇所や目立つ箇所は、同一面全面塗装とする等、

監督官と協議し決定する
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工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計
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一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二
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南立面図 S=1:200（Ａ）

東立面図 S=1:200（Ｂ） 西立面図 S=1:200（Ｃ）
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符号 部位

　　　　外壁

軒天

　　

　　

外壁

軒天

　　外壁

外壁

　　軒天

軒天

J

凡例

既存下地

既存仕上

 爆裂・露筋

 爆裂・露筋

 爆裂・露筋

 爆裂・露筋

 爆裂・露筋

 爆裂・露筋

 爆裂・露筋

 爆裂・露筋

一般部　100mm×100mm未満

指定部　100mm×100mm未満

指定部　100mm×300mm未満

指定部　100mm×800mm未満

一般部　100mm×300mm未満

一般部　100mm×800mm未満

指定部　800mm以上

現況 種別

一般部　800mm以上

ひびわれ シール工法　可とうエポキシ樹脂

改修

ＲＣ下地

Ｍ刷毛引仕上　タイル吹付

ＲＣ下地

ＲＣ下地

Ｍ刷毛引仕上　リシン吹付

ＲＣ下地

Ｍ刷毛引仕上　リシン吹付

ＲＣ下地

Ｍ刷毛引仕上　リシン吹付

ＲＣ下地

Ｍ刷毛引仕上　リシン吹付

ＲＣ下地

Ｍ刷毛引仕上　タイル吹付

ＲＣ下地

Ｍ刷毛引仕上　タイル吹付

Ｍ刷毛引仕上　リシン吹付

塗膜脆弱・剥落部

Ｎ

B

小プール

大プール

体育倉庫

ＲＣ下地
　　　　

1,000

軒天
Ｍ刷毛引仕上　リシン吹付

防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填工法（指定部）＋ 外装薄塗材Ｅ

防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填工法（指定部）＋ 外装薄塗材Ｅ

防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填工法（指定部）＋ 外装薄塗材Ｅ

防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填工法（指定部）＋ 外装薄塗材Ｅ

防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填工法（一般部）＋ 防水型複層塗材Ｅ

防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填工法（一般部）＋ 防水型複層塗材Ｅ

防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填工法（一般部）＋ 防水型複層塗材Ｅ

防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填工法（一般部）＋ 防水型複層塗材Ｅ

Ａ-１２

2024年 12月

軒天

Ｍ刷毛引仕上　タイル吹付

A C

A

E

外装薄塗材Ｅ

※ひび割れ J

J

（北立面に表記）

北面～西面に渡るひび割れ

１２箇所

５箇所

２箇所

６箇所

６箇所

１５箇所

補修数量

３８．４ｍ

１．５ｍ

計９．３㎡

計１７．６ｍ0.2ｍｍ未満

古賀西小学校屋上防水等改修工事 教室棟 立面図(外壁改修）



屋上屋上屋上屋上屋上屋上屋上

（新設）（新設）（新設）（新設）（新設）（新設）（新設）
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工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称 図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称 A3 縮尺A3 縮尺A3 縮尺A3 縮尺A3 縮尺A3 縮尺A3 縮尺 NoNoNoNoNoNoNo
　　　　　　神崎信二　　　　　　神崎信二　　　　　　神崎信二　　　　　　神崎信二　　　　　　神崎信二　　　　　　神崎信二　　　　　　神崎信二

一級建築士　第323073号一級建築士　第323073号一級建築士　第323073号一級建築士　第323073号一級建築士　第323073号一級建築士　第323073号一級建築士　第323073号
A1 縮尺A1 縮尺A1 縮尺A1 縮尺A1 縮尺A1 縮尺A1 縮尺 日付日付日付日付日付日付日付

福岡県知事登録第1ｰ30027号福岡県知事登録第1ｰ30027号福岡県知事登録第1ｰ30027号福岡県知事登録第1ｰ30027号福岡県知事登録第1ｰ30027号福岡県知事登録第1ｰ30027号福岡県知事登録第1ｰ30027号株式会社　海　渡　設　計株式会社　海　渡　設　計株式会社　海　渡　設　計株式会社　海　渡　設　計株式会社　海　渡　設　計株式会社　海　渡　設　計株式会社　海　渡　設　計
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改修後改修後改修後改修後改修後改修後改修後改修前改修前改修前改修前改修前改修前改修前

教室棟 断面詳細図（改修前・改修後）教室棟 断面詳細図（改修前・改修後）教室棟 断面詳細図（改修前・改修後）教室棟 断面詳細図（改修前・改修後）教室棟 断面詳細図（改修前・改修後）教室棟 断面詳細図（改修前・改修後）教室棟 断面詳細図（改修前・改修後）
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防水層　平場防水層　平場防水層　平場防水層　平場防水層　平場防水層　平場防水層　平場
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防水層端部防水層端部防水層端部防水層端部防水層端部防水層端部防水層端部

防水押えシーリング（アスベストなし）防水押えシーリング（アスベストなし）防水押えシーリング（アスベストなし）防水押えシーリング（アスベストなし）防水押えシーリング（アスベストなし）防水押えシーリング（アスベストなし）防水押えシーリング（アスベストなし）

アルミ笠木アルミ笠木アルミ笠木アルミ笠木アルミ笠木アルミ笠木アルミ笠木
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防水層　立上り部等防水層　立上り部等防水層　立上り部等防水層　立上り部等防水層　立上り部等防水層　立上り部等防水層　立上り部等
最上層：塩ビシート防水（密着工法）最上層：塩ビシート防水（密着工法）最上層：塩ビシート防水（密着工法）最上層：塩ビシート防水（密着工法）最上層：塩ビシート防水（密着工法）最上層：塩ビシート防水（密着工法）最上層：塩ビシート防水（密着工法）

フェンス基礎フェンス基礎フェンス基礎フェンス基礎フェンス基礎フェンス基礎フェンス基礎

モルタル塗の上　吹付タイルモルタル塗の上　吹付タイルモルタル塗の上　吹付タイルモルタル塗の上　吹付タイルモルタル塗の上　吹付タイルモルタル塗の上　吹付タイルモルタル塗の上　吹付タイル

モルタル塗の上　リシン吹付モルタル塗の上　リシン吹付モルタル塗の上　リシン吹付モルタル塗の上　リシン吹付モルタル塗の上　リシン吹付モルタル塗の上　リシン吹付モルタル塗の上　リシン吹付
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Ａ位置 断面詳細図(改修前） S=1:40Ａ位置 断面詳細図(改修前） S=1:40Ａ位置 断面詳細図(改修前） S=1:40Ａ位置 断面詳細図(改修前） S=1:40Ａ位置 断面詳細図(改修前） S=1:40Ａ位置 断面詳細図(改修前） S=1:40Ａ位置 断面詳細図(改修前） S=1:40 Ｂ位置 断面詳細図（改修前） S=1:40Ｂ位置 断面詳細図（改修前） S=1:40Ｂ位置 断面詳細図（改修前） S=1:40Ｂ位置 断面詳細図（改修前） S=1:40Ｂ位置 断面詳細図（改修前） S=1:40Ｂ位置 断面詳細図（改修前） S=1:40Ｂ位置 断面詳細図（改修前） S=1:40 Ａ位置 断面詳細図（改修後） S=1:40Ａ位置 断面詳細図（改修後） S=1:40Ａ位置 断面詳細図（改修後） S=1:40Ａ位置 断面詳細図（改修後） S=1:40Ａ位置 断面詳細図（改修後） S=1:40Ａ位置 断面詳細図（改修後） S=1:40Ａ位置 断面詳細図（改修後） S=1:40 Ｂ位置 断面詳細図（改修後）　S=1:40Ｂ位置 断面詳細図（改修後）　S=1:40Ｂ位置 断面詳細図（改修後）　S=1:40Ｂ位置 断面詳細図（改修後）　S=1:40Ｂ位置 断面詳細図（改修後）　S=1:40Ｂ位置 断面詳細図（改修後）　S=1:40Ｂ位置 断面詳細図（改修後）　S=1:40

（中間層）ウレタン塗膜防水（中間層）ウレタン塗膜防水（中間層）ウレタン塗膜防水（中間層）ウレタン塗膜防水（中間層）ウレタン塗膜防水（中間層）ウレタン塗膜防水（中間層）ウレタン塗膜防水

（最上層）塩ビシート防水（絶縁工法）（最上層）塩ビシート防水（絶縁工法）（最上層）塩ビシート防水（絶縁工法）（最上層）塩ビシート防水（絶縁工法）（最上層）塩ビシート防水（絶縁工法）（最上層）塩ビシート防水（絶縁工法）（最上層）塩ビシート防水（絶縁工法）

（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）

（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）

（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）

（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）

（残置）（残置）（残置）（残置）（残置）（残置）（残置） （残置）（残置）（残置）（残置）（残置）（残置）（残置）

ウレタン塗膜防水ウレタン塗膜防水ウレタン塗膜防水ウレタン塗膜防水ウレタン塗膜防水ウレタン塗膜防水ウレタン塗膜防水

合成ゴム系塗材合成ゴム系塗材合成ゴム系塗材合成ゴム系塗材合成ゴム系塗材合成ゴム系塗材合成ゴム系塗材
（既設）（既設）（既設）（既設）（既設）（既設）（既設）保護モルタル t=40(ワイヤーメッシュ）保護モルタル t=40(ワイヤーメッシュ）保護モルタル t=40(ワイヤーメッシュ）保護モルタル t=40(ワイヤーメッシュ）保護モルタル t=40(ワイヤーメッシュ）保護モルタル t=40(ワイヤーメッシュ）保護モルタル t=40(ワイヤーメッシュ）

（最上層）塩ビシート t=2.0 絶縁工法（最上層）塩ビシート t=2.0 絶縁工法（最上層）塩ビシート t=2.0 絶縁工法（最上層）塩ビシート t=2.0 絶縁工法（最上層）塩ビシート t=2.0 絶縁工法（最上層）塩ビシート t=2.0 絶縁工法（最上層）塩ビシート t=2.0 絶縁工法

（中間層）ウレタン塗膜防水（中間層）ウレタン塗膜防水（中間層）ウレタン塗膜防水（中間層）ウレタン塗膜防水（中間層）ウレタン塗膜防水（中間層）ウレタン塗膜防水（中間層）ウレタン塗膜防水

合成ゴム系塗材合成ゴム系塗材合成ゴム系塗材合成ゴム系塗材合成ゴム系塗材合成ゴム系塗材合成ゴム系塗材
（ 残置）（ 残置）（ 残置）（ 残置）（ 残置）（ 残置）（ 残置）（ 最下層） 保護モルタル t40 (ワイヤーメッシュ）（ 最下層） 保護モルタル t40 (ワイヤーメッシュ）（ 最下層） 保護モルタル t40 (ワイヤーメッシュ）（ 最下層） 保護モルタル t40 (ワイヤーメッシュ）（ 最下層） 保護モルタル t40 (ワイヤーメッシュ）（ 最下層） 保護モルタル t40 (ワイヤーメッシュ）（ 最下層） 保護モルタル t40 (ワイヤーメッシュ）

（ 撤去）（ 撤去）（ 撤去）（ 撤去）（ 撤去）（ 撤去）（ 撤去）

（ 撤去）（ 撤去）（ 撤去）（ 撤去）（ 撤去）（ 撤去）（ 撤去）

スチール製フェンス　H＝1200スチール製フェンス　H＝1200スチール製フェンス　H＝1200スチール製フェンス　H＝1200スチール製フェンス　H＝1200スチール製フェンス　H＝1200スチール製フェンス　H＝1200 （撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）

外壁　一般部外壁　一般部外壁　一般部外壁　一般部外壁　一般部外壁　一般部外壁　一般部

外壁：指定部外壁：指定部外壁：指定部外壁：指定部外壁：指定部外壁：指定部外壁：指定部

（一時撤去）（一時撤去）（一時撤去）（一時撤去）（一時撤去）（一時撤去）（一時撤去）
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2024年 12月2024年 12月2024年 12月2024年 12月2024年 12月2024年 12月2024年 12月

窓ガラス窓ガラス窓ガラス窓ガラス窓ガラス窓ガラス窓ガラス

窓ガラス：外壁改修部 清掃窓ガラス：外壁改修部 清掃窓ガラス：外壁改修部 清掃窓ガラス：外壁改修部 清掃窓ガラス：外壁改修部 清掃窓ガラス：外壁改修部 清掃窓ガラス：外壁改修部 清掃

・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋外装薄塗材E・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋外装薄塗材E・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋外装薄塗材E・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋外装薄塗材E・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋外装薄塗材E・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋外装薄塗材E・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋外装薄塗材E
・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋外装薄塗材E・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋外装薄塗材E・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋外装薄塗材E・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋外装薄塗材E・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋外装薄塗材E・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋外装薄塗材E・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋外装薄塗材E

・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋防水型複層塗材Ｅ・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋防水型複層塗材Ｅ・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋防水型複層塗材Ｅ・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋防水型複層塗材Ｅ・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋防水型複層塗材Ｅ・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋防水型複層塗材Ｅ・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋防水型複層塗材Ｅ
・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋防水型複層塗材Ｅ・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋防水型複層塗材Ｅ・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋防水型複層塗材Ｅ・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋防水型複層塗材Ｅ・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋防水型複層塗材Ｅ・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋防水型複層塗材Ｅ・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋防水型複層塗材Ｅ

フェンス基礎フェンス基礎フェンス基礎フェンス基礎フェンス基礎フェンス基礎フェンス基礎
・既設フェンス撤去後、コア抜きして使用・既設フェンス撤去後、コア抜きして使用・既設フェンス撤去後、コア抜きして使用・既設フェンス撤去後、コア抜きして使用・既設フェンス撤去後、コア抜きして使用・既設フェンス撤去後、コア抜きして使用・既設フェンス撤去後、コア抜きして使用

スチール製フェンス　H＝1200　新設スチール製フェンス　H＝1200　新設スチール製フェンス　H＝1200　新設スチール製フェンス　H＝1200　新設スチール製フェンス　H＝1200　新設スチール製フェンス　H＝1200　新設スチール製フェンス　H＝1200　新設

・支柱は先行設置し、防水施工・支柱は先行設置し、防水施工・支柱は先行設置し、防水施工・支柱は先行設置し、防水施工・支柱は先行設置し、防水施工・支柱は先行設置し、防水施工・支柱は先行設置し、防水施工

アルミ製笠木アルミ製笠木アルミ製笠木アルミ製笠木アルミ製笠木アルミ製笠木アルミ製笠木 既設再設置既設再設置既設再設置既設再設置既設再設置既設再設置既設再設置

防水層　立上り部等防水層　立上り部等防水層　立上り部等防水層　立上り部等防水層　立上り部等防水層　立上り部等防水層　立上り部等

ウレタン塗膜防水層　絶縁工法（X2工法）新設ウレタン塗膜防水層　絶縁工法（X2工法）新設ウレタン塗膜防水層　絶縁工法（X2工法）新設ウレタン塗膜防水層　絶縁工法（X2工法）新設ウレタン塗膜防水層　絶縁工法（X2工法）新設ウレタン塗膜防水層　絶縁工法（X2工法）新設ウレタン塗膜防水層　絶縁工法（X2工法）新設

ウレタン塗膜防水　密着工法（X1工法）新設ウレタン塗膜防水　密着工法（X1工法）新設ウレタン塗膜防水　密着工法（X1工法）新設ウレタン塗膜防水　密着工法（X1工法）新設ウレタン塗膜防水　密着工法（X1工法）新設ウレタン塗膜防水　密着工法（X1工法）新設ウレタン塗膜防水　密着工法（X1工法）新設

GGGGGGGGGGGGGG

古賀西小学校屋上防水等改修工事古賀西小学校屋上防水等改修工事古賀西小学校屋上防水等改修工事古賀西小学校屋上防水等改修工事古賀西小学校屋上防水等改修工事古賀西小学校屋上防水等改修工事古賀西小学校屋上防水等改修工事

AAAAAAA

屋上屋上屋上屋上屋上屋上屋上

（最下層）合成ゴム系塗膜防水＋保護モルタルt=40（最下層）合成ゴム系塗膜防水＋保護モルタルt=40（最下層）合成ゴム系塗膜防水＋保護モルタルt=40（最下層）合成ゴム系塗膜防水＋保護モルタルt=40（最下層）合成ゴム系塗膜防水＋保護モルタルt=40（最下層）合成ゴム系塗膜防水＋保護モルタルt=40（最下層）合成ゴム系塗膜防水＋保護モルタルt=40
・既設は最上層、中間層を撤去し、最下層の・既設は最上層、中間層を撤去し、最下層の・既設は最上層、中間層を撤去し、最下層の・既設は最上層、中間層を撤去し、最下層の・既設は最上層、中間層を撤去し、最下層の・既設は最上層、中間層を撤去し、最下層の・既設は最上層、中間層を撤去し、最下層の

保護モルタルの上から新規施工保護モルタルの上から新規施工保護モルタルの上から新規施工保護モルタルの上から新規施工保護モルタルの上から新規施工保護モルタルの上から新規施工保護モルタルの上から新規施工

（改修後下層）合成ゴム系塗膜防水＋保護モルタルt=40（改修後下層）合成ゴム系塗膜防水＋保護モルタルt=40（改修後下層）合成ゴム系塗膜防水＋保護モルタルt=40（改修後下層）合成ゴム系塗膜防水＋保護モルタルt=40（改修後下層）合成ゴム系塗膜防水＋保護モルタルt=40（改修後下層）合成ゴム系塗膜防水＋保護モルタルt=40（改修後下層）合成ゴム系塗膜防水＋保護モルタルt=40



工事名称 図面名称 A3 縮尺 No
　　　　　　神崎信二

一級建築士　第323073号
A1 縮尺 日付

福岡県知事登録第1ｰ30027号株式会社　海　渡　設　計

1/300

1/150

A 自転車置場

B

管理棟 １階平面図（改修前・改修後）
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１階平面図(改修前) S=1:150
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　木製支柱脚部 腐食・シロアリ被害

（10㎡未満）（W4530×D2210×H2330程度）

C

D

C

CCCCCCC

CCCCCCC 倉庫

D

木製目隠し　撤去（外構図参照）

（W1100×H400程度）

物置設置

（設置位置、詳細は施工時の現場打合せによる）

2024年 12月

Ａ-１４

自転車置場　木製支柱腐食部分をカットの上補修

（※外構図参考）

古賀西小学校屋上防水等改修工事

（W1100×H400程度）

床下換気口　金網の劣化・腐食・脱落等（７箇所）

木製目隠し　木製支柱 接地部分腐食（外構図参照）

床下換気口　金網交換（７箇所）



出入り不便

パラペットW270　立上りRLFより700

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 1/300

1/150

改修前

改修後
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Ｎ

管理棟 ２階平面図（改修前・改修後）
Ａ-１５

2024年 12月
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通級教室
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H

両側から鍵の開閉できるよう
錠前交換

（2）前室～準備室
H

廊下から出入りできるよう錠前交換

H

錠前交換
廊下から出入りできるよう
(1)プレイルーム

(2)理科室(2)～準備室

H

廊下から鍵を開けられない
(3)準備室

H （6)ドアクローザー不具合
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(3)準備室
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(1)室内側からしか
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出入り不便

(4)理科室(1)～準備室

H （4）準備室～理科室(1)

サムターンと鍵に錠前交換

（6）ドアクローザー調整

（5）ドアクローザー調整
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エキスパンションジョイント 
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A

アルミ製笠木

プレイルーム、通級教室指導室　新設

H

（※理科室(2)平面詳細図等参照）

ウレタン塗膜防水層　絶工法(X1工法)新設

防水施工後、既設再設置

防水施工後、既設再設置

（計4箇所）

図工室 雨漏り部分　天井ボード貼り換え

建具　錠前交換(4箇所)・ドアクローザー調整(2箇所)

（※詳細は現場打合せによる）

・ケレン・清掃、必要箇所の下地補修、水勾配調整を行う

・既設防水層は上層を撤去し、下層の保護モルタルの上より施工

（立ち上がり部・溝等：密着工法(X2工法))
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アルミ引き違い窓 見込み70mm
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凡
　
　
例（

改
修
後）

廊下　引き違い窓

理科室(1) ステンレス製流し設置

（配管接続を含む）

※実測の上決定すること

古賀西小学校屋上防水等改修工事

廊下 アルミ製引き違い窓 カバー工法にて改修

・窓ガラスは強化ガラスとする

排水横引きドレン取付部分を示す。

B

C

D

E

F

G

 

アルミ製笠木

エキスパンションジョイント 

改修用二重ドレン

換気口部分より1Fに雨水侵入

（計4箇所）

H

理科室(2)　内部解体

（※理科室(2)平面詳細図等参照）

I

A
（上層）塩ビ系シート防水　絶縁工法(撤去）

（下層）合成ゴム系塗膜防水＋保護モルタルt40(残置）

（撤去）

（撤去）図工室 雨漏り部分　天井ボード腐食

（一時撤去）

（一時撤去）

建具　錠前、使い勝手、ドアクローザー等の不具合（６個所）

J 廊下 アルミ製引き違い窓　雨水侵入

理科室(1)流し（人造石研ぎ出し仕上）（解体・撤去）

（配管類の撤去を含む）

凡
　
　
例（

改
修
前）

※ 屋上残置物は撤去・移動すること

改修用二重ドレン　新規設置

排水横引きドレン取付部分を示す。

換気口部分　ウエザーカバー設置
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工事名称 図面名称 A3 縮尺 No
　　　　　　神崎信二

一級建築士　第323073号
A1 縮尺 日付

福岡県知事登録第1ｰ30027号株式会社　海　渡　設　計
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笠木（W240）

パラペット天端
RFL+400

パラペット天端
RFL+400

庇
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改修前

Ｒ階平面図（改修前） S=1:150

管理棟 R階平面図(改修前・改修後）

塔屋Ｒ階　平面図（改修前） S=1:150
1
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0
00

Ｒ階平面図（改修後） S=1:150 塔屋Ｒ階　平面図（改修後） S=1:150

B

パラペット天端
RFL+400

ドレン位置を示す。（計13箇所）ドレン位置を示す。（計13箇所）

置基礎　設備等　一時持ち上げ

笠木上のプルボックス等は設備・電気立ち合いのもと持上

樋清掃

改修用二重ドレン　新規設置 （計13箇所）

庇

2,200

3,600

150×150 H250程度

300×300 H250程度

プルボックス（笠木上）

置基礎 150×100 H100×54個

プルボックス（笠木上）

300×300 H250程度

パラペット側面　配管支持金物取付（6ヶ所）

置基礎 φ170　H150

200×200　H100 置基礎 φ120 H70×９個

基礎（×８ケ）

450×450

置基礎 φ170　H250×２個

W800ダクトカバー

プルボックス（壁付）

200×200 H100程度

200×200 H100程度
プルボックス（置基礎上）プルボックス（笠木上）

扉基礎
300× 300（ H＝ 200）

500×500 H500程度
プルボックス（笠木上）

プルボックス（置基礎上）

300× 300（ H＝ 200）

2780×610（H＝700）

プルボックス（置基礎上）300×300 H200

（ ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ 1000× 1000 H500)

600× 600（ H＝ 250）

基礎

基礎

200×200 H100程度

プルボックス（壁付）

パラペット側面　配管支持金物取付（6ヶ所）

300× 300（ H＝ 200）

2780× 610（ H＝ 700）
A

パラペット天端
RFL+400
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210× 360（ H＝ 200）

フェンス基礎 A

B

850×850（H＝200）基礎

基礎
600× 600（ H＝ 250）

扉基礎
300× 300（ H＝ 200）

B
旧キュービクル用フェンス基礎（2）

旧キュービクル基礎（×２ケ）

旧キュービクル用フェンス基礎（1）

旧キュービクル用フェンス基礎（1）

旧キュービクル基礎（×２ケ）

旧キュービクル用フェンス基礎（2）

B

B

BE

E

D

D

D

置基礎 130×110 H110×34個

教室棟
出入口閉鎖済
（サッシ加工による）

D

B

C

D

E

F

A

アルミ製笠木

（フェンス撤去部分）

ウレタン塗膜防水層 絶縁工法(X1工法）新設

・ケレン・清掃、必要箇所の下地補修、水勾配調整を行う

庇　ウレタン塗膜防水（X2工法）

（立ち上がり部・基礎類等：密着工法(X2工法）

スチール製フェンス(H＝1200)　新設 （フェンス参考図参照）

フェンス用扉　新設

・既設基礎をコア抜きして使用 ・支柱は先行設置し、防水施工

（フェンス参考図参照）

・ベースプレート取付 ※通常時通抜けできないよう鍵を設置

アルミ製笠木　新設

G
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J

E

E
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G G GG

G

GGGGG

G

G

H

450× 450

A

置基礎 φ120 H70×９個

置基礎 150×100 H100×54個

I
プルボックス（笠木上）
150×150 H250程度

210× 410（ H＝ 200）
フェンス基礎B

置基礎
130×110 H110×34個

ダクトカバー W800

※通常時閉鎖
（鍵を設置する）

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ
1000×1000 H500

500×500 H500程度
プルボックス（笠木上）

E

300×300 H250程度
プルボックス(笠木上)

置基礎

φ170　H250×２個

G

基礎(８箇所）

300×300 H250程度
プルボックス（笠木上）

プルボックス（置基礎上）300×300 H200
置基礎 φ170　H150

プルボックス（置基礎上）200×200　H100

（※渡り廊下は通常時　通り抜け不可）

プルボックス（置基礎上）
200×200 H100程度
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既設再設置
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J
J

J J

J

J

J

J

FFFF

F

F

F

F F
G

F

F

F

D

フェンス支柱

パラペット埋込
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古賀西小学校屋上防水等改修工事

A

B

C

D アルミ製笠木

スチール製フェンス　H＝1200

（基礎残し、フェンス撤去）

（撤去）

（残置）

（一時撤去）

スチール製フェンス(H＝1200)、フェンス扉（２箇所）

（パラペット埋込）（撤去）

・埋め込み部分はつり取り樹脂モルタル充填

（計13箇所）

変形型アルミ製笠木（撤去）

既設ドレン位置を示す。（計13箇所）

E

F

凡
　
　
例（

改
修
前）

※ 屋上残置物は撤去・移動すること

E

D

（最下層） 合成ゴム系塗膜防水＋保護モルタル t=40

（上層）塩ビ系シート防水 t=2.0 絶縁工法

・既設防水層は上層を撤去し、最下層の保護モルタルの上から施工

既設改修用二重ドレン(撤去)
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可動するＭ、ＲＣ部分D
Ｍ刷毛引仕上　タイル吹付

ＲＣ下地

A

B

EXP.J

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No
　　　　　　神崎信二

一級建築士　第323073号
A1 縮尺 日付

福岡県知事登録第1ｰ30027号株式会社　海　渡　設　計
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西立面図 S=1:150（Ｃ） 北立面図 S=1:150（Ｄ）
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木製目隠し設置部分を表す

設置部分を表す

木製目隠し

教室棟

管理棟

Ｃ

Ｄ

Ａ

学童保育所

小プール
大プール

体育館

Ｎ

Ｂ

A

AAA

東立面図 S=1:150（Ａ） 南立面図 S=1:150（Ｂ）

　　　　　　　　外壁

　　

　　

外壁

一般部　100mm×100mm未満

ＲＣ下地
一般部　100mm×800mm未満

外壁

外壁

一般部　100mm×300mm未満

部位符号
既存下地

既存仕上
現況 種別 改修

ＲＣ下地

ＲＣ下地
 爆裂・露筋

 爆裂・露筋

 爆裂・露筋

防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填工法（一般部）＋ 防水型複層塗材Ｅ

防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填工法（一般部）＋ 防水型複層塗材Ｅ

防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填工法（一般部）＋ 防水型複層塗材Ｅ

A

A

A

A

A

B B

Ｍ刷毛引仕上　タイル吹付

Ｍ刷毛引仕上　タイル吹付

Ｍ刷毛引仕上　タイル吹付

Ａ-１７

2024年 12月

古賀西小学校屋上防水等改修工事

C

 爆裂・露筋

CD

7,0007,000 4,000

18,000

4,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,500

45,000

7,0004,000 3,500

B C

５箇所

３箇所

１４箇所

補修数量

・施工の数量等は、現地調査の上、監督官と協議し決定する

・改修部の塗装は、小さな箇所はタッチアップ程度とするが

大きな補修箇所や目立つ箇所は、同一面全面塗装とする等、

監督官と協議し決定する

・安全性に問題のある箇所の改修とする
凡例

管理棟 立面図（外壁改修）

可動するＭ、ＲＣ部分は撤去して補修(1㎡程度の範囲）
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複合フローリング　ｔ12複合フローリング　ｔ12複合フローリング　ｔ12複合フローリング　ｔ12複合フローリング　ｔ12複合フローリング　ｔ12複合フローリング　ｔ12

既設床 残置既設床 残置既設床 残置既設床 残置既設床 残置既設床 残置既設床 残置

保護モルタル t40 伸縮目地切保護モルタル t40 伸縮目地切保護モルタル t40 伸縮目地切保護モルタル t40 伸縮目地切保護モルタル t40 伸縮目地切保護モルタル t40 伸縮目地切保護モルタル t40 伸縮目地切

塩ビ系シート防水 t=2.0　絶縁工法塩ビ系シート防水 t=2.0　絶縁工法塩ビ系シート防水 t=2.0　絶縁工法塩ビ系シート防水 t=2.0　絶縁工法塩ビ系シート防水 t=2.0　絶縁工法塩ビ系シート防水 t=2.0　絶縁工法塩ビ系シート防水 t=2.0　絶縁工法

シンダーコンクリート t50下地シンダーコンクリート t50下地シンダーコンクリート t50下地シンダーコンクリート t50下地シンダーコンクリート t50下地シンダーコンクリート t50下地シンダーコンクリート t50下地
合成ゴム系塗膜防水　歩行用合成ゴム系塗膜防水　歩行用合成ゴム系塗膜防水　歩行用合成ゴム系塗膜防水　歩行用合成ゴム系塗膜防水　歩行用合成ゴム系塗膜防水　歩行用合成ゴム系塗膜防水　歩行用
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35
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0
35

3,
0
35

3,
0
35

3,
0
35

3,
0
35

モルタル塗モルタル塗モルタル塗モルタル塗モルタル塗モルタル塗モルタル塗
EP塗EP塗EP塗EP塗EP塗EP塗EP塗
既設壁1既設壁1既設壁1既設壁1既設壁1既設壁1既設壁1

巾木：木巾木巾木：木巾木巾木：木巾木巾木：木巾木巾木：木巾木巾木：木巾木巾木：木巾木

人造石研出人造石研出人造石研出人造石研出人造石研出人造石研出人造石研出
下部：ソフト巾木下部：ソフト巾木下部：ソフト巾木下部：ソフト巾木下部：ソフト巾木下部：ソフト巾木下部：ソフト巾木

ウレタン塗膜防水ウレタン塗膜防水ウレタン塗膜防水ウレタン塗膜防水ウレタン塗膜防水ウレタン塗膜防水ウレタン塗膜防水

保護モルタル t40 伸縮目地切保護モルタル t40 伸縮目地切保護モルタル t40 伸縮目地切保護モルタル t40 伸縮目地切保護モルタル t40 伸縮目地切保護モルタル t40 伸縮目地切保護モルタル t40 伸縮目地切

シンダーコンクリート t50下地シンダーコンクリート t50下地シンダーコンクリート t50下地シンダーコンクリート t50下地シンダーコンクリート t50下地シンダーコンクリート t50下地シンダーコンクリート t50下地
合成ゴム系塗膜防水　歩行用合成ゴム系塗膜防水　歩行用合成ゴム系塗膜防水　歩行用合成ゴム系塗膜防水　歩行用合成ゴム系塗膜防水　歩行用合成ゴム系塗膜防水　歩行用合成ゴム系塗膜防水　歩行用 AAAAAAA

BBBBBBB

FFFFFFF

GGGGGGG

軽量鉄骨壁下地軽量鉄骨壁下地軽量鉄骨壁下地軽量鉄骨壁下地軽量鉄骨壁下地軽量鉄骨壁下地軽量鉄骨壁下地

FFFFFFF

防水押えシーリング（アスベストなし）防水押えシーリング（アスベストなし）防水押えシーリング（アスベストなし）防水押えシーリング（アスベストなし）防水押えシーリング（アスベストなし）防水押えシーリング（アスベストなし）防水押えシーリング（アスベストなし）

モルタル塗の上　リシン吹付モルタル塗の上　リシン吹付モルタル塗の上　リシン吹付モルタル塗の上　リシン吹付モルタル塗の上　リシン吹付モルタル塗の上　リシン吹付モルタル塗の上　リシン吹付

GGGGGGG

HHHHHHH

IIIIIII

JJJJJJJ

KKKKKKK

窓ガラス窓ガラス窓ガラス窓ガラス窓ガラス窓ガラス窓ガラス

外壁　一般部外壁　一般部外壁　一般部外壁　一般部外壁　一般部外壁　一般部外壁　一般部

外壁：指定部外壁：指定部外壁：指定部外壁：指定部外壁：指定部外壁：指定部外壁：指定部

流し流し流し流し流し流し流し

既設壁（1）既設壁（1）既設壁（1）既設壁（1）既設壁（1）既設壁（1）既設壁（1）

既設壁（2）既設壁（2）既設壁（2）既設壁（2）既設壁（2）既設壁（2）既設壁（2）

HHHHHHH

KKKKKKK

LLLLLLL

MMMMMMM

NNNNNNN

JJJJJJJ

IIIIIII

既設床既設床既設床既設床既設床既設床既設床

MMMMMMM

LLLLLLL

AAAAAAA
BBBBBBB

CCCCCCC

DDDDDDD

外壁　一般部外壁　一般部外壁　一般部外壁　一般部外壁　一般部外壁　一般部外壁　一般部

モルタル塗の上　吹付タイルモルタル塗の上　吹付タイルモルタル塗の上　吹付タイルモルタル塗の上　吹付タイルモルタル塗の上　吹付タイルモルタル塗の上　吹付タイルモルタル塗の上　吹付タイル

EEEEEEE

FFFFFFF

NNNNNNN

JJJJJJJ
KKKKKKK

外壁：指定部外壁：指定部外壁：指定部外壁：指定部外壁：指定部外壁：指定部外壁：指定部

MMMMMMM
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IIIIIII

IIIIIII

IIIIIII

IIIIIII

IIIIIII

IIIIIII

最上層：塩ビシート防水（密着工法）最上層：塩ビシート防水（密着工法）最上層：塩ビシート防水（密着工法）最上層：塩ビシート防水（密着工法）最上層：塩ビシート防水（密着工法）最上層：塩ビシート防水（密着工法）最上層：塩ビシート防水（密着工法）

ＭＭＭＭＭＭＭ

既設壁2既設壁2既設壁2既設壁2既設壁2既設壁2既設壁2 LLLLLLL

管理棟　断面詳細図（改修前・改修後）管理棟　断面詳細図（改修前・改修後）管理棟　断面詳細図（改修前・改修後）管理棟　断面詳細図（改修前・改修後）管理棟　断面詳細図（改修前・改修後）管理棟　断面詳細図（改修前・改修後）管理棟　断面詳細図（改修前・改修後）

屋上屋上屋上屋上屋上屋上屋上
屋上屋上屋上屋上屋上屋上屋上

強化石膏ボードt12.5強化石膏ボードt12.5強化石膏ボードt12.5強化石膏ボードt12.5強化石膏ボードt12.5強化石膏ボードt12.5強化石膏ボードt12.5

強化石膏ボードt12.5強化石膏ボードt12.5強化石膏ボードt12.5強化石膏ボードt12.5強化石膏ボードt12.5強化石膏ボードt12.5強化石膏ボードt12.5
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凡
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改
修
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（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）

（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去） （新設）（新設）（新設）（新設）（新設）（新設）（新設）

（既設）（既設）（既設）（既設）（既設）（既設）（既設）

ビニルクロス仕上げ（不燃）ビニルクロス仕上げ（不燃）ビニルクロス仕上げ（不燃）ビニルクロス仕上げ（不燃）ビニルクロス仕上げ（不燃）ビニルクロス仕上げ（不燃）ビニルクロス仕上げ（不燃）

グラスウールグラスウールグラスウールグラスウールグラスウールグラスウールグラスウール

不燃クロス仕上げ不燃クロス仕上げ不燃クロス仕上げ不燃クロス仕上げ不燃クロス仕上げ不燃クロス仕上げ不燃クロス仕上げ

防水層端部防水層端部防水層端部防水層端部防水層端部防水層端部防水層端部

（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）

（一時撤去）（一時撤去）（一時撤去）（一時撤去）（一時撤去）（一時撤去）（一時撤去）アルミ製笠木アルミ製笠木アルミ製笠木アルミ製笠木アルミ製笠木アルミ製笠木アルミ製笠木

スチール製フェンス　H＝1200スチール製フェンス　H＝1200スチール製フェンス　H＝1200スチール製フェンス　H＝1200スチール製フェンス　H＝1200スチール製フェンス　H＝1200スチール製フェンス　H＝1200 （撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）

フェンス基礎フェンス基礎フェンス基礎フェンス基礎フェンス基礎フェンス基礎フェンス基礎 （残し）（残し）（残し）（残し）（残し）（残し）（残し）

モルタル塗の上、ＶＰ塗装モルタル塗の上、ＶＰ塗装モルタル塗の上、ＶＰ塗装モルタル塗の上、ＶＰ塗装モルタル塗の上、ＶＰ塗装モルタル塗の上、ＶＰ塗装モルタル塗の上、ＶＰ塗装

木下地組の上、6ｍｍベニヤ貼＋ＯＰ塗装木下地組の上、6ｍｍベニヤ貼＋ＯＰ塗装木下地組の上、6ｍｍベニヤ貼＋ＯＰ塗装木下地組の上、6ｍｍベニヤ貼＋ＯＰ塗装木下地組の上、6ｍｍベニヤ貼＋ＯＰ塗装木下地組の上、6ｍｍベニヤ貼＋ＯＰ塗装木下地組の上、6ｍｍベニヤ貼＋ＯＰ塗装

（既設のまま）（既設のまま）（既設のまま）（既設のまま）（既設のまま）（既設のまま）（既設のまま）

（改修）（改修）（改修）（改修）（改修）（改修）（改修）

木下地組の上、ベースフロアーt16.5mm木下地組の上、ベースフロアーt16.5mm木下地組の上、ベースフロアーt16.5mm木下地組の上、ベースフロアーt16.5mm木下地組の上、ベースフロアーt16.5mm木下地組の上、ベースフロアーt16.5mm木下地組の上、ベースフロアーt16.5mm 塩ビシート　t=2.0貼り仕上げ塩ビシート　t=2.0貼り仕上げ塩ビシート　t=2.0貼り仕上げ塩ビシート　t=2.0貼り仕上げ塩ビシート　t=2.0貼り仕上げ塩ビシート　t=2.0貼り仕上げ塩ビシート　t=2.0貼り仕上げ

ＯＡフロア（鋼製束）ＯＡフロア（鋼製束）ＯＡフロア（鋼製束）ＯＡフロア（鋼製束）ＯＡフロア（鋼製束）ＯＡフロア（鋼製束）ＯＡフロア（鋼製束）

新設床仕上げ高さ＝既設FL+80新設床仕上げ高さ＝既設FL+80新設床仕上げ高さ＝既設FL+80新設床仕上げ高さ＝既設FL+80新設床仕上げ高さ＝既設FL+80新設床仕上げ高さ＝既設FL+80新設床仕上げ高さ＝既設FL+80

NNNNNNN

耐火間仕切り壁耐火間仕切り壁耐火間仕切り壁耐火間仕切り壁耐火間仕切り壁耐火間仕切り壁耐火間仕切り壁

耐火間仕切り壁 新設(114条区画対応）耐火間仕切り壁 新設(114条区画対応）耐火間仕切り壁 新設(114条区画対応）耐火間仕切り壁 新設(114条区画対応）耐火間仕切り壁 新設(114条区画対応）耐火間仕切り壁 新設(114条区画対応）耐火間仕切り壁 新設(114条区画対応）

防音のためグラスウール充填防音のためグラスウール充填防音のためグラスウール充填防音のためグラスウール充填防音のためグラスウール充填防音のためグラスウール充填防音のためグラスウール充填

天井下地・仕上げ新設天井下地・仕上げ新設天井下地・仕上げ新設天井下地・仕上げ新設天井下地・仕上げ新設天井下地・仕上げ新設天井下地・仕上げ新設

・下地：LGS天井下地（19型）・下地：LGS天井下地（19型）・下地：LGS天井下地（19型）・下地：LGS天井下地（19型）・下地：LGS天井下地（19型）・下地：LGS天井下地（19型）・下地：LGS天井下地（19型）
・仕上：化粧石膏ボード貼仕上げ(t=9.5mm厚）・仕上：化粧石膏ボード貼仕上げ(t=9.5mm厚）・仕上：化粧石膏ボード貼仕上げ(t=9.5mm厚）・仕上：化粧石膏ボード貼仕上げ(t=9.5mm厚）・仕上：化粧石膏ボード貼仕上げ(t=9.5mm厚）・仕上：化粧石膏ボード貼仕上げ(t=9.5mm厚）・仕上：化粧石膏ボード貼仕上げ(t=9.5mm厚）

既設床残しの上、ＯＡフロア設置既設床残しの上、ＯＡフロア設置既設床残しの上、ＯＡフロア設置既設床残しの上、ＯＡフロア設置既設床残しの上、ＯＡフロア設置既設床残しの上、ＯＡフロア設置既設床残しの上、ＯＡフロア設置 （床仕上げ高さ＝既設FL＋80ｍｍ）（床仕上げ高さ＝既設FL＋80ｍｍ）（床仕上げ高さ＝既設FL＋80ｍｍ）（床仕上げ高さ＝既設FL＋80ｍｍ）（床仕上げ高さ＝既設FL＋80ｍｍ）（床仕上げ高さ＝既設FL＋80ｍｍ）（床仕上げ高さ＝既設FL＋80ｍｍ）
・乾式二重床（鋼製束使用）・乾式二重床（鋼製束使用）・乾式二重床（鋼製束使用）・乾式二重床（鋼製束使用）・乾式二重床（鋼製束使用）・乾式二重床（鋼製束使用）・乾式二重床（鋼製束使用）
・捨貼合板　t=12mm・捨貼合板　t=12mm・捨貼合板　t=12mm・捨貼合板　t=12mm・捨貼合板　t=12mm・捨貼合板　t=12mm・捨貼合板　t=12mm 複合フローリング貼仕上げ　t=12mm複合フローリング貼仕上げ　t=12mm複合フローリング貼仕上げ　t=12mm複合フローリング貼仕上げ　t=12mm複合フローリング貼仕上げ　t=12mm複合フローリング貼仕上げ　t=12mm複合フローリング貼仕上げ　t=12mm

窓ガラス：外壁補修部分のみ清掃窓ガラス：外壁補修部分のみ清掃窓ガラス：外壁補修部分のみ清掃窓ガラス：外壁補修部分のみ清掃窓ガラス：外壁補修部分のみ清掃窓ガラス：外壁補修部分のみ清掃窓ガラス：外壁補修部分のみ清掃

既設壁（2）一部壁下地・仕上新設既設壁（2）一部壁下地・仕上新設既設壁（2）一部壁下地・仕上新設既設壁（2）一部壁下地・仕上新設既設壁（2）一部壁下地・仕上新設既設壁（2）一部壁下地・仕上新設既設壁（2）一部壁下地・仕上新設 （造付家具等撤去部分等）（造付家具等撤去部分等）（造付家具等撤去部分等）（造付家具等撤去部分等）（造付家具等撤去部分等）（造付家具等撤去部分等）（造付家具等撤去部分等）

・木下地組の上、6ｍｍベニヤ貼り＋EP－G塗装・木下地組の上、6ｍｍベニヤ貼り＋EP－G塗装・木下地組の上、6ｍｍベニヤ貼り＋EP－G塗装・木下地組の上、6ｍｍベニヤ貼り＋EP－G塗装・木下地組の上、6ｍｍベニヤ貼り＋EP－G塗装・木下地組の上、6ｍｍベニヤ貼り＋EP－G塗装・木下地組の上、6ｍｍベニヤ貼り＋EP－G塗装

・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋外装薄塗材E・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋外装薄塗材E・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋外装薄塗材E・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋外装薄塗材E・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋外装薄塗材E・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋外装薄塗材E・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋外装薄塗材E
・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋外装薄塗材Ｅ・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋外装薄塗材Ｅ・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋外装薄塗材Ｅ・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋外装薄塗材Ｅ・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋外装薄塗材Ｅ・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋外装薄塗材Ｅ・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋外装薄塗材Ｅ

ウレタン塗膜防水層　絶縁工法（X2工法）新設ウレタン塗膜防水層　絶縁工法（X2工法）新設ウレタン塗膜防水層　絶縁工法（X2工法）新設ウレタン塗膜防水層　絶縁工法（X2工法）新設ウレタン塗膜防水層　絶縁工法（X2工法）新設ウレタン塗膜防水層　絶縁工法（X2工法）新設ウレタン塗膜防水層　絶縁工法（X2工法）新設

・・・・・・・・既設上層の防水層を撤去し、下層の保護モルタルの上から新規施工・既設上層の防水層を撤去し、下層の保護モルタルの上から新規施工・既設上層の防水層を撤去し、下層の保護モルタルの上から新規施工・既設上層の防水層を撤去し、下層の保護モルタルの上から新規施工・既設上層の防水層を撤去し、下層の保護モルタルの上から新規施工・既設上層の防水層を撤去し、下層の保護モルタルの上から新規施工・既設上層の防水層を撤去し、下層の保護モルタルの上から新規施工

ウレタン塗膜防水層　密着工法（X1工法）新設ウレタン塗膜防水層　密着工法（X1工法）新設ウレタン塗膜防水層　密着工法（X1工法）新設ウレタン塗膜防水層　密着工法（X1工法）新設ウレタン塗膜防水層　密着工法（X1工法）新設ウレタン塗膜防水層　密着工法（X1工法）新設ウレタン塗膜防水層　密着工法（X1工法）新設

スチール製フェンス　H＝1200　新設スチール製フェンス　H＝1200　新設スチール製フェンス　H＝1200　新設スチール製フェンス　H＝1200　新設スチール製フェンス　H＝1200　新設スチール製フェンス　H＝1200　新設スチール製フェンス　H＝1200　新設
・支柱は先行設置し、防水施工・支柱は先行設置し、防水施工・支柱は先行設置し、防水施工・支柱は先行設置し、防水施工・支柱は先行設置し、防水施工・支柱は先行設置し、防水施工・支柱は先行設置し、防水施工

・既設フェンス撤去後、コア抜きして使用・既設フェンス撤去後、コア抜きして使用・既設フェンス撤去後、コア抜きして使用・既設フェンス撤去後、コア抜きして使用・既設フェンス撤去後、コア抜きして使用・既設フェンス撤去後、コア抜きして使用・既設フェンス撤去後、コア抜きして使用
フェンス基礎フェンス基礎フェンス基礎フェンス基礎フェンス基礎フェンス基礎フェンス基礎

（人造石研ぎ出し仕上）（人造石研ぎ出し仕上）（人造石研ぎ出し仕上）（人造石研ぎ出し仕上）（人造石研ぎ出し仕上）（人造石研ぎ出し仕上）（人造石研ぎ出し仕上）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）

・コンクリートブレーカーによる解体・撤去・コンクリートブレーカーによる解体・撤去・コンクリートブレーカーによる解体・撤去・コンクリートブレーカーによる解体・撤去・コンクリートブレーカーによる解体・撤去・コンクリートブレーカーによる解体・撤去・コンクリートブレーカーによる解体・撤去

流し撤去部分：壁（下地・仕上）新設流し撤去部分：壁（下地・仕上）新設流し撤去部分：壁（下地・仕上）新設流し撤去部分：壁（下地・仕上）新設流し撤去部分：壁（下地・仕上）新設流し撤去部分：壁（下地・仕上）新設流し撤去部分：壁（下地・仕上）新設
・木製下地組の上、　6mmベニヤ貼り・木製下地組の上、　6mmベニヤ貼り・木製下地組の上、　6mmベニヤ貼り・木製下地組の上、　6mmベニヤ貼り・木製下地組の上、　6mmベニヤ貼り・木製下地組の上、　6mmベニヤ貼り・木製下地組の上、　6mmベニヤ貼り

・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋防水型複層塗材Ｅ・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋防水型複層塗材Ｅ・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋防水型複層塗材Ｅ・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋防水型複層塗材Ｅ・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋防水型複層塗材Ｅ・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋防水型複層塗材Ｅ・露筋：爆裂箇所：防錆処理＋ポリマーセメントモルタル充填＋防水型複層塗材Ｅ
・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋防水型複層塗材Ｅ・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋防水型複層塗材Ｅ・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋防水型複層塗材Ｅ・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋防水型複層塗材Ｅ・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋防水型複層塗材Ｅ・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋防水型複層塗材Ｅ・0.2ｍｍ以下 ひびわれ箇所：シール工法　可とうエポキシ樹脂＋防水型複層塗材Ｅ

・LGS下地（65型＠450）両面強化石膏ボード ２重貼り（12.5ｍｍ＋12.5ｍｍ)・LGS下地（65型＠450）両面強化石膏ボード ２重貼り（12.5ｍｍ＋12.5ｍｍ)・LGS下地（65型＠450）両面強化石膏ボード ２重貼り（12.5ｍｍ＋12.5ｍｍ)・LGS下地（65型＠450）両面強化石膏ボード ２重貼り（12.5ｍｍ＋12.5ｍｍ)・LGS下地（65型＠450）両面強化石膏ボード ２重貼り（12.5ｍｍ＋12.5ｍｍ)・LGS下地（65型＠450）両面強化石膏ボード ２重貼り（12.5ｍｍ＋12.5ｍｍ)・LGS下地（65型＠450）両面強化石膏ボード ２重貼り（12.5ｍｍ＋12.5ｍｍ)

上層：塩ビシート防水（絶縁工法）上層：塩ビシート防水（絶縁工法）上層：塩ビシート防水（絶縁工法）上層：塩ビシート防水（絶縁工法）上層：塩ビシート防水（絶縁工法）上層：塩ビシート防水（絶縁工法）上層：塩ビシート防水（絶縁工法）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）（撤去）
（残し）（残し）（残し）（残し）（残し）（残し）（残し）下層：合成ゴム系塗膜防水＋保護モルタル t=40mm下層：合成ゴム系塗膜防水＋保護モルタル t=40mm下層：合成ゴム系塗膜防水＋保護モルタル t=40mm下層：合成ゴム系塗膜防水＋保護モルタル t=40mm下層：合成ゴム系塗膜防水＋保護モルタル t=40mm下層：合成ゴム系塗膜防水＋保護モルタル t=40mm下層：合成ゴム系塗膜防水＋保護モルタル t=40mm

（残し）（残し）（残し）（残し）（残し）（残し）（残し）

Ａ-１８Ａ-１８Ａ-１８Ａ-１８Ａ-１８Ａ-１８Ａ-１８

2024年 12月2024年 12月2024年 12月2024年 12月2024年 12月2024年 12月2024年 12月

防水層 平場防水層 平場防水層 平場防水層 平場防水層 平場防水層 平場防水層 平場

防水層　立ち上がり部等防水層　立ち上がり部等防水層　立ち上がり部等防水層　立ち上がり部等防水層　立ち上がり部等防水層　立ち上がり部等防水層　立ち上がり部等

アルミ製笠木アルミ製笠木アルミ製笠木アルミ製笠木アルミ製笠木アルミ製笠木アルミ製笠木

防水層　平場防水層　平場防水層　平場防水層　平場防水層　平場防水層　平場防水層　平場

防水層　立ち上がり部等防水層　立ち上がり部等防水層　立ち上がり部等防水層　立ち上がり部等防水層　立ち上がり部等防水層　立ち上がり部等防水層　立ち上がり部等

（残し）（残し）（残し）（残し）（残し）（残し）（残し）

既設再設置既設再設置既設再設置既設再設置既設再設置既設再設置既設再設置

古賀西小学校屋上防水等改修工事古賀西小学校屋上防水等改修工事古賀西小学校屋上防水等改修工事古賀西小学校屋上防水等改修工事古賀西小学校屋上防水等改修工事古賀西小学校屋上防水等改修工事古賀西小学校屋上防水等改修工事

（下地・仕上げ共 撤去）（下地・仕上げ共 撤去）（下地・仕上げ共 撤去）（下地・仕上げ共 撤去）（下地・仕上げ共 撤去）（下地・仕上げ共 撤去）（下地・仕上げ共 撤去）

既設天井既設天井既設天井既設天井既設天井既設天井既設天井 木製または鋼製下地の上、ケイカル板t6mm、目透かし貼木製または鋼製下地の上、ケイカル板t6mm、目透かし貼木製または鋼製下地の上、ケイカル板t6mm、目透かし貼木製または鋼製下地の上、ケイカル板t6mm、目透かし貼木製または鋼製下地の上、ケイカル板t6mm、目透かし貼木製または鋼製下地の上、ケイカル板t6mm、目透かし貼木製または鋼製下地の上、ケイカル板t6mm、目透かし貼

軽量鉄骨天井下地または木製下地（撤去）軽量鉄骨天井下地または木製下地（撤去）軽量鉄骨天井下地または木製下地（撤去）軽量鉄骨天井下地または木製下地（撤去）軽量鉄骨天井下地または木製下地（撤去）軽量鉄骨天井下地または木製下地（撤去）軽量鉄骨天井下地または木製下地（撤去）

ケイカル板 6mm 目透かし貼り（撤去）ケイカル板 6mm 目透かし貼り（撤去）ケイカル板 6mm 目透かし貼り（撤去）ケイカル板 6mm 目透かし貼り（撤去）ケイカル板 6mm 目透かし貼り（撤去）ケイカル板 6mm 目透かし貼り（撤去）ケイカル板 6mm 目透かし貼り（撤去）

流し（撤去）流し（撤去）流し（撤去）流し（撤去）流し（撤去）流し（撤去）流し（撤去）

既設床（残し）既設床（残し）既設床（残し）既設床（残し）既設床（残し）既設床（残し）既設床（残し）



・パッシブセンサー　既設1カ所

・WIFI

廻り縁　新設
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工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 1/80
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4,500 4,500

実験台　撤去（６台）

師範台　撤去（1台）

（1475×450　H＝2100）※詳細別途

（W4500×D450×H600) ※詳細別紙

（W540×H1300）※詳細別途

黒板　撤去

（W3600×H1300）※詳細別途

C

D

E

F

G

H

I

A
天井　新設（4箇所）

カーテンボックス

A

A A

A

A

B

B

C

C

C

標本棚（A）　撤去（４台）

D

E

H

I

J

ソフト巾木

軽量鉄骨天井下地（19型）
A

B

B C

D

改修後

（900×2400 H850) ※詳細別紙

（W6000×H900）※詳細別途

B

管理棟 理科室(2) 

壁固定

掃除道具入れ 新設

壁固定

D

化粧石膏ボードt9.5

B

理科室(2)

B 通級教室

指導室(2)

プレイルーム

理科室(2)

平面詳細図・天井伏図(改修前・改修後)

C

A A

7 86

C
D

6 87
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D D

C

7 86

D
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,
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(4)
標本棚(A)

黒板

(6)(5)

(2)

実験台実験台実験台

実験台実験台

(1)

〃

〃

(3)

(2)

標本棚(A)

(3)

スピーカー

(1)
実験台

流し

師範台

掃除具入

プレイルーム

150 150

改修前
凡　　例（解体・撤去） 凡　　例（改修後）

2,250 2,250

150

G

掲示板(大)

J

(既存FL+80) (既存FL+80)

通級教室

指導室(1)

J

B

C

D

廻り縁　撤去

カーテンボックス（A）撤去

B

既設天井 

凡　　例（解体・撤去）

仕上げ・下地共に撤去

カーテンボックス（B）撤去

D D

A

B

C C
B

掲示板(小）

B

A

A A

E E

G

G

G

軽天壁下地
補強範囲

ホワイドボード用 D

E

F

I

I

J

J

K

L

LL

M

N

F

F

軽天壁下地
補強範囲

ホワイドボード用

D エアコン用
補強範囲

軽天壁下地

N N

C

D

凡　　例（改修後）

前室

EE

G

J

H

G

H

H

H

ガス・水道給水・排水の廃止・撤去(機械設備）

屋外給水、屋内給排水・水栓撤去（機械設備）

掲示板（大）（後方）　撤去

掲示板（小）（前方）　撤去

流し：人造石研出仕上

E E

点検口
点検口

点検口

軽天壁下地

補強範囲
エアコン用

G

カーテンボックスカーテンボックス(A) カーテンボックス(A)

カーテンボックス（B) カーテンボックス（B)

・ガス・水道給水・排水の廃止・撤去(機械設備）

・ガス感知器撤去（ツバメガス）

壁より取り外し後、

移設可能な場合は

準備室に移設
（準備室の棚を撤去）

※現況により判断
(1500×450×800）※詳細別途

標本棚(B)撤去または移設(※現況による)

流し 撤去

掃除具入れ 撤去

据付家具　新設（窓下）(4個所）

家具設置

（W500×D450 H1700)※詳細別途

点検口

K

プロペラファン新設
（設備）

 振れ止め1.2m以下

・防音のため壁内グラスウール充填

・強化石膏ボード(t12.5＋t12.5)二重張

・不燃クロス仕上げ

・LGS下地〈65型＠450）

※必要に応じ壁取付下地設置

ＯＡフロア新設

・仕上：複合フローリング t12mm

・捨て貼り合板　t=12mm

（新設床仕上げ＝既設FL+80）

建具　新設（2箇所）

床段差処理用スロープ(既設FL＋80)(2箇所)

・家具工事にて木製スロープ作成

巾木　新設

ソフト巾木　H＝60ｍｍ

・鋼製束（遮音性能のあるものとする）

片引き戸　上部透明ガラス入り

天井裏配線スリーブが見やすい位置に現場調整

新設エアコン配管・換気扇設置用

A

A A

K

L

A

・給排水・ガスコック休止・床下で処理（機械設備）

・木下地組（新設）＋ベニヤt＝6mm

壁仕上げ　新設（家具等撤去部分）

壁仕上げ　新設（家具等撤去部分）

（※展開図参照）

モルタル金鏝仕上げ

（※展開図参照）

B

耐火間仕切り壁 新設

L
B

G
指導室(1)

通級教室 通級教室

指導室(2)

D
A

F

E

既設・新設壁部分

ＥＰ－Ｇ塗装

ＥＰ－Ｇ塗装

カーテンボックス 露出部分

※インサート新設

カーテンボックス（B）(2箇所)新設

C

C

G

C

G

C

G

C

G

C

FFF
カーテンボックス（A）(1個所)新設

（木製）

（木製）

B

B

B

B B

BB

B

B

B
B

B
B

B

D
B

D

A

（外周：6mmケイカル板目透かし貼　EP塗装)

下地：軽量鉄骨下地または

仕上：6mm有孔ケイカル板目透し貼　EP塗装

木製下地

A

D

C

G

前室

H

（※家具等詳細図参照）

（※家具等詳細図参照）

木製 壁仕上・下地　撤去

（木下地組＋ベニヤ(t=6mm))

窓ガラス・横桟撤去

ソフト巾木　撤去

（耐火間仕切り壁新設のため）
N

標本棚(B)

既設アルミパネル
新設エアコン用
現場穴あけ（機械設備）

既設アルミパネル
新設エアコン用
現場穴あけ（機械設備）

K 木製巾木　撤去

L

M

M

K

N

J K

L

LL

L

（※建築基準法114条2項に対応する防火

C

L L

（机2台・椅子４脚）

ホワイトボード新設（３箇所）

JJ

（※2700×900:1台、1800×900:2台）

Ａ-１９

2024年 12月

（※家具等詳細図参照）

アルミパネル 新設（※家具等詳細図参照）

主要な間仕切壁とし、耐火構造とする)

M

C

G
G

・天井付スピーカー 新設(前室）（電気）

・熱感知器　新規取付(4室)(電気）

・エアコン(3台）換気扇(1台）新設(機械設備）
・インターホン移設(前室) 時計新設(3箇所)（電気）

新設天井に移設（契約会社）

新規天井　同位置に移設（契約会社）

その他

その他

天井点検口(450×450 アルミ製)新設

古賀西小学校屋上防水等改修工事

手すり 撤去

手すり（ステンレス製）新設



30 717.5 30 717.5 30

t3mm 透明ガラス

（W1525×１台）

1,525

標本棚（A）４台（撤去）

壁(2)：残し

廻り縁(1):撤去

下地

引き出し

2
,
1
0
0

1
0
0

8
0
0

1
,
2
0
0

1,475

改修前

76 8

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二

2024年 05月

1/80

1/40

管理棟 理科室(2) 

換気扇換気扇

4,5004,500

1
,
1
0
0

8
0
0

Ａ面展開図　S＝1：40

1
,
3
0
0

ナショナル製 壁付けスピーカー

4
0
0

7
0
0

1
,
1
0
0

8
0
0

7,000

CD

Ｂ面展開図　S＝1：40

3
,
1
1
5

黒板（緑板）3600×1300

スクリーンSP412

1
,
3
0
0

9
0
0

1,800

380

5
4
0

（6000×900）

9
0

7
2
0

4
0

8
5
0

2,400 900

2,400

9
0
0

300

5
4
0

天板：メラミン化粧合板

ベニヤOP塗

　実験台（6台）

　　　

流し（1台）

7,000

DC

Ｄ面展開図　S＝1：40

8
0
0

4
0
0

4,5004,500

3
,
1
1
5

678

Ｃ面展開図　S＝1：40

　展開図(改修前)・撤去家具類リスト

べニアフラッシュ

引き違い 450

ダボ

8
0
0

1
0
0

6
0
0

1
0
0

1
0
0

6
0
0

1
0
0

450 1,500

天板：メラミン化粧合板

900

7
0
0

7
0
0

1,800

ベニヤOP塗

SK-138 SK-138

t3mm 透明ガラス

標本棚（A）（4台）

t3mm 透明ガラス

（W1500×3台）

標本棚（B）（1台） 掃除具入れ（1台）師範台（1台）

黒板（1台）

掲示板

6
0
0

4,500

ソフト巾木

4
5
0

6
0
0

450
流し：人造石研ぎ出し

ベニヤOP塗

ベニヤOP塗

ベニヤOP塗

4,500

1,000 905 690 905 1,000

t3mm 透明ガラス

8

3
,
6
0
0

(2)

掃除具入れ

実験台
(1)

実験台 実験台

実験台 実験台 実験台

(2) (3)

(4) (5) (6)

師範台

標本棚(B)
流し

標本棚(A)
(1)

〃

(3)
〃

(4)
標本棚(A)

理科室(2)掲示板(大)

掲示板(小)

黒板

4,500 4,500

7,
0
00

KEY PLAN

6 7

C
D

3
,
1
1
5

下地

下地

仕上

仕上

仕上

下地

仕上

150

2
5
0

2
5
0

3
0
0

2
0
0

展開方向

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

3
,
1
1
5

25mmホモゲン板下地
べニヤ4mm＋OP

4ｍｍべニア貼り

18ｍｍラワン

Ｗ床組 ﾍﾞｰｽﾌﾛｱｰ　t=16.5

塩ビシートｔ＝2.0貼り

VP塗

ソフト巾木　H＝60仕上

ＲＣ下地

Ｗ製下地組

1
5

1
0
0

1
5

1
0
0

1
,
1
0
0

7
0
0 1
,
1
0
0

1
0
0

1
,
1
0
0

8
0
0

1
5

1
0
0

1
,
1
0
0

1
5

掲示板(小）（1台） 掲示板(大）（1台）

時計（移設）

（小）
（撤去）

インターホン（移設）

標本棚(B)（撤去）

（残し）

（残し）

木製巾木 H=100 （撤去）

（撤去）

（残し）

（残し）

表面仕上

ガラス・横桟（撤去）

（アルミパネル取付用)

Ｍ金コテ仕上　ＶＰ艶消し仕上げ（残し）

（残し）

（撤去）

仕上

下地 Ｗ製下地組

仕上

1
7
0
0

450

4
5
0

500

撤去家具等リスト

ガラス・横桟

3
5
0

2
5
0

ガラス・横桟撤去の上、アルミパネル新設
（換気扇・エアコン用スリーブ設置）

仕上 塩ビ製 （撤去）

木製下地または軽天下地

天井(1）

天井(1）

天井(1):撤去 廻り縁(1):撤去 天井(1):撤去

天井(1):撤去 天井(1):撤去
廻り縁(1):撤去

廻り縁(1):撤去

掲示板(大）（撤去）

巾木(1)：撤去巾木(1)：撤去

巾木(2)：撤去

掃除具入(撤去）

壁(1)：残し
壁(1)：残し

巾木(2)：撤去

壁(3)：撤去
壁(1)：残し

壁(2)：残し

理科室（2）（改修前）内部仕上　 凡例

1
,
3
0
0

550

5.5mmベニヤ板貼

床(1)

巾木(1)

巾木(2)

壁(1）

壁(2）

壁(3）

床(1):残し
床(1):残し

床(1):残し 巾木(2)：撤去 床(1):残し

壁(2)：残し

壁(3)：撤去
巾木(2)：撤去

廻り縁(1)

（周囲：6mmケイカル板 目透かし貼りEP)（撤去）

仕上：6mm有孔ケイカル板 目透かし貼りEP（撤去）

（撤去）

流し：人造石研ぎ出し（撤去）

5.5mmベニヤ板貼 ベルセード貼

（木製）

ベニヤ t=6 目透かし貼り OPローラー仕上げ

ベニヤ t=6 目透かし貼り OPローラー仕上げ（撤去）

Ａ-２０

古賀西小学校屋上防水等改修工事



8
0

下地

複合フローリング t=12mm貼り(仕上げ高さ　既設FL+80）仕上

（新設）ソフト巾木 H=60仕上

（既設）ＲＣ下地下地

Ｍ金コテ仕上　ＶＰ艶消し（既設のまま）仕上
（既設）ＲＣ下地下地

Ｍ金コテ仕上　ＶＰ艶消し（既設）を、下地処理の上、ＥＰ－Ｇ塗装（新設）仕上

下地 （既設）ＲＣ下地

仕上 Ｍ金コテ仕上（新設）を素地ごしらえの上、ＥＰ－Ｇ塗装（新設）

下地

仕上

木製下地組下地 （既設）

仕上

下地 （新設）

仕上 シナベニヤ t=6 目透かし貼り(新設)を、素地ごしらえの上 EP-G塗装(新設)

床（1）

巾木（1）

壁（1）

壁（2）

壁（3）

壁（4）

壁（5）

壁（6）

プレイルーム,通級教室 指導室(1)・(2),前室（改修後）内部仕上　凡例

木製下地組

既設床残しの上　OAフロア新設（鋼製束＋捨て貼り合板12mm）

1,960

5,0402,250

1,960

2,2502,250

310800

2,250 2,2502,250

7,0004,500

1
5

1
,
1
0
0

1
0
0

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

1
0
0

7
0
0

1
5

4,500 7,000

1
5

1
,
1
0
0

1
0
0

1
,
1
0
0

5,040

3
,
0
3
5

5,040

5,040

4,500

3
,
0
3
5

3
,
0
3
5

3
,
0
3
5

3
,
0
3
5

3
,
0
3
5

3
,
0
3
5

3
,
0
3
5

3
,
0
3
5

3
,
0
3
5

3
,
0
3
5

3
,
0
3
5

3
,
0
3
5

3
,
0
3
5

4,500

2,250 2,250

3
,
0
3
5

3
,
0
3
5

　

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二 1/80

1/40

管理棟 理科室(2) 
　展開図(改修後）

4,500

7
,
0
0
0

4,500

5
,
0
4
0

2,250 2,250

8

Ａ面展開図　S＝1：40 Ｂ面展開図　S＝1：40 Ｃ面展開図　S＝1：40 Ｄ面展開図　S＝1：40

天井（1）天井（1）天井（1）

4
0
0

壁（5）

壁（6）

窓下棚（新設）

窓下棚（新設）（新設）
床（1） 床（1）床（1）
(既設FL+80） (既設FL+80）

床（1） 巾木（1）巾木（1） (既設FL+80）

天井（1）天井（1）

天井（1）天井（1）

窓下棚（新設）窓下棚（新設）

床（1） 床（1）床（1）床（1）
(既設FL+80） (既設FL+80） (既設FL+80）(既設FL+80）

巾木（1） 巾木（1）巾木（1）

天井（1）天井（1） 天井（1）天井（1）

壁（5）

壁（6）

窓下棚（新設）
窓下棚（新設） 窓下棚（新設） 床（1）

(既設FL+80）
床（1） 床（1）床（1）壁(3） 壁（2） 巾木（1）(既設FL+80） (既設FL+80） (既設FL+80）

巾木（1） 巾木（1）

天井（1）
天井（1） 天井（1）天井（1）

壁（5）

壁（6）
窓下棚（新設）

窓下棚（新設）

床（1） 壁（2） 床（1）(既設FL+80）
(既設FL+80） 床（1）

巾木（1） 巾木（1）(既設FL+80）

巾木（1）

廻り縁（1） 廻り縁（1）

廻り縁（1）廻り縁（1）

カーテンボックス（新設）

（既設壁仕上部分）

換気扇
カーテンボックス（新設）

(掲示板・家具撤去部分壁)

新規ホワイトボード

2700×900

巾木（1）

7 7 66 D C C D

Ａ面展開図　S＝1：40 Ｂ面展開図　S＝1：40 Ｃ面展開図　S＝1：40 Ｄ面展開図　S＝1：40

廻り縁（1）
廻り縁（1）廻り縁（1） 廻り縁（1）

カーテンボックス（新設）

引き戸（新設）

カーテンボックス（新設）

D7 D

Ａ面展開図　S＝1：40 Ｂ面展開図　S＝1：40 Ｃ面展開図　S＝1：40 Ｄ面展開図　S＝1：40

廻り縁（1） 廻り縁（1）廻り縁（1）

カーテンボックス（新設）

既設壁

引き戸（新設）

換気扇

掲示板・家具撤去部分壁 カーテンボックス（新設）

（家具撤去部分） 既設壁

D 88 D

Ａ面展開図　S＝1：40 Ｂ面展開図　S＝1：40 Ｃ面展開図　S＝1：40 Ｄ面展開図　S＝1：40

廻り縁（1） 廻り縁（1）廻り縁（1） 廻り縁（1）

（既設壁）

引き戸（新設）引き戸（新設）

（黒板撤去部分壁）

スロープ(新設)
（既設壁）

小口処理

C77 8 C

プレイルーム

通級教室　指導室1

通級教室　指導室2

前室

スロープ（新設）

Ａ

展開方向Ｄ Ｂ

Ｃ

Ｄ

通級教室 通級教室
指導室(1) 指導室(2)

プレイルーム

前室

(既存FL+80) (既存FL+80)

Ｃ

6 7 8

KEYPLAN

改修後

壁（6）

耐火間仕切壁(1) 耐火間仕切壁(1)

耐火間仕切壁(1)

耐火間仕切り壁(1)

窓下棚（新設）

(既設FL+80）

（家具背面):壁(1)

（家具背面):壁(1)

掃除具入れ 掃除具入れ

軽量鉄骨壁下地 （新設） 断熱材充填（新設）下地
仕上 （新設）強化石膏ボードt12.5mm二重貼りの上、不燃クロス貼り

下地 （新設）軽量鉄骨天井下地
（新設）化粧石膏ボードT＝9.5mm仕上

仕上 （新設）塩ビ製

天井（1）

廻り縁（1）

耐火間仕切壁(1)

下地

仕上

木製下地組
壁（7）

木製下地組（新設）

（既設）

壁（7）

壁（7）

廻り縁（1）
（機械設備）

エアコンスリーブ用
（機械設備）

（設備）
プロペラファン新設

1
5

7
0
0

1
0
0

1
,
1
0
0

4
0
0

(既設FL+80）
床（1）

スロープ（新設）

7
2
0

スロープ（新設）

7
2
0

8
0

7
2
0

7
2
0

耐火間仕切壁(1)

耐火間仕切壁(1) 耐火間仕切壁(1)

FL＋80ｍｍ段差
準備室側から

小口処理

8
0

小口処理

8
0

8
0

8
08
08
0

8
0

8
0

8
0

8
0

8
0

8
0

8
0

8
0

8
0

8
0

8
0

新規ホワイトボード

1800×900

新規ホワイトボード

窓下棚（新設） 1800×900

（既設流し撤去面）

（家具背面）

壁（4）

（既設流し撤去面）壁（4）
（家具背面）

8
0

ベニヤ t=6 目透かし貼り（新設）（塗装なし）

ベニヤ t=6 目透かし貼り OPローラー仕上(既設)を、下地処理の上 EP-G塗装(新設)

ベニヤ t=6 目透かし貼り OPローラー仕上(既設のまま)

Ａ-２１

2024年 12月

既設アルミパネルに現場穴あけ
（エアコンスリーブ）

アルミパネル新設（建築）
換気扇新設（機械設備）

既設アルミパネルに現場穴あけ
天井（1）

※位置現地打合
電気時計（電気） 耐火間仕切壁(1)

※位置現地打合
時計新設（電気）

※位置現地打合
時計新設（電気）

インターホン移設（電気）

古賀西小学校屋上防水等改修工事



Ｎ 通級教室指導室(１)(２)チェア(３号)

寸法 ３６０Ｗ×３３０Ｄ×３４０/６３０Ｈ

座・背 積層合板　ウレタン塗装

脚

粉体塗装　ミストグレー

スチール丸パイプ　φ２２．２

脚キャップ ポリエチレン

８脚

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二

4
3
7

10
0

4
3
7

10
0

通級教室指導室(２)通級教室指導室(１) 前室

4
00

4
00

プレイルーム

Ｌ Ｌ Ｌ

Ｌ

4
3
7

4
00

43
7

40
0

1 /20

1
,
9
00

セフティーエッジ 本体：

ユニボード ピュアＨｉ ｔ２０

（Ｓカン　５ヶ付）

ステンレスパイプ　φ２５

フック：
ステンレス玉付回転フック  ２ヶ

棚：

ユニボード ピュアＨｉ ｔ２０

600 20 450

400
7
0
0

360

天板：メラミン化粧ポストフォーム

3
0

2,100

2067320 20 673 20674

本体：

ユニボード ピュアＨｉ ｔ２０

20 20640 640 20 20640

2,000

20 20640 640 20 20640

2,000

7
0
0

3
0

360

437

400

ユニボード ピュアＨｉ ｔ２０

本体：

天板：メラミン化粧ポストフォーム

437

537

100

20 20640 640 20 20640

2,000

前室Ｍ 掃除用具入れ Ｎ 組み合わせテーブル(長方) 通級教室指導室(１)(２) ２台

脚

天板

寸法

アジャスター

フレーム

6
0

6
10

400

7
0
0

360

天板：メラミン化粧ポストフォーム

3
0

本体：

ユニボード ピュアＨｉ ｔ２０

437

537

100

6
0

6
10

        ＠５０  ３段

棚受け：ステンレス  φ８
        ＠５０  ３段

棚受け：ステンレス  φ８

        ＠５０  ３段

6
0

6
10

7
00

30

360

437

400

ユニボード ピュアＨｉ ｔ２０

本体：

天板：メラミン化粧ポストフォーム

棚受け：ステンレス  φ８

        ＠５０  ３段

60
61

0

棚受け：ステンレス  φ８

台輪：ポリ合板貼 20 台輪：ポリ合板貼 20 台輪：ポリ合板貼 20

台輪：ポリ合板貼 20

付属工具

１２００Ｗ×６００Ｄ×５８０Ｈ

メラミン樹脂化粧板貼り（K-6000KN）

仕上げ厚：２８mm

芯材：パーチクルボード、裏：合板貼り

木口：ソフトエッジ（白）

スチール丸パイプ　３８．１φ×２ｔ

メラミン樹脂焼付塗装　色：白

スチール角パイプ　４０×２０×１．６ｔ

スチール丸パイプ　４８．６φ×４．５ｔ

メラミン樹脂焼付塗装　色：白

ネジ径：M10　材質：PP

六角レンチ　Ｍ６用　１本

掃出し口有

※コロビ止め：

両サイド  ２０ｍｍ 通気すきま

60

雑巾掛け：

ステンレス棒  φ５  Ｌ３００

水受皿：

ステンレス  ｓｕｓ４３０  ｔ０．４

１５         ６０

４
０

０
３

５
０

１５０

１／３〃 １／３

１／２ １／２

窓下棚 窓下棚 窓下棚

窓下棚

通級教室指導室(１)(２)木製建具 ２個所

上部ガラス入り

オレフィンシート貼り

扉仕様

レール レールと戸車で動くものとする

木製フラッシュ戸

248

24 200 24

15
0

家具等詳細図

アルミパネル 1個所通級教室指導室(１)カーテンボックス
プレイルーム

通級教室指導室(１)(２)
３個所

※表面仕上げはＥＰ－Ｇ塗装とする

カーテンボックスは木製とし、以下の寸法を参考に制作

FL

木製片引き戸

Ｅ 天井Ｄ I

Ａ-２２

2024年 12月

≒
2
0
23

ｍ
ｍ

≒1,644mm

空調・換気扇新設に伴うサッシ改修

(配管周囲シーリング打)

配管貫通用孔

(既設ガラス撤去)

シーリング打替え（４周）

※ 引違い窓改修部分には、窓開閉による配管防護用の

既設サッシ枠内にアルミパネル新設

窓ストッパー(２ｹ所)を取付ける。

換気扇設置用 開口サイズ：250×250 開口サイズ：100×100

※ 孔径は下記

1
,1

0
0

1
0
0

985

1
5

エアコン冷媒管（ドレン管共）

1/40

※開口の配置は機械設備との打合による

１箇所 １箇所 １箇所

１箇所１箇所

古賀西小学校屋上防水等改修工事

（バリアフリー対応）

鍵 なし



9,040

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No
　　　　　　神崎信二

一級建築士　第323073号
A1 縮尺 日付

福岡県知事登録第1ｰ30027号株式会社　海　渡　設　計 2024年 05月

外構図

2
,
55

0

2
,5

5
0

1,920

2
,
55

0

2,020

3,600 1,6501,950

A

―

―

60× 90

150×10　H1900 （×84本）

管理棟 外部

管理棟 外部

10 11 12

F-WC

旧用務員室

M-WC

UP

増築部分

プロパン庫

ポーチ

印刷室

自転車置き場

C

B

A

10 11 12

旧用務員室

UP

増築部分

2,
0
20

ポーチ

自転車置き場

木製目隠し

9,040

C

B

A

廊下

西立面図（Ｃ）（non-scale）北立面図（Ｄ）（non-scale）東立面図（Ａ）（non-scale）南立面図 （Ａ）（non-scale）

Ａ-２３

2
,
0
2
0

1
,
9
2
0

4,000 3,600

9,040

自転車置場　木製支柱脚部　改修

旧用務員室　木製目隠し 撤去

2,100 2,400

柱：105×105

屋根・側面：波形スレート

立面図（Ａ）

柱：接地部分の腐食・シロアリ被害

古賀西小学校屋上防水等改修工事

接地している柱の交換（３本）

1,0001,000

屋根・側面：波形スレート

柱：105×105

断面図

ステンレス装飾柱脚

アンカー

束石

改修の方法については、現場確認の上、施工しやすい方法で行って良いものとする

劣化部分のある柱の全交換・部分交換（柱継ぎ）等を行う

（全交換の場合の参考図）

キシラデコール塗装

プレカットする柱の脚部は

ステンレス装飾柱脚にあわせた寸法で

仕上げる

杉  KD管柱　 105× 105(新設）

木製目隠し（H＝2550）

柱 105×105　８本（H＝2250）

脚部(鉄製）部分 H=300

上部：金属製笠木　



（工事時使用可) 教室棟

工事名称 図面名称 A3 縮尺 No

A1 縮尺 日付
株式会社　海　渡　設　計 福岡県知事登録第1ｰ30027号

一級建築士　第323073号

　　　　　　神崎信二

1/600

1/1200

仮設計画図

グラウンド

北門

倉庫

±0

Ｎ

道
路

境
界

線

道路境界線

正門

管理棟

渡り廊下

±0

6000

6,
00

0

配置図 S=1:600

道路境界線

裏門

6000

5,000

15,000

（車椅子使用者用１台）

（内車椅子使用者用１台）

駐車場

児 来

来

児

道
路

境
界

線

ゲートボール場

誘

工 搬

児 来

6
,0

0
0

5,000

誘

工事車両

工事車両

トイレ

トイレ

照明盤
防火水槽

昇降足場② 計9台
駐車場

資材等搬入
内部改修時

体育倉庫

砂場

（内車椅子使用者用１台）

道路境界線

道
路

境
界

線

誘誘

屋外トイレ

※プール（現在不使用）

大プール小プール

キュービクル

受水槽

遊具エリア

学童保育所

ゴミ置場

体育館

鳥小屋

噴水

花壇

防災倉庫

誘

道路境界線

既設フェンス

北門より出入り

撤去予定

高所作業車

中庭入場ルート(1)

工

搬

※内部改修時の資材搬入等は

工事車両

計37台

2024年 12月

現場打合せにて決定する

※ 伐採樹木の伐採は、高所作業車が作業できる程度とし、

一部伐採4ｍ91.2ｃｍ

4ｍ37.6ｃｍ 伐根

伐採・伐根等高さ（ｍ）幹周（cm）番号

②

①

樹木伐採リスト

搬 搬入車輌出入口を示す。

来客の動線を示す。

工事完了時、作業場及び進入路は原型復旧のこと。
学校と十分協議のこと。
工事用出入口位置及び作業時間、足場設置位置については特記事項

来

児

工

児童及び職員の動線を示す。

工事動線を示す。

誘

GLからのレベルを示す。

屋上防水工事においては、屋根外周部に安全手すりを設置する

現場事務所は10㎡程度とする

し範囲)。利用中はPVCマットt=13の上、
ローラ転圧(2t程度)駐車場範囲(不陸直
不陸直し、真砂土散布(t=50程度)の上、

再生クラッシャラン敷きt=15を行うこと。

整地範囲

特記事項

凡　例

±000

工事対象棟を示す。

既存建物

樹木伐採②

樹木伐採①

渡
り

廊
下

昇降足場①

高所作業車
中庭入場ルート(2）

資材荷揚げ降し時

クレーン設置

資材荷揚げ降し時

ラフタークレーン設置

外部足場（設備）

廃材入れ

既設フェンス

Ａ -２４

プラフェンス

凡　例（仮設計画)

外部足場（設備用）

建枠 W5400×L11000

建枠 W3600×L12800

昇降用足場②

昇降用足場①

工事用仮囲い 単管＋白シート
H=2,000

H1000程度 （授業で砂場を使用する際は移動させる）

養生シート張り(全面)

養生シート張り(全面)

（エアコン設置時使用）

高所作業車入場ルート
中庭側樹木の伐採・伐根により入場ルート

を確保すること （樹木伐採リスト参照）

単管＋白シート等にて覆い

防球フェンス

（約10.5ｍ）

プラフェンス

（約10.5ｍ）

（
約
1
1ｍ

）

交通誘導警備員（資材搬出入時等）

（約10ｍ）
出入口

（
約
13
m
)現場事務所

現場事務所設置
樹木剪定の上

※木が干渉
シートかわす

縁石

古賀西小学校屋上防水等改修工事



工事名称 図面名称 A3 縮尺 No
　　　　　　神崎信二

一級建築士　第323073号
A1 縮尺 日付

福岡県知事登録第1ｰ30027号株式会社　海　渡　設　計

―

― 2024年 12月

平断面詳細図　Ｓ＝１／２

フェンス参考図（教室棟）

12
0
0

1
15

0
50

φ50.8×2.3φ50.8×2.3

20
0

2230 2230

φ38.1×2.3

（水抜穴付）

φ38.1×2.3

φ4.0

22
0

～
25
0

〔亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきハガネ鉄線〕

完全式菱形金網φ2.6×56ｍｍ
〔スプリングネット〕

（素線抗張力850Ｎ／ｍｍ ～1050Ｎ／ｍｍ ）２ ２

100以上

200以上

100以上

GL+12.8m

230

外 側内 側

教室棟

屋上ＰＣ－Ｈ１２００[下部隙間防止パイプ付]
（２．２３ｍスパン）

建築基準法・同施行令（平成１２年６月）に基づく風圧力に依る

基準風速 ３４ｍ／ｓｅｃ　地表面粗度区分 Ⅲ　ＧＬ＋１２．８ｍ

S=1:20

Ａ

a～a視図

aa

70

（穿孔深さ）

2
0

50

30

BN M8

（W2枚付）

ケミカルセッタ－AP-8同等品以上

（寸切BT M8、ナット2ケ、大W付）

φ38.1×2.3

（丸パイプ）

エプロン取付金具

t=3.2

Ａ部取付図 S=1:4

※
2

※
1

（丸パイプ）

φ38.1×2.3

２．本図門扉は片側開きとする。

備考
１．

設計荷重・・・建築基準法・同施行令（平成１２年６月）に基づく風圧力

基準風速・・・３４ｍ／ｓｅｃ
地表面粗度区分・・・ Ⅲ

に依る。

設計条件

・・・ＨＤＺＴ７７（ＨＤＺ５５相当）
・主柱、門柱、扉枠、胴縁

・網張りＦＢ、中仕切鉄板
・・・ＨＤＺＴ５６（ＨＤＺ４０相当）

・・・ＨＤＺＴ４９（ＨＤＺ３５相当）・その他部品、部材
　ブレ－ス平鉄

外装は金網類を除く他は下記とする。

・柱根入れ部及びアンカ－部には雨水等が侵入するため、建物の防水対策
注意

　上支障ないか事前に確認のこと。

３．ベ－スプレ－トの穴径は本図で施工上支障ないか確認のこと。

７．本図寸法で機能上及び施工上支障ないか事前に確認のこと。

　下部隙間防止パイプ

４．※１、※２印寸法は機能上及び施工上支障ない位置で現地状況に依り

4040 80

160

8080

30
3
0

1
90 2
50

1
25

1
25

φ60.5×2.3

1
00

9

4-ケミカルセッタ－AP-12同等品以上

（寸切BT M12、ナット2ケ、大W付）

4-φ16

コンクリ－ト強度
Fc＝18N/mm 2

（
穿
孔

深
さ
）

ベ－スプレ－ト取付図 S=1:5

3535

230

PL 9

胴縁に金網取付断面図 S=1:3

38.
1

開き方向 41

門柱

5
3

扉枠

34

門柱・扉枠位置関係図

コ－ナ－部の※３、※４、※５印寸法は門柱のアンカ－位置に留意し５．
機能上及び施工上支障ない位置にて決定とし、下部隙間防止パイプは
それに合わせて現地カット、現地穴あけのこと。
現地加工箇所はジンクリッチペイント補修塗りを施すこと。６．

決定のこと。

40 25

65

100

（穿孔深さ）

2-ケミカルセッタ－AP-12同等品以上

（寸切BT M12、ナット2個、大W付）

L65×65×6

2-BN M10

(W、SW付)

ライナ－PL 3.2

側壁取付図 S=1:5

φ60.5×2.3

65

□100×50×2.3

（端板付）

ライナ－パイプ

60
以

上

30
35

コンクリ－ト強度
Fc＝18N/mm 2

12
0

30

6
0

30

6
0

60

18
0

コンクリ－ト強度
Fc＝18N/mm 2

　（キャップを含む）

Ｚ１１１３１２－０１ＭＴ

（朝日PCフェンス参考図）

W2350

φ60.5×2.3
φ50.8×2.3

1
13
0

12
0
0

屋上ＰＣ両開き門扉  Ｈ１２００×Ｗ２３５０（下部隙間７０）

蝶番φ38.1×2.3

φ38.1×2.3

φ60.5×2.3

屋上PC-H1200屋上PC-H1200

開き方向

31
0以

上

内 側

外 側

＜ベ－スプレ－ト付＞[下部隙間防止パイプ付]
建築基準法・同施行令（平成１２年６月）に基づく風圧力に依る

基準風速 ３４ｍ／ｓｅｃ　地表面粗度区分 Ⅲ　ＧＬ＋１２．８ｍ

２ ２

φ50.8×2.3

70

230

22
0

～
25
0

Ａ

（丸パイプ）

φ38.1×2.3

15
5以

上
1
55
以

上

※
3

310以
上

155以
上

155以
上

※
4

コ－ナ－

ラッチφ16

※
2

※
1

GL+12.8m

S=1:20

[下部隙間防止パイプ付] [下部隙間防止パイプ付]

戸当り付両面回転施錠

完全式菱形金網φ2.6×56ｍｍ
〔スプリングネット〕
〔亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきハガネ鉄線〕
（素線抗張力850Ｎ／ｍｍ ～1050Ｎ／ｍｍ ）

戸当り付両面回転施錠

W2350

φ60.5×2.3
φ50.8×2.3

1
13
0

12
0
0

屋上ＰＣ両開き門扉  Ｈ１２００×Ｗ２３５０（下部隙間７０）

蝶番φ38.1×2.3

φ38.1×2.3

φ60.5×2.3

屋上PC-H1200

開き方向
内 側

外 側

＜片側ベ－スプレ－ト付、片側側壁取付式＞

建築基準法・同施行令（平成１２年６月）に基づく風圧力に依る

基準風速 ３４ｍ／ｓｅｃ　地表面粗度区分 Ⅲ　ＧＬ＋１２．８ｍ

〔亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきハガネ鉄線〕

完全式菱形金網φ2.6×56ｍｍ
〔スプリングネット〕

（素線抗張力850Ｎ／ｍｍ ～1050Ｎ／ｍｍ ）２ ２
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工事名称 図面名称 A3 縮尺 No
　　　　　　神崎信二

一級建築士　第323073号
A1 縮尺 日付

福岡県知事登録第1ｰ30027号株式会社　海　渡　設　計

―

― 2024年 12月

フェンス参考図（管理棟）
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50φ50.8×2.3φ50.8×2.3
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0

1800 1800

φ38.1×2.3

（水抜穴付）

φ38.1×2.3

φ4.0

20
0

〔亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきハガネ鉄線〕

完全式菱形金網φ2.6×56ｍｍ
〔スプリングネット〕

（素線抗張力850Ｎ／ｍｍ ～1050Ｎ／ｍｍ ）２ ２

100以上

200以上

100以上

GL+8.9m

200

屋上ＰＣ－Ｈ１２００（１．８ｍスパン） S=1:20

建築基準法・同施行令（平成１２年６月）に基づく風圧力に依る

基準風速 ３４ｍ／ｓｅｃ　地表面粗度区分 Ⅲ　ＧＬ＋８．９ｍ

２．本図門扉は片側開きとする。

備考
１．

設計荷重・・・建築基準法・同施行令（平成１２年６月）に基づく風圧力

基準風速・・・３４ｍ／ｓｅｃ
地表面粗度区分・・・ Ⅲ

に依る。

設計条件胴縁に金網取付断面図 S=1:3

38
.1

・・・ＨＤＺＴ７７（ＨＤＺ５５相当）・主柱、門柱、扉枠、胴縁
・網張りＦＢ、中仕切鉄板

・・・ＨＤＺＴ５６（ＨＤＺ４０相当）

・・・ＨＤＺＴ４９（ＨＤＺ３５相当）・その他部品、部材
　ブレ－ス平鉄

外装は金網類を除く他は下記とする。

・柱根入れ部及びアンカ－部には雨水等が侵入するため、建物の防水対策
注意

　上支障ないか事前に確認のこと。

３．ベ－スプレ－トの穴径は本図で施工上支障ないか確認のこと。
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ベ－スプレ－ト取付図 S=1:5
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0
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屋上ＰＣ両開き門扉  Ｈ１２００×Ｗ１６１０ S=1:20

蝶番φ38.1×2.3

φ38.1×2.3

両面回転施錠
φ60.5×2.3 戸当り付
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0

屋上PC-H1200屋上PC-H1200

GL+8.9m

300

開き方向

5
00

内 側

外 側

（下部隙間１００）＜ベ－スプレ－ト付＞
建築基準法・同施行令（平成１２年６月）に基づく風圧力に依る

基準風速 ３４ｍ／ｓｅｃ　地表面粗度区分 Ⅲ　ＧＬ＋８．９ｍ

〔亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきハガネ鉄線〕

完全式菱形金網φ2.6×56ｍｍ
〔スプリングネット〕

（素線抗張力850Ｎ／ｍｍ ～1050Ｎ／ｍｍ ）２ ２

ラッチφ16φ50.8×2.3

Ｚ１１１３１２－０１ＭＴ

開き方向 41

門柱

53

扉枠

34

門柱・扉枠位置関係図

1
00

４．本図構造で機能上支障ないか事前に確認のこと。

管理棟

（朝日PCフェンス参考図）
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工事名称 図面名称 A3 縮尺 No
　　　　　　神崎信二

一級建築士　第323073号
A1 縮尺 日付

福岡県知事登録第1ｰ30027号株式会社　海　渡　設　計

―

―

手すり参考図
2024年 12月

笠木　６０Ｘ４５（ＡＬ）
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Ｈ
＝
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＊

＊
＊

１
５

５

支柱（５０Ｘ５０）ＡＬ

外　部 内　部

１
５

樹脂キャップ

ＳＵＳ－Ｍ８Ｘ２０

ＳＵＳグリップアンカー

１７０

８５ ８５

笠木エンドキャップ（樹脂）

部品番号：Ｂ７１２５７
４

３０

４
５

笠木樹脂カバー

部品番号：Ｂ７１２５８

５０５０

ＳＵＳ－Ｍ８Ｘ２０

ＳＵＳグリップアンカー

Ｌ－６５Ｘ５０（ＡＬ）

部品番号：Ｂ７１２１６

１００

６
８

５０

開口＝

１００

２０

外　部

内　部

１
７

０

８
５

８
５

スケール １／２

平断面詳細図　Ｓ＝１／２

縦断面詳細図　Ｓ＝１／２

笠木ジョイント部詳細図　Ｓ＝１／２ 端部納まり図　Ｓ＝１／２
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　（１３）「建築工事の手引き」　福岡県建築都市部編集

イ）冷媒　※ＨＦＣ系（Ｒ４０７Ｃ，Ｒ４１０Ａ，Ｒ１３４ａ，　Ｒ３２等）

衛生器具設備・

給水設備

ホ）室外機の基礎（・標準架台　　・防振架台）

工　　　　　　事　　　　　　種　　　　　　別

階　　数

屋　　外

建　　物　　名　　称 構　　造

一式 一式

一式 一式

Ⅰ．工　事　名　称

一式一式

一式

工事種目

一式

一式

一式 一式

一式

※ 各工事の特記仕様書を確認のこと

建物別及び屋外

一式

一式

一式

１．　工　事　場　所

Ⅱ．工　事　概　要

延面積（ｍ２）

１． 量水器

イ）形状　　・スリット形　　・パネル形　　・ダンパー形

・亜鉛鉄板製　　・普通鋼板製

・要　　・不要

　　　　構成・機能

・要（・本工事　　・別途電気工事）　　・不要

排煙口

ダクトの材質１．

電源装置

中央監視制御

別紙による。

ロ）開放装置　　・手動　　・手動及び遠隔操作可能なもの

１．

２．

３．

中央監視制御装置の２．

温湿度調整目標値１．

ホ）蒸気及び油配管は配管用炭素鋼鋼管（黒）とする。

配管材料

ＪＩＳ　５Ｋ　とする。ただし特記部分はＪＩＳ　１０Ｋ　とする。

防振継手

フレキシブルジョイント ・ベローズ形ステンレス製　　・合成ゴム製

チ）膨張管、安全管及び膨張水槽よりボイラへの給水管の配管材料は、水道用亜鉛

　　メッキ鋼管とする。

ハ）外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー、ホッパーには排水弁を設ける。

　　ｂ）ダブル形　　　２５０×（Ｌ＋１００）×３００Ｈ

　　ａ）シングル形　　２００×（Ｌ＋１００）×３００Ｈ

ロ）ブリーズライン形吹出口には、下記の接続チャンバーを設ける。

　　ｂ）ネック径が２００φをこえるもの　　５００×５００×３００Ｈ

　　ａ）ネック径が２００φ以下　　　　　　４００×４００×２５０Ｈ

イ）シーリングディフューザーには、下記の接続チャンバーを設ける。チャンバー等

風量測定口

ハ）分岐方法（※割込み方式　　・直付け方式）

・スパイラルダクト　・ステンレスダクト）

ロ）工法・種類（・アングル工法　・コーナーボルト工法（・共板　・スライドオン）

下記のものは本仕様による。

ハ）吸込口　　・鋼板製　　※アルミ製（外気吸込口には防虫網付とする。）

ロ）シーリングディフューザー　　・鋼板製　　※アルミ製（シャッター共）

吹出口・吸込口の材質

１０．

１１．

１２．

ダクト９．

防煙ダンパー１３．

ロ）復帰方式　　※遠隔式（※電気式　　・空気式）　　・手動式

イ）操作方式　　・電気式　　・空気式

ハ）温度ヒューズ（・取り付ける　　・取り付けない）

ニ）表示用端子（・設ける　　・設けない）

鋼板厚（・４．５ｍｍ　　※３．２ｍｍ）

下記のものは本仕様による。

イ）　建物内の空気抜き管の保温は、空気抜き弁までとし、仕様は温水管の項による。

ハ）　還り風道の保温（・要　　・不要）　　ニ）　膨張水槽の保温（・要　　・不要）

ホ）　内貼りチャンバー等の保温（・要　　・不要）

ハ）　内貼りチャンバー類の寸法表示は、外形寸法とする。

ロ）　施工箇所は、図示した風道並びにチャンバー類とする。

ヘ）　隠ぺい風道の保温でフランジ部は保温材２枚重ねとする。

機器類の架台

・防振つり金物（・シングル　　・ダブル）（・中央機械室　　・各階機械室）

４．

７．

８．

消音内貼り１６．

１７．

１８．

弁類６．

冷媒５．

イ）種別（※低圧ダクト　　・高圧ダクト）

イ）　内貼りの材料及び施工法は、標準仕様書の当該事項による。

標準仕様書によるほか、取付を図示された部分に取付ける。

ロ）冷温水管　・配管用炭素鋼鋼管（白）　　・耐熱塩ビライニング鋼管

　　　　　　　・一般配管用ステンレス鋼鋼管

ヘ）冷媒管（・銅管　　・断熱材被覆銅管（製造者標準品））

ト）冷媒管の区画処理（・有（※国土交通大臣認定工法　・その他）　・無）

電気工事の範囲２．

３． パッケージエアコン

※施工区分表による。　　・図面詳細による。

イ）パッケージ形空気調和機（・防振パット　　※木台　　※転倒防止処理）

ロ）ユニット形空気調和機（・標準架台　・防振架台）

ハ）送風機（・標準架台　・防振架台） ニ）ポンプ（・標準架台　・防振架台）

ホ）冷凍機（・標準架台　・防振架台）

ヘ）チラーユニット（・標準架台　・防振架台）

ハ）排水管　・配管用炭素鋼鋼管（白）　・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）　・カラーＶＰ

・結露防止層付塩化ビニル管　・硬質塩ビリサイクル管（ＲＦ－ＶＰ）

イ）ユニバーサル形吹出口　　　　・鋼板製　　※アルミ製

ロ）　空気調和機・ファンコイルユニット等の排水管の保温は、給排水衛生設備の排水管

　　の項による。

機械室（配管・風道）の

・

・

・

・

浄化槽設備

電気設備工事※

建築工事※

給水方式

戸数・浄化槽人槽

受水槽有効容量等の　種　別

防火対象物

※長さは標準仕様書による。

・ベローズ形　　・合成ゴム製（・合成ゴム製　・３山ベローズ形）

ニ）冷却水管　　※塩ビライニング鋼管（※ＳＧＰ－ＶＢ　・　　　）

一式

一式

一式

一式

一式

一式一式一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

・

・

・

・

・

・ 排水設備

給湯設備

消火設備

ガス設備

換気設備

空気調和設備

一式 一式一式一式・ 排煙設備

一式 一式 一式一式 一式・ 中水設備

排水方式

浄化槽の形式

給湯設備

消火設備の種別

ガスの種別

（パッケージエアコンを除く）

Ⅲ．工　事　仕　様

　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の仕様書による。

１．適用仕様等

イ）給水管　　・塩ビライニング鋼管（・ＳＧＰ－ＶＢ　・ＳＧＰ－ＶＡ）

※ＨＦＣ系（Ｒ４０７Ｃ，Ｒ４１０Ａ，Ｒ１３４ａ，　Ｒ３２等）　・自然冷媒（ＣＯ２，ＮＨ３）

ロ）冷媒管（※断熱材被覆銅管（断熱厚さ：液管１０ｍｍ（液管の管径９．５２ｍｍ以下は厚さ８ｍｍ）、ガス管２０ｍｍ））

・結露防止層付塩化ビニル管　・硬質塩ビリサイクル管（ＲＦ－ＶＰ）

ヘ）※２０１５年省エネ基準値対応品とする（各メーカ最高ＡＰＦ機種）

　ただし、改定内容で発注仕様の変更又は工事価格の変更が生じる場合は、県担当者と協議すること。

　年度内に最新版が発行された場合は、最新版に準じる。

・床置（・標準基礎　　・防振基礎）

イ）風量測定口　　ロ）チャンバー等　　ハ）吹出口及び吸込口の材質

多湿箇所の範囲

他の設備項目の適用

・天吊（標準図による。）

ニ）防煙ダンパー　　ホ）消音内貼り　　ヘ）防振つり金物

送風機の基礎

下記のものは、空気調和設備の当該項目を適用する。

※厨房　　※浴室（シール有）７．

８．

９．

２．　建　物　概　要

・学校（厨房）・（　　　　　　　　　）

　　　　つり金物

・設ける

※要（指定機器）　　・不要

※要（指定機器）　　・不要

※ファンコイルユニット付属品　　イ）　運転表示ランプ　台数の１／２以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ）　フィルター　各型番台数の１／２以上

※自動巻取形空気濾過用フィルター（各台１巻）

※ユニット形空気濾過器　　　　　　個

・設ける（煙道の直線部に直径８０φ以上のフランジ付とする。）　　・設けない

予備品

圧力計及び連成計

ファンコイルユニット

用調節弁

油サービスタンク

地下貯油槽

※標準仕様書による。

※要（※標準仕様書による。　　・図示による。）　　・不要

・流量調節弁　　・定流量弁（流量設定が可能なもの）

イ）防油堤（コンクリート製）　　※別途工事　　・本工事

ロ）フロートスイッチの機能は、下記による。

・給油ポンプの起動、停止　　・満油警報　　・減油警報

ハ）油面計（・フロート式　　・ゲージ式）

イ）タンク室　　・設けない　　・設ける（・別途工事　　・本工事）

ロ）計量器（・計量尺　・直読式（防水蓋スプリング付、プロテクター共）　・遠隔式）

ハ）土工事　・オープンカット　・矢板（・有　・無）　・特殊基礎（・有　・無）

温度計 ※標準仕様書による。

瞬間流量計

１９．

２０．

２１．

２２．

２３．

２４．

２５．

２６． アワーメーター

２７． 度数計

２８． 煤煙濃度計

２９． ばいじん量測定孔

※計量法　検定合格品とする。

・標準基礎　　・防振基礎

　　　　防食管継手

量水器桝２．

ポンプ基礎

６． 引込納付金等

８．

７．

他の設備項目の適用

※別途

イ）防振継手　ロ）フレキシブルジョイント　ハ）防振吊り金物及び支持金物（ただし揚水管のみ）

建物導入部配管

管の埋設深さ ・一般敷地（・３００　ｍｍ　・　　　ｍｍ）　・構内車両通路（・６００　ｍｍ　・　　　ｍｍ）１０．

１１．

９．

器具接続用管端

・水道事業者指定品（・貸与品　　※買取り）　　・国土交通省型　　・その他

　とし、青銅製弁は管端防食継手の規定に準じた管端コアを備えたものとする。

・塩ビライニング鋼管及びポリ粉体鋼管の配管に取り付ける鋳鉄製の弁はライニング弁

・鋳鉄製ストレーナーはライニングを施したものとする。

３． 弁類

・その他の部分　ＪＩＳ（・５Ｋ　　　・１０Ｋ　）

・水道直結部分　ＪＩＳ（※１０Ｋ　　　・　　　　）

下記のものは、空気調和設備の当該項目を適用する。

※標準図（・（ａ）　・（ｂ）　※（ｃ）スリークッション）による。　

※用いる（図５による。）　塩ビライニング鋼管と給水栓・銅合金製配管附属品等との接続

一般配管　　　・塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＡ）

・子メーター（・貸与品　　※買取り）　（・直読式　　・遠隔式）

・親メーター（※貸与品　　・買取り）　（・直読式　　・遠隔式）

厨房、浴室等のシンダー内配管　　　・塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）

　　　　　　　・ポリエチレン管　１種（ＰＥ）　（・溶着接合　・金属継手接合）

・屋内消火管　（・要　　※不要）　　　・屋外露出消火管　（※要　　・不要）

※要消防設備士

５． 管類

６．

・配管用炭素鋼鋼管（白）（屋内）　・外面被覆鋼管（・ＳＧＰ－ＶＳ　・ＳＧＰ－ＰＳ）

１．

２．

種類

管類

保温４．

・標準基礎　　・防振基礎

※減圧弁付屋内消火栓弁

１．

２．

３．

消火ポンプの基礎

・要　　・不要

及びサクションカバー

フート弁・呼水槽

・都市ガス（ガス種　※１３Ａ　・１２Ａ　）　　　・液化石油ガス

屋外埋設配管　・ポリエチレン管ＪＩＳ　Ｋ　６７７４

一般配管　　　・配管用炭素鋼鋼管（白）　　・ガス用ステンレス製フレキシブル管

　　　　　　　・硬質塩ビ外面被覆鋼管　　　・ポリエチレン被覆鋼管

ピット内配管　・硬質塩ビ外面被覆鋼管　　　・ポリエチレン被覆鋼管

・本工事　　・別途工事

※ガス漏れ警報器工事は、住宅工事においては原則として行わない。

液化石油ガス設備士による施工とする。

（財）日本エルピーガス機器検査協会、検査合格品とする。

※要　　・不要

建物導入部配管

絶縁継手

ガス栓

施工資格

ガス漏れ警報器

・標準図（・（ａ）　・（ｂ）　※（ｃ）スリークッション）による。

都市ガス３． イ）ガスメーター　親メーターはガス供給事業者より借用、子メーターは買取りとする。

液化石油ガス４．

連動スイッチ（・要　　・不要）ガス湯沸器の付属品５．

ハ）転倒防止用の鎖（・別途工事　　※本工事）

ニ）ボンベ置場のコンクリート基礎（※別途工事　　・本工事）

イ）ガスメーター（・買取り　　・借用）　　ロ）集合装置（・別途工事　　※本工事）

６．

７．

８．

９．

１０．

ダクトの種別 ※低圧ダクト　　　・高圧ダクト

厨房排気ダクト（矩形ダクトに限る）の板厚は、表１による

イ）排気フードの補強及び支持金物、接合材等は、亜鉛鉄板製風道の当該事項による。

ロ）材質　　※ステンレス製　　・亜鉛鉄板製

ダクトの分岐方法 イ）給気用ダクト　　※割込み方式　　・直付け方式

ロ）排気用ダクト　　※割込み方式　　・直付け方式

換気フード

厨房排気フード

４．

５．

６．

※厨房排気は原則としてアングル工法とすること

３．

図面詳細による他、下記による。

図面詳細による。

伸縮継手

グリーストラップ

差込ソケット（ＶＶ）

満水試験継手

１０．

ビニル製伸縮継手

排水流し下のビニル製排水管には差込（ＶＶ）ソケットを使用すること。

特記以外ＪＩＳ　５Ｋ　とする。

排水鋳鉄管系統の床上掃除口直下に取付ける管は４５°２回曲りとする。

９．

８．

１１． 図示による。

床上掃除口直下の曲管

可燃材の区画処理

弁類

コンクリート桝ふた６．

５．

４．

空気調和・衛生工学会規格ＳＨＡＳＥ－Ｓ　２１７（グリース阻集器）によるものとする。

１． 管類 イ）・ステンレス鋼管（・圧縮接合　・溶接接合）　・保温付ステンレス鋼管

ロ）銅管使用の場合はＭ管とし、電食防止継手を取付ける。

２． 器具接続用管端

　　　　防食管継手

　　・耐熱塩ビライニング鋼管　・鋼管　　・保温付被覆銅管　　・被覆断熱銅管

ＪＩＳ　５Ｋ　とする。ただし、特記部分はＪＩＳ　１０Ｋ　とする。

ロ）コンクリート埋設部（・防水麻布巻　　・保温施工）

保温

・ガス　　・灯油　　・電気

・瞬間式　　・貯湯式　　・風呂給湯器（オートタイプ）湯沸器

燃料

イ）膨張水槽の保温（・要　　・不要）

ガス湯沸器用排気筒は、ＪＩＳ　Ｓ　３０２５によるＳＵＳ３０４（厚さ０．３ｍｍ以上）とする。

・排気筒の断熱（※要（隠ぺいの箇所のみ）　　・不要）

５．

６．

７．

・排水用塩ビライニング鋼管（・ＭＤ継手　　・　　　　　）

・汚　水　管　　・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）　　・耐火二層管

管接合２．

弁類３．

排気筒及び煙突４．

※用いる（図５による。）

トイレブース内の紙巻器、リモコン類等についてはＪＩＳ　Ｓ００２６に則った配置とすること。

・普通　　・盗難防止形　　・耐食　　・盗難防止形耐食　　・身体障害者対応

　定めるＦ☆☆☆☆基準のものとする。

洗面化粧台

※節水コマ付　　・普通コマ付水栓

※洗面化粧台キャビネット部材は、ホルムアルデヒト放散量が日本農林規格（ＪＡＳ）で

小便器洗浄方式 ※専用洗浄弁式　　　・洗浄弁式

５．

４．

６．

７． 鏡

・洋風大便器（※節水型　　・一般型　　・高座面形）

・床置型　　・壁掛型

大便器洗浄方式

小便器

・和風大便器（※節水型　　・一般型）　※耐火カバー（防火区画貫通部）大便器

３．

２．

１．

水栓柱８．

９． 器具配置

・フラッシュタンク式　　　・節水型ＦＶ（バキュームブレーカ付）　　・タンク式

掘削深さ（１，５００　ｍｍ以上）の掘削には矢板を使用すること。矢板

すること。

給水管その他の管が、建築基準法施行令第１１２条第１５項の準耐火構造の防火区画等を貫通

　　　地域係数（Ｚ）は、１．０とする。

（２）地域係数（Ｚ）

＊次に示す機器を、重要機器、重要水槽とし、それ以外の機器を一般機器、一般水槽とする。

・

＊耐震安全性の分類 （・特定の施設　・一般の施設）

（　）書きの数値は防振機器

１３階建以上の場合は上層４階

　２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は上層３階、

＊上層階の定義は、次のとおりとする。

地階及び１階

中間階

屋上及び塔屋

上層階、

設置場所

重要機器 重要水槽 一般機器

・特定の施設

耐震安全性の分類

一般水槽 重要機器 重要水槽

・一般の施設

一般機器 一般水槽

　　　機器毎の耐震安全性の分類及び設置場所により以下表より求める

（１）設計用標準震度（Ｋｓ）

ハ）電動機の周波数は、６０Ｈｚとする。

ロ）電動機出力は、原則として、表示された出力以下の容量とする。

　　とする。

イ）機器類の能力、容量等（電動機出力は除く）は、原則として、表示された数値以上

なお、材料及び製品については、地域産材の使用に努めること。

この工事に使用する機材は、監督職員（係員）の承諾を受けること。

３．耐震施工

容量等の表示２．

１． 機材

呼び径１００以下はねじ接合、１２５以上はフランジ接合とする。

飲料用の給水・給湯管，継手，弁類，水栓等については、鉛に関する浸出性能基準を満足

はつり

コンクリート強度 イ）無筋コンクリートの配合は、１：２：４とする。

ロ）鉄筋コンクリートの設計強度は、１８Ｎ／ｍｍ２　とする。

１１．

１２． 既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の孔開けは、原則としてダイヤモンドカッター

設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版」による。

による。事前に探査機等を使用し、コンクリート内の配筋・配線等を避けること。

する場合の措置は、図１による。

埋設標識テープ

　　上水（青）　　ガス（緑）　　消火管（赤）　　中水（黄色）　　油（茶）

　　その他については、監督職員（係員）の指示による。

地中埋設標

コンクリート内の防食は、防食用ビニルテープ巻（１／２重ね１回巻）とする。

　　クリート内の防食

地中埋設及びコン

８．

９．

１０．

※標準仕様書による。　・図示による。

地中埋設は、ペトロラタム系ペーストを塗布のうえ、ペトロラタム系防食テープ１／２重ね１回巻きを行

詰め、表面を平滑にしたうえで防食シートで包み、プラスチックテープを１／２重ね１回巻きとする。

う。さらにプラスチックテープ１／２重ね１回巻きを行う。継手は凹部分にペトロラタム系マスチックを

※鋼材・ボルトナットを屋外又は多湿箇所に使用する場合は、溶融亜鉛メッキ（２種３５）

　又は、ステンレス鋼製（ＳＵＳ３０４）とする。

鍵類 この工事で設置する鍵類の仕様については、監督職員（係員）の承諾を受けること。

※特記なき電線は、６００Ｖビニル絶縁電線とする。

※可とう電線管は、２種金属可とう電線管とする。

※特記なき電線管は、薄鋼電線管又は同一外径のねじなし電線管とする。

１４．

１５．

発生材の処理

残土処分 ※構外搬出　　・構内敷き均し ・

※１８建設副産物の処理についての項を適用すること。

※フロンの処理は、１９フロン処理についての項を適用のこと。

章 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

この工事に必要な官公署その他の関係機関への諸手続等は、これに必要な資機材、労務、

及び費用を請負者の負担にて速やかにおこない、その検査に合格すること。手続き

官公署その他への

機能試験 工事の内容に応じて、機能試験を行うこと。

※施工区分表による　　　・図面詳細による他工事との取合い

・配管（建築配管作業）　・建築板金（ダクト板金作業）　・熱絶縁施工（保温保冷工事作業）

住宅においては２０戸以上、住宅以外の建物については１，５００ｍ２以上の工事に適用する。

・冷凍空気調和機器施工（冷凍空気調和機器施工作業）

技能士の適用

あと施工アンカーの施工は、（一社）日本建築あと施工アンカー協会の有資格者にて行うこと。あと施工アンカー

　　　　　・その他

工事用電力・水

監督員事務所

総合仮設計画書

足場・構台

工事表示板等

工事車両の出入り口

監督員の指示による。

工事用車両の出入口では、一般通行人及び一般車両の安全確保に努めること。

仮囲い等危険防止措置

交通誘導員　　・配置する（　　　名以上）　　　・配置しない

（※冷・暖房期前若しくは指定日に総合運転調整を行い、試運転成績表を提出すること）

２．

３．

４．

５．

６．

７．

　（７）「公共住宅建設工事共通仕様書（令和元年度版）」　国土交通省住宅局住宅総合整備課監修

図２による。

埋設深さは１５０ｍｍ、テープ幅は１５０ｍｍ以上（図３）とし、色については次による。

※電気工事士法に定める「電気工事」「軽微な工事」を自ら行うものは、電気工事業の登録または届出

　及び電気工事士資格を要し、「軽微な作業」を自ら行うものは電気工事業の登録または届出を要する。

７０°□×１３００（※合成樹脂製　・人研製　・ＳＵＳ製）

図１による。

　　・架橋ポリエチレン管またはポリブデン管（さや管工法）　・金属強化ポリエチレン管

　　　　　　・排水用塩ビライニング鋼管　　・耐火性硬質ポリ塩化ビニル管（ＦＳ－ＶＰ）

主要熱源機器

全熱交換器

空調方式

換気設備

排煙設備

その他の区画

消防法

建築基準法

・情報共有システム活用　　・余裕期間制度対象

　（１）「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編　令和４年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（２）「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編　令和４年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（３）「公共建築工事標準仕様書（建築工事編　令和４年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（４）「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編　令和４年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（５）「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編　令和４年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（６）「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編　令和４年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　年度内に最新版が発行された場合は、最新版に準じる。

　ただし、改定内容で発注仕様の変更又は工事価格の変更が生じる場合は、県担当者と協議すること。

３．現場に常備する図書等

１．適用仕様等　及び２．補足基準　のうち、当該工事に係る図書等については現場事務所に常備し、監督職員の承認を得ること。

４．特　記　仕　様

（３）図面に明記なくも関係法規上・機能上・意匠上当然と認められるものは、本工事にて施工すること。

２．補足基準等

　適用仕様等、図面及び特記仕様に記載されていない事項は、以下の基準、指針、要領、標準図等による。

　（１）「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編　令和４年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

　（３）「建築工事標準詳細図（建築工事編　令和４年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

　（２）「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編　令和４年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

　（４）「機械設備工事監理指針（令和元年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（５）「電気設備工事監理指針（令和元年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（６）「建築工事監理指針（令和元年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（７）「建築改修工事監理指針（令和元年版）」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　（８）「建築設備耐震設計・施工指針（２０１４年版）」　独立行政法人　建築研究所監修

　（９）「建築工事安全施工技術指針・同解説」　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修

　（１０）「建設廃棄物処理指針」　厚生労働省生活衛生局

　　　　　（厚生労働省労働基準局安全衛生部化学物質対策課、環境省　水・大気環境局大気環境課）

　（１１）「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」

　（１２）「石綿含有廃棄物等処理マニュアル（第３版）」（環境省環境再生・資源循環局）

４．

（１）章および項目は番号に・印のついたものを適用する。

（２）特記事項のうち選択する事項は、原則として※印を選択するが、それ以外を適用する場合は・印をつけて選択する。

吊り及び支持等７．

　　　　　　　　　　する配管

給水管等の材質

ライニング鋼管の継手

４．

５．

６．

防火区画等を貫通

一
般
事
項

４

衛
生
器
具
設
備

給
水
設
備

５

排
水
設
備

６

給
湯
設
備

消
火
設
備

ガ
ス
設
備

９

換
気
設
備

排
煙
設
備

自
動
制
御
設
備

空
気
調
和
設
備

１１

１２

１３

２

仮
設
工
事

１

３

共
通
事
項

７

８

６．その他　　　（本工事該当箇所に・印を付ける）

・ さく井設備

３．工　事　種　目　（・印を付けたものを適用する）

給
排
水
衛
生
設
備

空
気
調
和
設
備

４　本　工　事　設　備　概　要　　　（本工事該当箇所に・印を付ける）

５．法令による区画（本工事該当箇所に・印を付ける　※有の場合は、図示等による）

防火区画

１１２条区画（・有　　・無）

１１４条区画（・有　　・無）

延焼のおそれがある部分（・有　　・無）

排煙区画（・有　　・無）

令８区画（・有　　・無）

共住区画（・有　　・無）

２．０

（２．０）

１．５

（１．５）

１．０

（１．０）

１．５

１．５

２．０ １．５

（２．０）

１．０

（１．５）

０．６

（１．０）

１．５

１．０

１．０

（１．０）

０．６

（１．５）

１．０

（２．０）

１．５

１．０

１．０

１．５

（０．６）

０．４

（１．０）

０．６

（１．５）

１．０

０．６

０．６

１．０

夏　季

冬　季

％

％℃％℃　　℃ 　　　　℃１．８℃ －０．７℃ ５９．２％ １９．０％

３４．８℃ ℃％℃５７．１％ 　　℃ 　　　　℃２７．５℃ ２８．０ ２５．０ ８０％

（ＤＢ）

温　　度 湿球温度

（ＷＢ）

湿　　度

（ＲＨ）

温　　度

（ＤＢ）

湿球温度

（ＷＢ） （ＲＨ） （ＤＢ） （ＲＨ）

温　　度

（ＤＢ）

湿　　度

（ＲＨ）

外　　　　　気

湿　　度 湿　　度温　　度

室　　　　　　　　内

・　ファンコイルユニット　　・　ダクト併用方式

・　鋼製ボイラ（　・　立てボイラ　　・　炉筒煙管式ボイラ）

・　直だき吸収冷温水機・　遠心冷凍機 ・　吸収冷凍機

・　ヒートポンプチラー（　・　水冷　　・　空冷）

・　蒸気

・　静止形

・　空気調和機

・　将来冷房可能

・　温風暖房機

・　暖房専用

・　全熱交換ユニット

（・　水道直結方式（・直圧　・増圧）　・　高架水槽方式　・　ポンプ直送方式　）

・　ポンプアップ式 ・　敷地外放流方式

・　非直放流（　・　浄化槽　　・　中水処理槽）

（・　水道直結方式　・　高架水槽方式　・　ポンプ直送方式　）

・　現場施工型 ・　放流水質ＢＯＤ　　ｍｇ／Ｌ

・　液化石油ガス ・　簡易ガス

・スプリンクラー・連結散水 ・連結送水

・　水噴霧消火 ・　泡消火 ・　不活性ガス ・　ハロゲン化物消火

・　中央式

・　温風暖房

・　鋳鉄製ボイラ

・　ダクト方式

・　温水

・　回転形

・　温風暖房機

・　往復動冷凍機

・　法規（　・　建基法　　・　消防法）・　機械排煙（　・　有　　・　無）

・　直接暖房（　・　蒸気　　・　温水）

中水水源（・　雑用水処理水　・　雨水　・　井水　）　　

給水方式

・　重力式

・　建物内汚水と雑排水（　・　分流　　・　合流）

・　直放流（　・　合流式　　・　分流式）

中水給水方式

・　ユニット型

・　合併処理

・　都市ガス

・　機械換気（　・　有　　・　無）

・　屋内消火栓（　・１号・２号・易操作性１号）

・　屋外消火 ・　粉末消火

・　局所式

上水水源（・　市水　・　井水）　　法的区分（・　小規模貯水　・　簡専　・　専用水道）

年

特記仕様書（１）

令和 月 日

Ｍ ０１

古賀西小学校屋上防水等改修工事

福岡県古賀市天神７丁目４番１号

・　パッケージ方式（　・　中央式　　・　各階式　　・　個別式）

古賀西小学校屋上防水等改修工事

福岡県古賀市天神７丁目４番１号

一級建築士　第３２３０７３号　神崎信二

株式会社　海渡設計

福岡県福岡市東区名島二丁目２番８号

・学校（一般系統）

ニ）ドレン管の材質　・配管用炭素鋼鋼管（白）　　　・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

煙道１４．

１５． 保温

ハ）冷媒管及びドレン管の区画処理（・有（※国土交通大臣認定工法　・その他）・無）

ロ）排気用ダクト　・アングル工法　・コーナーボルト工法（・共板　・スライドオン）

イ）給気用ダクト　・アングル工法　・コーナーボルト工法（・共板　・スライドオン）

　　　　　　　　　・スパイラルダクト　・耐火二層管工法　　・ＶＰ管工法

　　　　　　　　　・スパイラルダクト　・耐火二層管工法　　・ＶＰ管工法

管理棟

　　　　　　　・ステンレス鋼管（ＳＵＳ）　（・圧縮接合　・溶接接合　・拡管接合）

ピット内配管　・塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）　・ポリ粉体鋼管（ＳＧＰ－ＰＤ）

　　　　　　　・架橋ポリエチレン管またはポリブデン管（さや管工法）　・金属強化ポリエチレン管

　　　　　　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）　・鋳鉄管（　　　型　　　種）

　　　　　　　・塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）

　　　　　　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

　　　　　　　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）　・水道用硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

屋内地中配管　・塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）　・ポリ粉体鋼管（ＳＧＰ－ＰＤ）

屋外配管　　　・塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　・ポリ粉体鋼管（ＳＧＰ－ＰＤ）

　　ミカゲ（未舗装部）　鋳鉄（歩道部）　保護鋳鉄（車道部）（・Ｔ－８　・Ｔ－１４　・Ｔ－２５）

・鋼　管（・ねじ込み式　　・ＭＤ継手　　・　　　　　　）

　　　　　　・硬質塩ビリサイクル管（ＲＦ－ＶＰ）：ピット内

・屋外排水管・硬質塩化ビニル管（・ＶＰ　・ＶＵ）※呼び径１２５以上は原則としてＶＵとする。

・小口径桝立上り管・リサイクル硬質塩ビ三層管（・※ＲＳ－ＶＵ）

　　　　　　・硬質塩ビリサイクル管（ＲＦ－ＶＰ）：ピット内

・雑排水管　・配管用炭素鋼鋼管（白）　・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）　・カラーＶＰ　　・耐火二層管

　　　　　　・排水用塩ビライニング鋼管　　・耐熱硬質塩化ビニル管　　・耐火硬質塩ビ管（ＦＳ－ＶＰ）

・通　気　管・配管用炭素鋼鋼管（白）　・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）　・カラーＶＰ　　・耐火二層管

　　　　　　・硬質塩ビリサイクル管（ＲＦ－ＶＰ）：ピット内

用水及びプールの水張りを含む）及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。

・設けない　　・設ける　（　　１０　ｍ２程度）　備品については監督員の指示による。

この工事に必要な工事用電力（仮設及び試運転調整用電力を含む）、水（機能検査、消火

１．

４． 弁桝

配管材料

・国土交通省型　図４による。

５．

配管材料

１．

小口径桝ふた７．

１．

ダクトの工法・種類３．

厨房ダクトの板厚２．

・週休２日促進工事　　　　・入札時積算数量書活用方式対象工事　　　・快適トイレ設置対象

・ 撤去工事

一式改修

一式改修

一式撤去 一式撤去

１０

・指定色仕上げ　　・指定なし

１３． 電気工事

２．

１．

５．

６．

７．

３．

４．

・要する　　　・要しない

・他工事　　　・本工事（詳細図による。）

・他工事　　　・本工事（詳細図による。）



※浄化槽仕様書による。

１８※加圧給水ポンプ（住宅物件）の仕様については、加圧給水ポンプユニット仕様書
　資源の有効利用、環境負荷の低減等を図り、「資源循環型社会」を構築するため、建設副産物の発生抑制、

再利用、適正処理を推進する。

　現場内で発生する建設副産物の処理については、現場内において発生する品目ごとに分別保管場所を設置し

集積すること。

・金属くず

　（アスファルト塊）

　その他の副産物

・廃プラスチック

・ガラス、陶磁器くず

・がれき類

・繊維くず

　指定副産物　（原則として再資源化施設へ持込むもの）

　（コンクリート塊）

・木くず
・廃石こうボード

・汚泥

　また、「再生資源の利用の促進に関する法律」、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」、

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び建設廃棄物処理指針その他関係諸法令等によるほか、建設副産物

適正処理推進要綱に従い、指定された方法により適正に処理を行うこと。

　工事に際しては、工事着手時に「建設副産物処理計画書」、工事竣工時に「建設副産物処理結果報告書」

（共に添付書類を含む）を提出すること。

（国土交通省仕様）による。

１７

※　硬質塩化ビニル管及び鋳鉄管のコンクリート、地中埋設部は防食施工しない。

※　支持金物仕様ＰＳ内（鋼製）、屋外（ＳＵＳ製）、その他（樹脂製）とする。

※　間仕切壁（ＰＬ板除く）貫通の場合は両側にプラスチックプレート取付のこと。

※　サニタリーベンド及び通気管の屋内露出部分は塗装する。

※　屋内露出（便所）の通気管は塗装する。

※　コンクリート貫通部分には、防食処理を行う。

※　スパイラルダクト（フランジ部を除く。）の保温は、グラスウール保温板３２Ｋ使用してもよい。

※　ＯＡダクトが室内空調空間を経由する場合は保温すること。

※　ポリスチレンフォーム保温筒及びロックウール保温筒又は、保温板の使用が困難な箇所は、ロックウールフェルトを使用してもよい。

※　防火区画を貫通する管の保温は、その貫通する部分をロックウール保温材とする。

※　ストレーナー・弁の保温は、屋内屋外ともビスなどにより容易に着脱できる構造とすること。

※　蒸気管、温水管の保温は、ポリエチレンフィルムを除く。

※　全熱交換器の一次側ＯＡ、ＥＡダクトは保温工事を施すこと。

※　さや管ヘッダー工法におけるヘッダー管は保温を行うこと。

※　ドレン管の保温は、排水管の項による。

（
）

（２）軽荷重（１）重荷重

１
０
０

５
０

参考図３　小口径桝取付要領図

※　給湯器接続用フレキは保温チューブにて保温すること。

（※副管サイズは主管サイズより１サイズ下でも可。）

Ｇ．Ｌ

Ｇ．Ｌ

参考図１　水槽類埋設 参考図２　ドロップ桝参考図

参　考　図

表１　厨　房　排　気　ダ　ク　ト　の　板　厚

厨房排気ダクト（矩形ダクトに限る）の板厚については、以下による

６．上記以外の異種金属接続部

５．水抜きテスト弁と塩ビライニング鋼管接続部

４．水道メーター（砲金）、伸縮弁（砲金）、伸縮メーターユニオン（砲金）と塩ビライニング鋼管

　　接続部

　　絶縁エルボ又は絶縁オスメスソケットを使用すること。

３．マイクロエアベンド及びエアセパレーターと塩ビライニング鋼管接続部

２．衛生器具（水栓類、便器、洗面器等）接続管と塩ビライニング鋼管接続部

異種金属接続部は、屋外埋設配管を除き電食防止のため、異種金属接続用絶縁継手を使用すること。

使用箇所例を下記に示す。

１．砲金製バルブと塩ビライニング鋼管接続部（コア入りバルブは除く。）

図５　異種金属接続部

亜鉛鉄板 ステンレス鋼板

板厚

０．８以上

０．５以上０．６以上

０．８以上

１．０以上

１．２以上

０．６以上

ダクトの長辺

〔単位：ｍｍ〕

２０

水源

２．配管材料

１． ・雨水　　・雑用水処理水　　・井水

　　　　　　　・塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）　・ポリ粉体鋼管（ＳＧＰ－ＰＢ）

試験４． 誤接続がないことを確認するため衛生器具等の取付完了後、系統毎に着色水を用いた通

水試験等を行う。

一般配管　　　・塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＡ）　・ポリ粉体鋼管（ＳＧＰ－ＰＡ）

　　　　　　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）（屋内）　・鋳鉄管（　　型　　種）

※　工事請負業者は、第１種フロン類充てん回収業者にフロン回収処理を依頼し、回収後、引取証明書及び第１種

※　家電リサイクル法（特定家庭用機器再商品化法）に該当する機器（ルームエアコン等）については、

　適切に処理し、管理票（家電リサイクル券）を竣工図書に添付すること。

フロン類充てん回収業者登録書のコピーの発行を受け、竣工図書に添付のこと。

１９

引取証明書、業者登録書のコピー

工事請負業者

発注者（施設管理者）

引取証明書

・・・フロン類回収・運搬

フロン類引渡

委託確認書

回収・運搬・破壊費用支払

「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」に従い処理すること。

業務用冷凍空調機器の
有無の事前確認への協力

委託確認書
引取証明書、業者登録書のコピー
フロン回収証明書

業務用冷凍空調機器の有無の確認
確認結果を書面で説明

第１種フロン類充てん回収業者

フロン類破壊・再生業者 ・・・フロン類破壊処理、一部再生利用

※参考受入場所は現場説明書による

「電気事業法：電気関係報告規制」及び「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」

・廃ＰＣＢ等

に従い、報告書の作成・提出を行うとともに、適切に保管できるようにして施設管理者に引き渡すこと。

・廃石綿等

　　　アスベスト含有保温材等（煙突用断熱材は除く）の除去は可能なかぎり粉じん飛散抑制剤で十分に湿潤化

　　した後、手ばらしで行う事。手ばらし以外の除去（グローブバック方式による除去は除く）の場合は、「改

　　修仕様」９．１．３および「改修指針」９．１．３による。

　１．除去処理

　２．汚染物処分

　特別管理産業廃棄物

処　　理　　内　　容

現場内における分別

現場内分別保管場所の設置

分別保管場所からの積込み・運搬・処分

「建設副産物の処理結果報告書」の作成

「建設副産物の処置計画届」の作成

「再生資源利用実施書」の作成

「再生資源利用計画書」の作成

現場内分別保管場所までの運搬

備　　　　　　考

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

下請工事の場合は不要

建設副産物の処理内容

※　原則、アングルフランジ工法にてシールを施すこと

　（１）除去したアスベスト含有保温材等の処理方法は、「改修仕様」９．１．３（ｂ）（２）及び「改修指針」

　　　　９．１．３（ｂ）（２）により、密封処理する。

　（２）施工区域内において、アスベスト含有保温材等の廃材を高所から移動する場合は、揚重機を使用して、

　　　　アスベスト含有保温材等を高所より落下させない事。なお、アスベスト含有保温材等の保管、運搬、処

　　　　分等については、「改修仕様」９．１．３（ｃ）及び「改修指針」９．１．３（ｃ）による。

Ｇ．Ｌ

埋 設 深 さ Ｈ

１　　　３００以上

２　　　６００以上

３　　　　　以上

Ｔ

Ｈ
ｔ
’

２
０

ｔ
’

切込み砂利又は切込み砕石

２
０

Ｇ．Ｌ

Ｔ

コンクリート

ＶＣ－１～ＶＣ－５

Ｂ

Ｇ．Ｌ

　　９００

２５　以下

１８０ｘ１８０

２００φ

　　７００

１２０

　　５５０

１００

ｔ”

　７５

１００３００ｘ３００

１００～２００

記号

ＭＨＡ－Ｐ３００

　７５

ふたＴ

Ｂ１

ＶＣ－４

Ｂ１

　７５
４０　以下

４５０ｘ４５０

１２０

ＭＨＡ－Ｐ４５０

　５０～　８０

ＶＣ－５

ＶＣ－１

ＶＣ－３

１００

１２０

Ｂ

　　８５０

１００

ｔ’

１００

１，２００ １２０

弁の呼び径

ＶＣ－２

ＶＣ－Ｐ

Ｂ

注（イ）本表のＢ及びＨ寸法は、５Ｋ

　　　　仕切弁を対象とする。

　　　　要に応じ鉄筋を入れる。

　（ロ）コンクリート部には、必

　　　　場製品でもよい。
　　　　なおコンクリート部は工

　（ハ）桝底部には、必要ある場
　　　　合は、水抜管を設ける。

第１項第７号に規定されており、次のいずれかに該当すること。

用途

の覆い有り

以上の鉄板
厚さ０．５ｍｍ

無し

覆いの有無

５．５ｍｍ以上

６．６ｍｍ以上

４．１ｍｍ以上

５．５ｍｍ以上

６．６ｍｍ以上

５．５ｍｍ以上

７．０ｍｍ以上

給水管等の外径

３０分
耐火構造

１時間
耐火構造

２時間
耐火構造

　　９０ｍｍ

　　６１ｍｍ

　　６１ｍｍ

　　９０ｍｍ

　　９０ｍｍ　１１５ｍｍ

　　９０ｍｍ

６．６ｍｍ以上

防火構造

肉厚

給水管

排水管及

び排水管

に付属す

る通気管

　　９０ｍｍ（７５）

　１１５ｍｍ（１００）

　　６１ｍｍ（５０）

　　９０ｍｍ（７５）

　１１５ｍｍ（１００）

　　９０ｍｍ（７５）

　１１５ｍｍ（１００）

　１４１ｍｍ（１２５）

※呼称寸法未満の給水管等については、ＪＩＳに適合した硬質塩化ビニル管であれば、表中の肉厚に満たなくても
　同一の性能を有しているものとして取り扱う。

※表中の（　）内は適合可能な硬質塩化ビニル管（ＪＩＳ　Ｋ　６７４１のＶＵ管を除く）の呼び径寸法を示す。

３．国土交通大臣の認定を受けたものであること。

　　例１）硬質塩ビリサイクル管（ＲＦ－ＶＰ）に防火区画貫通用

　　例２）耐火二層管を認定条件に従って施工する場合

　　　　（立管はすべて耐火二層管とし、横管は立管の

　　　　　分岐から１ｍまでを耐火二層管とし、その延

　　　　　長部分を硬質塩化ビニル管とした場合など）

　　　　　テープを用いる場合（右参考図参照）

２．平成１２年建設省告示第１４２２号に適合すること。（下表）

　　（難燃材料又は硬質塩化ビニル管（ＶＰ）を用いる場合）

１．防火区画等の貫通部分及び両側１ｍ以内を不燃材料で

　　造ること。（右参考図参照）

※　耐火二層管は不燃材料に該当せず、後述の３．に従う。

給水管、排水管及び通気管等が防火区画等を貫通する場合の措置は、建築基準法施行令第１２９条の２の４

図１　防　火　区　画　等　貫　通　部　措　置

図４　弁桝

対象　　吊り長さＬ　≧　７００　ｍｍ

機器重量Ｗ　≧　１０　ｋｇ

図２　機器の吊り施工例

※　ただし、

　　・天井吊形のファンコイル

　　・天井吊形又はカセット形の空気調和機室内機

　　・天井隠ぺい形全熱交換ユニット

　　の設置は、上記にかかわらず全て吊り用ボルトで行い、

　　振れ止めを施したものとする

図３　配　管　埋　設　参　考

４５°±１５°

吊り長さ

Ｌ

全ねじ交差金具

締め具

吊り長さが７００ｍｍ以上、かつ重量１０ｋｇ以上の設備機器

については四隅を鉛直吊りボルトで支持し、隣り合う

２本毎にＸ状斜材を締め具で堅固に取り付けて、天井

との相関変位を抑制すること

　　　　　　　・ステンレス鋼管（ＳＵＳ）　（・圧縮接合　・溶接接合　・拡管接合）

屋外地中配管　・塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）　・ポリ粉体鋼管（ＳＧＰ－ＰＤ）

　　　　　　　※ブチルゴム系コーキングテープ又はゴムリングで完全に密封すること。

　　　　　　　※ブチルゴム系コーキングテープ又はゴムリングで完全に密封すること。

　　　　　　　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）　・水道用硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

　　　　　　　・ポリエチレン管　１種（ＰＥ）　（・溶着接合　・金属継手接合）

３．地中埋設バルブの鉄蓋は「処理水」入りを使用すること。

１．バルブハンドルには若草色の着色塗装を行うこと。

２．バルブ等で誤操作する恐れのある個所には、標示板等を取り付け

　　処理水の等であることが識別できるようにする。

バルブ等

埋設部の配管

メーター １．メーター本体に若草色の着色塗装を行うこと。

２．メーターボックス蓋は「処理水」入りを使用すること。

（地中埋設部）

２．保温後の要所には「処理水」と表示する。

コンクリート内 ２．「処理水」の文字入り埋設標識テープ（黄色）を布設する。

地中埋設部 １．埋設前の裸管に若草色の表示テープを１個所３回巻きにし、１ｍ

　　間隔に巻く。

配管

屋内隠ぺい配管 １．保温前の裸管に若草色の着色塗装を行う。

　　間隔に巻く。

２．保温後の上には若草色の表示テープを１個所３回巻きにし、１ｍ

屋内・屋外露出 １．保温前の裸管に若草色の着色塗装を行う。

３．誤接続の防止対策

注）若草色とは黄緑色をいう。

「処理水を雑用水」と読みかえる。

井戸水を雑用水として使用する場合は、上表において「若草色を紫色に」、

処理水用の若草色表示テープ、黄色の埋設標識テープは福岡市管工事組合に常備。

屋内地中配管　・塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）　・ポリ粉体鋼管（ＳＧＰ－ＰＤ）

ピット内配管　・塩ビライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＤ）　・ポリ紛体鋼管（ＳＧＰ－ＰＤ）

配　管　等　　※塗装できない管種にはテープ巻きを施すこと

給湯管 ガス管排水管 消火管給水管 中水管

１，２００を超え１，８００以下

４５０を超え１，２００以下

４５０以下

１，８００を超えるもの

砲金製バルブ

塩ビライニング鋼管 絶縁オスメスソケット

シングルレバー混合水栓

絶縁オスメスソケット

塩ビライニング鋼管　

水　栓
絶縁エルボ

塩ビライニング鋼管

水道メーター（砲金）

伸縮弁（砲金）

絶縁オスメスソケット

伸縮メーターユニオン（砲金）

絶縁オスメスソケット

弁桝ふた モルタル ヒンジピン

　　仕切弁等
砂利

２００φＶＰ

ＶＣ－Ｐ

Ｂ１

８
０

１
２０

１
５
０

１５０

Ｈ

１
０
０

１０
０

Ｗ１

Ｗ２

埋設標識テープ

山　砂

防火区画貫通用テープ

モルタル埋め

硬質塩ビリサイクル管（ＲＦ－ＶＰ）

防火区画

不燃材料

モルタル埋め

防火区画

１
ｍ

１
ｍ

６
０
０
以
上

山　砂

鋳鉄蓋・ミカゲ蓋

小口径桝

ＶＵ・ＶＰ変換ソケット

ＶＵ管

ＶＵ・ＶＰ変換ソケット

ＶＰ管

塩ビ製中蓋 保護鋳鉄蓋

台座
捨てコンクリート

切込砕石

小口径桝

ＶＵ・ＶＰ変換ソケット

ＶＵ管

ＶＵ・ＶＰ変換ソケット

ＶＰ管

Ｍ ０２

令和 年 月 日

古賀西小学校屋上防水等改修工事

福岡県古賀市天神７丁目４番１号

一級建築士　第３２３０７３号　神崎信二

株式会社　海渡設計

福岡県福岡市東区名島二丁目２番８号

特記仕様書（2）



Ｍ ０３

年令和 月 日

古賀西小学校屋上防水等改修工事

福岡県古賀市天神７丁目４番１号

一級建築士　第３２３０７３号　神崎信二

株式会社　海渡設計

福岡県福岡市東区名島二丁目２番８号

施工区分表



７ ８６

Ｃ

Ｄ

７６

Ｄ

１

ＡＣＰ
１

ＲＣ

１

ＲＣ

１

ＦＥ

Ｇ

Ｇ
Ｇ

Ｒ

　　　　　　神崎信二

一級建築士　第３２３０７３号

福岡県知事登録第１ー３００２７号

１／４０

Ａ１　縮尺

Ａ３　縮尺

１／８０

Ｎｏ

Ｍ－０４

日付

２０２４年１２月

図面名称

古賀西小学校屋上防水等改修工事

工事名称

株式会社　海　渡　設　計

名　　称 仕　　様 台　数
電　気　仕　様

備　　考設　置　場　所記　　号
φ Ｖ ｋＷ

ＡＣＰ

１

冷房能力　７．１ｋＷ　暖房能力　８．０ｋＷ

プレイルーム

１

屋外機用コンクリートブロック基礎、防振ゴムパット、ロングライフフィルター

空冷ヒートポンプ式 壁掛形　ＪＲＡ耐塩害仕様

通級指導室（１）

１１ ２００ ２．３０

ＲＣ

１

ルームエアコン

屋外機保護ガード、転倒防止金物（ＳＵＳ）、ワイヤーレスリモコン、リモコンホルダー、鎖

壁掛形　ＪＲＡ耐塩害仕様

冷房能力　３．６ｋＷ　暖房能力　４．０ｋＷ

屋外機用コンクリートブロック基礎、防振ゴムパット、ロングライフフィルター

冷房消費電力

暖房消費電力 １ ２００ ２．２２

１．電気容量は参考容量とする。

２．パッケージエアコンの能力表示は、ＪＩＳ条件値とする。表記は定格値とする。

３．空調機器は、インバータ制御・高効率機器とする。

２００

冷房消費電力

暖房消費電力

１ ２００ ０．８２

１ ０．９１ １通級指導室（２）

屋外機保護ガード、転倒防止金物（ＳＵＳ）、ワイヤードリモコン

４．２０１５年度省エネ基準適合品とする。

ＦＥ

１

換気扇 窓枠据付格子タイプ　電気シャッター・速調付・電源コード（プラグ付）

２０ｃｍ　×　１２０ｍ３／ｈ

ステンレス製ウェザーカバー（防虫網付）、コントロールスイッチ、化粧枠アタッチメント

１通級指導室（１）１ １００ ０．０２

パッケージエアコン

注２）　※２は２ＦＬ－０にて既設配管切断後、プラグ止とすること。

注３）　※３は２ＦＬ－０にて既設配管切断後、キャップ止とすること。

注１）　太実線の器具及び配管を撤去すること。

注４）　※４はＧＬ－０にて既設配管切断後、プラグ止とすること。

注５）　※５は外壁面にて既設配管切断後、プラグ止とすること。

注１）　太実線の機器及び配管を設置すること。

記　号 名　称 仕　様

給水管

雑排水管

ガス管

単水栓

仕切弁

目皿

ガス栓（単口）

ボール弁

ＧＶ＊＊

ＢＶ＊＊

水道用硬質塩化ビニルライニング管（ＶＢ）

排水用硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

配管用炭素鋼鋼管（白）（ＧＰ）

記　号 名　称 仕　様

冷媒用断熱材被覆銅管

ドレン管

渡り配線

リモコン配線

立下り配管

冷媒用断熱材被覆銅管（ＣＵ）※露出配管は化粧カバーを施すこと（屋内外共）

排水用硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）※屋内配管は保温を施すこと

ＥＭ－ＣＥＥＳ２．０°－２Ｃ

ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５°－２Ｃ

１種金属製線ぴ（ＭＭＡ）

リモコンＲ

コントロールスイッチは

電気工事へ支給すること

プレイルーム
理科室２

通級教室指導室（１） 通級教室指導室（２）

前室
　３２ＧＰ※２

３２ＧＰ※２

３２ＶＢ※２　　
ＧＶ３２　　　　　　　　　 　　　　　　　　ＢＶ３２

１５ＶＢ※２１５ＧＰ※２

３２ＶＢ※５

３２ＶＢ※４ ＧＶ３２

　機器表（改修後）　

　改修後　平面詳細図　　改修前　平面詳細図　

１５ＧＰ※２ １５ＧＰ※２

　　　５０ＶＰ※３

１５ＶＢ※２ １５ＶＢ※２

　　　５０ＶＰ※３ 　　　５０ＶＰ※３

　　　　　　　　　　　３２ＶＢ，３２ＧＰ
３２ＶＢ※２　　

５０ＶＰ※３

１５ＧＰ※２

１５ＶＢ※２

１５ＶＢ※２ １５ＶＢ※２ １５ＶＢ※２
５０ＶＰ※３ ５０ＶＰ※３ ５０ＶＰ※３

１５ＧＰ※２ １５ＧＰ※２ １５ＧＰ※２

５０ＶＰ※３ ５０ＶＰ※３

２０ＶＢ

２０ＶＢ
２０ＶＢ

１６ＶＰ，ＣＵ９．５×１５．９１６ＶＰ，ＣＵ９．５×１５．９ ＣＵ９．５×１５．９，１６ＶＰ

防虫網防虫網

防虫網

　凡例（改修後）　

　凡例（改修前）　

１５０

Ｃ

１，９１５２８５

４，５００

１００ ２８５２８５１，９１５

４，５００

２８５１，９１５１００１，９１５ ２８５ １，９１５ １００ １，９１５ ２８５２８５

４，５００

８

１，９１５ １００ １，９１５ ２８５

４，５００

２８５ １，９３０ １，９３０ ２８５ ７０ ２８５

２，２５０ ２，２５０

２８５１，９３０７０１，９３０２８５２８５１，９３０７０１，９３０２８５

２
０
０
３
０
０

３
０
０

２
０
０

７
，
０
０
０

５
，
０
４
０

３
１
０

４
５
０

７
，
０
０
０

仮設足場

注２）　既設アルミパネルの開口は本工事とする。

注６）　外壁開口箇所はモルタル穴埋め補修を行うこと。

注７）　仮設足場は本工事とする。

Ｇ

Ｇ Ｇ Ｇ Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｄ Ｒ
Ｄ Ｒ

Ｒ

ＲＤ

ＲＤ Ｒ Ｄ

Ｒ
Ｄ

Ｒ

Ｇ

Ｒ

Ｄ

(改修前・改修後）
管理棟　平面詳細図　機器表　凡例



福岡県知事登録第1ｰ30027号株式会社　海　渡　設　計

　　　　　　神崎信二

一級建築士　第323073号

工事名称 図面名称 A3 縮尺

A1 縮尺 日付

No

－

－

工事種目及び工事科目(　・　印の付いたものが対象工事)

 　 工事概要

１．

２．

建物名称 構  造

３．

工 事 目

建物別及び屋外

延面積(m  )

工 事 種 目

4

5

15

20

接　地　の　種　類 記　　号 接　　地　　極

電

力

共　　　同
１枚以上

２本以上

Ａ　種(第１種) ６本以上

本以上

本以上

本以上

本以上

本以上

本以上

枚以上

２

１

６

１

２

６

１

１本以上

６本以上

１本以上

Ｂ　種(第２種)

Ｄ　種(第３種)

Ｃ　種(特別第３種)(１０Ω以下)

通

信

情

報

構　内　交　換　機　用

直流電源装置（陽極）

保　安　用 １０( Ω 以下 )

保　安　用 ( １００ Ω 以下 )

拡声用増幅器( Ω )

建築基準法
階 数

科

　  工　事  仕  様

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

13

22

消防法施行令

別表第一

8

23

24

25

26

27

28

30

31

46

32

42

43

44

45

6

電　線　類

備   考

10

11

12

発生材の処理等について

18

      設計用水平地震力の１/２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

重要機器 一般機器

機器

防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

中間階

地下・１階

上層階

屋上及び塔屋

提出様式 提出データ提　出　図 部数

・　特定の施設 ・　一般の施設
機器種別設置場所

重要機器 一般機器

14

蛍　　光　　灯　　の　　種　　類 安定器の種類

Ｐ　Ｘ

Ｅ　Ｌ

Ｅ　Ｌ

19

Ｐ　Ｎ

48

Ⅰ

21

47

本以上

29

Ｐ　Ｋ

測　　定　　用

枚２

６

１本以上

雷　保　護　設　備

低　圧　避　雷　器（300V超）保

護

高　圧　避　雷　器 ６本以上雷

本以上１

以下１００

低　圧　避　雷　器（300V以下）

電話引込口の保安器用（100V以下）

機　　材　　等2

3

耐熱ケーブル

耐火ケーブル

ＵＴＰケーブル

マイクケーブル
磁気シールド

呼　　称

一般形 D18形,D27形

P32形,P45形,H16形,H24形,H32形,H42形Ｈｆ形

Ｈｆ形
Hf16形

Hf32形
直管形

ｺﾝﾊﾟｸﾄ形

高輝度誘導灯

・ 上下動形　　　　・ 内部固定形　　　　・ 外部固定形

コードペンダント以外の放電灯器具及び水気のある場所の白熱灯器具は、接地する。なお、金属管配線

の場合は、配管を利用してもよい。(乾燥した場所のコンパクト形器具(２７Ｗ以下)を除く)

・ 電力用　　　　　・ 通信用　　　　　　・ 電力、通信用

接地極付きコンセントは、プラグ無しとする。

発電機回路に接続されるコンセントは、原則として赤色とする。

三相可変速運転用インバーター装置の規約効率は、次の数値以上とする。

電路の保護

予　備　配　管

ローテンション

電話機への配線

外  灯  ポ  －  ル

盤　類　の　塗　装

再　使　用　機　器

接地極

蛍光灯安定器、ランプ

身障者のための

地中埋設標

標識シート

基　本　料　金

国際シンボルマーク

ハイテンション

照明器具の接地

二重床用アウトレット

アウトレット

接地極付きコンセント

コンセント

インバーター装置の

　　　　　　規約効率

工事用電力・水・その他

建設発生土の処理

露出金属配管の塗装

は　　つ　　り

フラッシプレート

呼　　び　　線

電気工事士

足場・桟橋類

屋外の支持金物

及びプルボックス

電線本数、管路等

フロアプレート・ベース

形状・寸法等

工事用仮設物

監督員事務所

施　工　図　等

仮　　設　　備

養　　　生

撤去後の補修

耐　震　施　工

地盤変位への対応

非破壊調査等

表　　示

機材の品質・性能証明

施　工　調　査

室内空気中の化学物質

の濃度測定

ビニル電線等を使用する旨の記載があるものは、ＥＭケーブルの規格を含むものとする。

ＥＭケーブルの電線の色別は、原則として標準仕様書による。

　　　4.上記2.3.の特性は、電力用エコ電線類の規格を準用する。

　　　同号Ａの７(燃焼時発生ガスの酸性度)による。

　　　3.発煙濃度及び燃焼時発生ガスの酸性度は、ＪＣＳ第３９７号Ａの５(発煙濃度)、

　　　2.難燃は電線またはケーブルについて行い、ＪＩＳ　Ｃ　３００５の２８(難燃)による。

共通：1.電線・ケーブルは、ハロゲン及び鉛を含まない材料により構成されているものとする。

本工事においては、次の電線類(ＥＭケーブル)の規格及び記号を追加する。

（ＥＢは、Ｄ＝１４、Ｗ＝４０、Ｌ＝１，５００）

埋込形分電盤からの立上がり予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の場合(ＰＦ２２)を１本、５個

以上の場合(ＰＦ２２)を２本、天井まで立上げる。なお、スラブ天井の場合は、天井又は梁下２００ｍｍ

まで立上げ、アウトレットボックスを取付ける。

二重天井の場合は、天井内まで立上げ、アウトレットボックスを取付ける。

一般用　　　　個

合成樹脂製とし、寸法ｔ５×１５０×１５０で白地に青とする。

・ 電話機１台につき次のものを見込む。 　　　　　・ 図示による

・ EM-TIEE　　　０．６５－２Ｃ( ・ ２０ｍ　　・　　ｍ)

・２号ワイヤープロテクタ　　１．５ｍ

エッチングプライマー、指定色仕上。

・ EM-BTIEE 　　０．４ー２Ｐ　( ・ ２０ｍ　　・　　ｍ)

外灯ポールは、亜鉛付着量３５０g/㎡(ＪＩＳ Ｈ ８６４１「溶融亜鉛めっき」に規定するＨＤＺ３５)以上

の溶融亜鉛めっきを施したものとする。

接地極の材料は、下表による。

低圧地中幹線路及び通信地中幹線路にも設ける。

本受電後の基本料金を下記のとおり負担する。

契約種別－－　　　　　　契約電力－－　　　　　　期　　間－－

備考）(１)電動機の供給電圧は200V又は400Vとする。

　　　(２)インバーター効率は、100%負荷時の値とする。

特記のない引き下げ部分及び露出部分の配線はＭＭ１(Ａ型)にて保護する。貫通部分の配線は、金属管

などにて保護する．

取外し再使用機器は、性能確認のため絶縁抵抗測定を行う。

図面に特記なき場合は、下表による。

・ 既存のコンクリート床、壁などの貫通部の穴開けは、図面に特記なき場合、原則としてダイヤモンド

調合ペイント２回塗り( ・ 屋内  ・ 屋外（外面被覆鋼管を除く））

屋外の支持金物、ボルト及びナットなどは、溶融亜鉛めっき仕上げ又はステンレス製とする。

・ 砲金製　　　　・ アルミ合金製

長さ１ｍ以上の入線しない電線管には１．２ｍｍ以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

屋外に使用するプルボックスは、図面に特記なき場合は、ステンレス製とする。

カッターによる。

・ 非破壊検査等による埋設物の調査（ ・ 要　　　　・ 不要　）とする。

分電盤、制御盤、端子盤等の２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径等は、図面と相違して

も差しつかえない。ただし、相違する場合は監督職員の承諾を受ける。

フラッシプレートは、図面に特記なき場合( ・ 金属製(ステンレス、新金属も含む)　・ 樹脂製)とする。

・ 水平高低調節付（空転防止リング付）

姿図の形状寸法等は、図面表示と多少相違してもよい。

建物への配線引込部の耐震処理は、地中箱独立方式とする。

４) 地中配線によって建物へ引込む場合の処理

100kg以下の一般機器、一般水槽の据付け、取付けについては、取付け下地を入念に施工し、

機器メーカーの指定する方法で確実に取付け、据付けを行えばよいものとし、特に本基準で

３) 軽量機器等の耐震施工

示した方法によらなくともよい。

重要機器

・ 配電盤　　　・ 発電装置（防災用）　　　・ 直流電源装置　　　・ 交流無停電電源装置

・ 交換機　　　・ 自動火災報知受信機　　　・ 中央監視装置　　　

  上層階の定義は次による。

    ２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は上層３階、

  13階建以上の場合は上層４階

２) 設計用鉛直地震力

想定沈下量（ ・ 小規模　　　・ 中規模　　　・ 大規模　）

なお、範囲は監督職員の指示によるものとし、費用は別途とする。

スイッチ・コンセント・ブランクプレート及びプルボックスなどで用途の判別し難いものは、表示する。

ハンドホール・マンホールのふたは、用途別に「電力」「通信」と表示する。

設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針２００５年版」（国

土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

１) 設計用水平地震力

機器の重量［kgf］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。なお、特記なき場合、設計用

標準水平震度は、次による。

設計用標準水平震度

上記に示す受け入れ場所・距離は参考であり、実施にあたっては監督職員と協議のうえ決定する。

電子データ　　・ 提出要　　・ 提出不要　　・ 既設施工図の修正

施工図等を電子データにより作成する場合は、下記によるほか監督職員の指示による。

・ 構内指示の場所に敷ならし　　・ 構内指示の場所にたい積　　　・ 構外搬出(約　　　　ｋｍ)

・ 再利用を図る

養生範囲　（　・　　　　　　　　・　　　　　　　）　養生方法（　・　　　　　　　・　　　　　　　）

壁付け器具、床置き機器、天井付け機器の撤去跡の取付ボルト孔、壁面、天井面の変色等は補修を行う。

工事が完成(指定部分に係わる完成を除く)したときは、本工事で作成する施工図等のうち、下記の

原図及び複写図(１部)を監督職員に提出する。ただし、製作図等で原図として提出が出来ないものは、

原図に代わるものとしてよい。

なお、施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲する。

最大電力５００ｋｗ以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を行う。

本工事に必要な工事用電力、水、及び官公署その他への諸手続などの費用は、すべて請負業者の負担とする。

・ 関係請負者が定置したものは無償で使用できる。

構内につくることが　　　・ できる　　　・ できない

・ 設けない

室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、

監督職員に報告すること。

測定はパッシブ型採取機器により行う。

　　測定対象室　　・　図示　　　　　　

　　測定箇所数　　・　図示　　　　　　

　　測定時期　　　・　工事着工前　　　・　施工終了時

・ 本工事で設置する。（改修標準仕様書第１編２．１．２によるほか下記による。）

・ 内部足場等（ ・ 　　　種　　・ 　　　　種）

・ 外部足場等（ ・ 　　　種　　・ 　　　　種）

設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関が発行する資料等の

写しを監督職員に提出して承諾を受ける。

なお、標準仕様書に規定される製作図、試験成績表を含む。

　事前調査（　・　本工事　　　　・　別途工事　）

仮設備項目（　・　受変電　　　　・　発電　　　　　・　　　　　　）

仮設備期間（　・　図示　　　　　・　　　　　　　）

下記によるほか、改修標準仕様書による。

　調査項目（　・　　　　　　　　・　　　　　　）

　　（５）上記（１）、（３）及び（４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他

　　　　　の什器等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデ

　　ヒドの放散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のも

　　のを使用する。ただし、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用する。

　　「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

1 JIS及びJASのＦ☆☆☆☆規格品

2 建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用
　ｂ．接着剤等不使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散さ

　　　せない材料使用
　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散さ
　　　せない塗料使用

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散さ

　　　せない塗料等使用　

1 JIS及びJASのＦ☆☆☆規格品

2 建築基準法施行令第２０条の７第３項による国土交通大臣認定品

3 旧JISのＥ 規格品

4 旧JASのＦ 規格品

3 下記表示のあるJAS規格品

規　制　対　象　外

第　　三　　種

該当する建築材料ホルムアルデヒドの放散量

・　本工事は「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」(平成１２年５月３１日法律第１０４号)

　　の対象建設工事であり、分別解体、特定建設資材の再資源化等について適切な処置を行なう。

　　ただし、工事契約後にやむをえない事情により予定した条件により難い場合は監督職員と協議する。

    1 再資源化等が完了した年月日                                                

　　分別解体・再資源化等の完了時に、以下の事項を書面にて監督職員に報告する。    

  　2 再資源化等をした施設の名称及び所在地                                      

  　3 再資源化等に要した費用

（１）　分別解体の方法

Ⅱ

(１)項目は、番号に○印のついたものを適用する。

２

１

特　記　仕　様

共　通　仕　様

(２)特記事項のうち選択する事項は、・に○印の付いたものを適用する。

なお、機械設備工事の工事仕様は(  ／  )図、建築工事の工事仕様は(  ／  )図による。

(２)機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

４．指定部分 無

有 ( 対象部分：                  )

　　 (４) 塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散が極め

１)本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとする。

　　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

　　本工事の建物内部に使用する建築材料は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

　　 (１) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

　　 (２) 保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極めて少な

　　 (３) 接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性の

２)化学物質を放散させる建築材料等

次の(１)から(５)を満たすものとする。

可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン

を放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

て少ないものとする。

いものとする。

その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散させないか、

放散が極めて少ないものとする。

　　・  引渡しを要するもの　　(  ・　金属類 　　　    ・　　　 　　　　　　　　　　　　　　  )

　　・  特別管理産業廃棄物　  (  ・  ＰＣＢ使用機器   ・　　　　　　　　・                   )

　　・  ＰＣＢ使用機器の有無については、調査を行い結果を監督員に報告する。

 　     ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。  

・　特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理等

 　 ・　再生資源化を図るもの　(　・ ランプ類　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　　　)

工　程

・ 新築

作　業　内　容

・ 増築

・ コンクリート

・ コンクリート及び鉄から成る建設資材

（２）　特定建設資材廃棄物の種類と再生資源化等をする施設

電気設備工事

分　別　解　体　の　方　法

・ 手作業

・ 木　　　材

・ アスファルト・コンクリート

・ 修繕

・ 模様替

・　有

・　無

・ 手作業・機械作業併用

工事場所

建物概要

　調査範囲（　・　図示　　　　　・　説明　　　　　）

　調査方法（　・　図示　　　　　・　説明　　　　　　）

３　他工事との取合い事項は、別表－1による。

別表－1　工事区分表(一般的な工事区分を示す)

機 器 の 基 礎

床下水槽のマンホールふた

シャワーユニット、バスユニット、洗濯機パン

エレベーター出入口三方枠（金属製）

エレベーター出入口三方枠（石製）

システム天井

電   気   錠

ガス漏れ検知器

はめ込形洗面器用カウンター（前板共）

鏡

電気配管配線

便所手すり

雨 水 立 管

屋 外 排 水 管

流   し   台

防   油   堤

換気扇の取付枠

湯沸室のフード

外部取付ガラリ

点   検   口

開   口   部

ガスボンベ転倒防止用の鎖

提出書類等

16 完　成　図　等 別紙　竣工時提出書類等仕様一覧による。

17 工事カルテの作成及び 工事実績情報として（カルテ）を作成し、監督員に提出。承諾を受けた後に（財）日本建設情報センター

登録 にフロッピーディスクにより登録するとともに登録結果を監督員に提出すること。

分電盤キャビネットの塗装は、標準色仕上げとする。

通信用　　　・ 鉄製　　個ふ設する。　　　・ コンクリート製　　個ふ設する。

・ 設ける

監督職員の指示により、提出すること。

2

ＥＭ－ＵＴＰ

ＥＭ－４Ｅ６

ＥＭ－ＦＰ－Ｃ
ＥＭ－ＦＰ

ＥＭ－ＨＰ

（例）

600V、6600V耐熱ケーブルに準拠し、耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂を
主体としたコンパウンドでシースを施したもの

消防庁告示

消防庁告示
主体としたコンパウンドでシースを施したもの
600V、6600V耐火ケーブルに準拠し、耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ樹脂を

主体としたコンパウンドでシースを施したもの

記　号 　規　　　　　　　　　　　　　　格

JCS規格によるEMケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

磁気シールドマイクケーブルに準拠し、耐燃性ポリエチレン樹脂を

JIS X 5150「構内情報配線システム」に準じ、絶縁材及びシースに

(１)図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の下記仕様書等のうち、・印がついたものによる。

　　・  引渡しを要するもの及び再生資源化を図るもの以外は、構外搬出適切処理とし搬出処理費は別途とする

屋 上

屋 外

屋 内

工     事     内     容

避雷針の基礎

テレビアンテナ基礎

自家発電機の基礎、太陽光パネルの基礎

配電盤・制御盤の基礎

電  気  関  係

空調ライン設備プレート

照明ライン設備プレート

ボード・Tバー

ＴＥＮキー及び制御盤

電気錠及び通電金具

電　極　棒

防火扉レリーズ

汚水、雑排水

(たてどい)

雨　水

上記開口部の補強

オイルサービスタンクの防油堤

ダクト、チャンバーの接続用フランジを含む

スリーブの穴埋め(型枠の穴埋めを含む)

排水トラップ共

タンク基礎

床、壁、天井

上記開口部の墨出し

空 調 用

自家発用

埋込形盤類及び、箱類の型枠

軽量鉄骨下地、壁天井ボード類の切込

梁、床、壁貫通スリーブ

梁、床、壁貫通部型枠

屋外設置

屋内設置

屋上設置(防水立上りを設ける部分)

機  械  関  係

架台・アンカーボルト

架台・アンカーボルト

フリーアクセスフロアの複合アウトレット用開口(工場加工)

フリーアクセスフロアの予備開口(工場加工)及びプレート

フリーアクセスフロアの複合アウトレット取付及び配線

個別パッケージの室内機、室外機の渡り配線(接地共)

小便器用節水装置の制御盤以降の２次側の配管配線

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパに至る配管配線

屋上設置(上記以外)

機器などから操作スイッチ等への２次側配管及び埋込ボックス

機器などから操作スイッチ等への２次側配線及び接続

自動制御盤と動力盤との渡り配管配線

電気設備 機械設備建築

0.4

85.0

0.75

87.0

1.5

88.5

2.2

89.5

3.7

90.0

5.5

90.5

7.5

91.0

11

91.5

15

92.0

18.5

92.5

22

93.0

30

93.5

37

94.0

45

94.5

電動機出力（ｋＷ）

ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ効率（％）
ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

1

2.0

2.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.0

1.0

1.5

2.0

1.5

1.0

1.5

1.5

1.0

1.0

0.6

1.0

2.0

1.5

1.0

1.5

1.5

1.0

1.0

0.6

1.0

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

0.6

0.4

0.6

1.0

36

34

35

39

40

41

37

33

38

49

耐震固定の計算書機器,配管固定の施工図試験成績書制御システム図機器製作図施工図等

２部ＣＡＤ制御システム図　機器、配管固定の施工図ＣＤ－Ｒ電子データ

搬出距離受け入れ場所受け入れ施設名分　　　類

建設発生土

設備機材等選定表

品　　目 機　　材　　名 製造業者等

次の（１）～（７）を満たすものとする。

(１) 材料・機材等が所要の品質・性能を
確保していること。

(２) 材料・機材等の品質・性能に関する

(３) 生産施設及び品質の管理が適切に行
試験データが整備されていること。

われていること。
(４) 経営状態が良好であること。

許等を取得していること。
(５) 法令等で定める許可、認可、又は免

(６) 製造又は施工の実績があり、その信
頼性が十分にあること。

えられていること。
(７) 販売、保守等の営業体制が十分に整

　なお、建築材料・設備機材等品質性能評
価事業等を行う外部機関の「設備機材等評
価名簿」等による場合は、評価を受けた資

料等の写しを提出することで証明に代える
ことができる。

高圧交流遮断器
高圧変圧器

高圧進相コンデンサ
高圧限流ヒューズ
高圧負荷開閉器

高圧変圧器（特定機器）

分電盤（実験盤を含む）

制御盤
ｷｭｰﾋﾞｸﾙ式配電盤
高圧スイッチギヤ(ＣＷ)
高圧スイッチギヤ(ＰＷ)

蛍光灯器具
(防爆照明器具、防災照明器具を除く)

蛍光灯器具

盤     類

高 圧 機 器

所　　在　　地再生資源化等をする施設の名称 特定建設資材廃棄物の種類

ー式 ー式 ー式 ー式 ー式 ー式

ー式 ー式 ー式 ー式 ー式 ー式

電熱設備

雷保護設備

静止形電源設備

受変電設備

発電設備

構内交換設備

電気時計設備

構内情報通信網設備

拡声設備

テレビ電波障害防除設備

テレビ共同受信設備

監視カメラ設備

駐車場管制設備

防犯・入退室管理設備

自動火災報知設備

トイレ呼出表示設備

電気錠設備

撤去工事 ー式 ー式 ー式 ー式 ー式 ー式

EA･B･C

EA

EB

ED

EC

Et

EAt

EDt

EDa

ELt

ELA

ELE

ELLC

ELLD

E0

EP-0.9

EB

EB

EP-0.9

EB

EB

EB

EB

EB

EB

EB

EP-0.6

ナースコール設備

・　発生材一時保管、集積場所　　・　構内に有り　　・　構内になし

7

9

機器などへの１次側配管配線及び接続

・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和４年版）（以下「改修標準仕様書」という。）

・　公共建築工事標準図（電気設備工事編）（令和４年版）（以下「標準図」という。）

・　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和４年版）（以下「標準仕様書」という。）

新築

電灯コンセント設備

幹線動力設備

構内配電線路

構内通信線路

電力用　　　・ 鉄製　４個ふ設する。　　　・ コンクリート製　　個ふ設する。

古賀西小学校屋上防水等改修工事設計

福岡県古賀市天神7-4-1

学校 ＲＣ造 2 改修

校舎

改修

改修

改修

改修

改修インターホン設備

2024年12月

E-01

2024年12月

特記仕様書古賀西小学校屋上防水等改修工事
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配置図　 S=1:500 ･･･ 今回工事対象建物を示す。

福岡県知事登録第1ｰ30027号株式会社　海　渡　設　計

　　　　　　神崎信二

一級建築士　第323073号

工事名称 図面名称 A3 縮尺

A1 縮尺 日付

No

S=1:500

S=1:1000

2024年12月2024年12月

E-02

配置図・付近見取図古賀西小学校屋上防水等改修工事
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掲示板

S=1:40

S=1:80
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D
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標本棚(A)

〃
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掲示板
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(ｲ) (ｲ) (ｲ)

(ﾛ) (ﾛ)
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(ﾎ)(ﾆ)

ACAC

2
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2

2
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2.
0
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6

2F2

2F2

EEF2.0-2C(PF16)

EEF2.0-2C(PF16)

2F3(E)

2
F3

(
E)

(MA)

(MA)

2F
2

(MA)

(MA)

(PF22)

F
2

F3(E)

F3
(
E)

F
3(

E
)

F
2

F
2

F3
(
E)

F3(E)

F2

F
3(

E
)

F2

(MA)

(PF22)

1

(PF16)

IE1.6×3((19))

IE2.0×2 E1.6((19))

　１．特記なき配線配管は下記による。

LK

L

LK

F
3(

E
)

L

既設梁下面で既設壁貫通50Φ

CE5.5-3C(MB)

棚 棚

CV8ﾟ-3C E2.0(MB)

既設分電盤(2L-2)

新設設分電盤(2L-5)

福岡県知事登録第1ｰ30027号株式会社　海　渡　設　計

　　　　　　神崎信二

一級建築士　第323073号

工事名称 図面名称 A3 縮尺

A1 縮尺 日付

No

2L-2

2L-2

分電盤

記 　号

凡　 例

照明器具 照明器具ﾘｽﾄ参照

名 　称 仕　 様

天井内コロガシ配線

隠蔽配管配線

露出配管配線

EEF1.6-2C

EEF1.6-3C

仕　 様

EEF1.6-3C(1Cｱｰｽ)

埋込ｽｲｯﾁ 1P15A*1 金属ﾌﾟﾚｰﾄ

　２．図中、細線は既設を示す。

　１．特記なき配線配管は下記による。

記 　号

隠蔽配管配線

露出配管配線

仕　 様

　２．図中、細線は既設を示す。

記 　号

凡　 例

名 　称 仕　 様

2
埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A*2 金属ﾌﾟﾚｰﾄ

分電盤

記 　号

凡　 例

照明器具

埋込ｽｲｯﾁ

照明器具ﾘｽﾄ参照

名 　称

1P15A*1 金属ﾌﾟﾚｰﾄ

仕　 様

天井内コロガシ配線

　１．特記なき配線配管は下記による。

記 　号

隠蔽配管配線

露出配管配線

仕　 様

分電盤

記 　号

凡　 例

照明器具

埋込ｽｲｯﾁ

2

D

埋込ｺﾝｾﾝﾄ

埋込ｺﾝｾﾝﾄ

換気扇

照明器具ﾘｽﾄ参照

2P15A*2 

2P15A*2 

機械設備工事

名 　称

1P15A*1 金属ﾌﾟﾚｰﾄ

金属ﾌﾟﾚｰﾄ

金属ﾌﾟﾚｰﾄ

仕　 様

天井内コロガシ配線

　１．特記なき配線配管は下記による。

記 　号

隠蔽配管配線

露出配管配線

仕　 様

理科室(2)

理科室(2)

2L-2

2L-2

ACACAC

標本棚(B)

F
3(

E
)

F3(E)

F3(E)

IE1.6×2((19))

EEF2.0-2C((19))

EEF2.0-2C((19))

EEF2.0-2C((19))(PF16)

(PF16)(PF16)

(P
F1
6)

(PF16) (PF16)

2

(MA)

2F2

6

2

理科室(2)

FL40W-2(H型ﾊﾟｲﾌﾟ吊)

FL40W-1(黒板灯ﾊﾟｲﾌﾟ吊)
6LSS7-4-38

プレイルーム

LSS7-4-38

通級教室指導室(2)

2LSS7-4-38

通級教室指導室(1)

2

通級教室指導室(1)

2LSS9-4-30改修前平面詳細図　S＝1：40

改修前平面詳細図　S＝1：40 改修後平面詳細図　S＝1：40

改修後平面詳細図　S＝1：40

換気扇 機械設備工事

1.6×3(19)

1.6×4(19)

2.0

1.6×2(19)

2.0×2(19)

F
3

F2 F3

L K

(PF16)

換気扇

埋込ｽｲｯﾁ 金属ﾌﾟﾚｰﾄ
L

1PL4A*1

K
換気扇ｽｲｯﾁ

機械設備工事

支給品取付

F
3(

E
)

記 　号

F2 立下げ保護管（図中に傍記）

立下げ保護管（図中に傍記）

立下げ保護管（図中に傍記）

2.0×2(19)

F3

F3(E)

2
F
2

2F2

2F3(E)

2F3(E)

EEF2.0-2C

EEF2.0-3C(1Cｱｰｽ)

天井内コロガシ配線

二重床内コロガシ配線

金属ﾌﾟﾚｰﾄ
LK

2P15ALK*1埋込抜け止めｺﾝｾﾝﾄ

カバープレート

2L-5

分電盤

鋼板製露出壁掛型
主幹MCCB50/30－分岐MCCB2P1E50/20×4
　　　　　 　－分岐MCCB2P2E50/20×2　

EEF2.0-2C(PF16)

EEF2.0-3C(冷媒管共巻き)

電灯コンセント設備（改修前・改修後）

285 1,915 100 1,915 285 285 1,915 100 1,915 285

4,500 4,500

7
,
0
0
0

285 1,930 70 1,930 285 285 1,930 70 1,930 285

5
,
0
4
0

2851,930701,9302852851,930701,930285

4,5004,500

2851,9151001,9152852851,9151001,915285

7
,
0
0
0

2851,930701,9302852851,930701,930285

4,5004,500

2851,9151001,9152852851,9151001,915285

7
,
0
0
0

285 1,915 100 1,915 285 285 1,915 100 1,915 285

4,500 4,500

7
,
0
0
0

285 1,930 70 1,930 285 285 1,930 70 1,930 285

5
,
0
4
0

2024年12月2024年12月

E-03

理科準備室展開図

プレイルーム

前室

通級教室

指導室(2)

通級教室

指導室(1)

通級教室

前室

プレイルーム

通級教室

指導室(1)

指導室(2)

古賀西小学校屋上防水等改修工事



7
,
0
0
0

4
,
0
0
0

7
,
0
0
0

A

B

C

D

福岡県知事登録第1ｰ30027号株式会社　海　渡　設　計

　　　　　　神崎信二

一級建築士　第323073号

工事名称 図面名称 A3 縮尺

A1 縮尺 日付

No

t

1.2 1.2

1.2 1.2

1.2

U

TV TV
2P 2P

t

1.2

Ω

1.21.21.2

1
.
2

1
.
2

t

1.2 1.2

1.2 1.2
1.2

1.2 1.2 1.2

U
LAN

t

AP

1.2

TV TV
2P 2P 2P

TV

t

U

1.2

1.21.21.2

1
.
2

1
.
2

S=1:100

S=1:200

124 5 6 7 8 9 10 112 3

7,000 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,000

11

A

B

C

D
7
,
0
0
0

4
,
0
0
0

7
,
0
0
0

124 5 6 7 8 9 10 111 2 3

7,000 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,000

1

1.2 1.2
1.2

1.2

U

U

LAN

t

AP

t

2P
TV

1.2

AE

ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ1個を移設する。
(移)

**0.9-2C(Fﾓｰﾙ)

(移)

ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ1個を再取付。

AE AE

A
E

1.2
(PF16)

(PF16)

AE

1.2

t

(PF16)(PF16)AE

(MA)

AEAE

U

(PF16)

(PF16)

1.2

1
.
2

UTP0.5-4P CAT5×2(Fﾓｰﾙ)を
移設する。

UTP0.5-4P CAT5×1(ｺﾛｶﾞｼ)を
移設する。

2

2

U

(再)(再)

OP0.9-4C(Fﾓｰﾙ)

t
(再)

AE

A
E

管理棟　２階平面図（改修後）

管理棟　２階平面図（改修前）

2024年12月

弱電設備（改修前・改修後）

記 　号

凡　 例

名 　称

LAN 弱電端子盤（LAN）

t

スピーカー 壁掛型

アッテネーター

電気時計

直列ユニット 中間

ノズルプレート ２ケ用

インターホン 子機

AP

モジュラージャック 8極8芯 CAT5E ×2

3W

壁掛型

露出壁掛型

露出壁掛型

隠蔽配管配線

露出配管配線

天井ころがし配線

仕　 様記 　号

　１．特記なき配線配管は下記による。

注　 記

1.2 1.2×3（19）

　１．図中、×印は撤去を示す。

　２．図中、(移)は仮撤去移設を示す。

アクセスポイント 無線LAN

機器収容箱

差動式スポット型感知器 2種　露出型

消火栓組込

記 　号

凡　 例

名 　称

LAN

弱電端子盤

弱電端子盤（LAN）

t

スピーカー

アッテネーター

電気時計

直列ユニット 中間

ノズルプレート ２ケ用

インターホン 子機

AP アクセスポイント

モジュラージャック

無線LAN

8極8芯 CAT5E ×2

3W

壁掛型

露出壁掛型

露出壁掛型

隠蔽配管配線

露出配管配線

天井ころがし配線

仕　 様記 　号

　１．特記なき配線配管は下記による。

機器収容箱

差動式スポット型感知器 2種　露出型

消火栓組込

AE

注　 記

　１．図中、×印は撤去を示す。

　２．図中、(再)は再取付を示す。

TV TZ-9C33A(25)

U

2P

U UTP0.5-4P CAT5

UTP0.5-4P CAT5(MA)

1.2

1.2

1.2×2（19）

1.2×3（19）

AE

AE

EM-AE1.2-2C

EM-AE1.2-3C

EM-AE1.2-4C

TV

**-2P(31)

TZ-9C33A(25)

U

2P

U UTP0.5-4P CAT5

UTP0.5-4P CAT5(MA)

1.2

1.2

1.2×2（19）

1.2×2（ｺﾛｶﾞｼ）

弱電端子盤

AE1.2-2P(Fﾓｰﾙ)

金属ﾌﾟﾚｰﾄ

金属ﾌﾟﾚｰﾄ

金属ﾌﾟﾚｰﾄ

金属ﾌﾟﾚｰﾄ

金属ﾌﾟﾚｰﾄ

金属ﾌﾟﾚｰﾄ

金属ﾌﾟﾚｰﾄ

金属ﾌﾟﾚｰﾄ

仕　 様

仕　 様

UP

図工室 理科室(1)コンピューター室

家庭科室 準備室和室

UPEXP.J

図工室コンピューター室

家庭科室 準備室和室

通級教室
指導室
（2）

通級教室
指導室
（1）

準備室

理科室(1)

プレイルーム

音楽室準備室

前室

準備室理科室(2)

音楽室準備室

天井埋込型 ｱﾙﾐﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞ ATT無し

E-04

2024年12月
古賀西小学校屋上防水等改修工事


